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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的
このマニュアルでは、Oracle Enterprise Managerと、オプションの管理パックを含む各コン
ポーネントで発生するエラーについて、考えられる原因とお薦めする解決方法を説明しま
す。

このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者
『Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル』は、Oracle Enterprise Managerを使
用してシステム管理タスクを実行するユーザー、および実行するタスクに精通しているユー
ザーを対象にしています。データベース管理タスクに習熟していない場合は、Oracle Server 
ドキュメント・セットを参照してください。

『Oracle Server管理者ガイド』の第 1部をお読みになっていない場合は、お読みになること
をお薦めします。この部の各章には、データベース管理者の基本的な責任事項が説明されて
います。

またこのマニュアルは、読者がオペレーティング・システムに精通していることも前提とし
ています。必要に応じて、ご使用のオペレーティング・システムのマニュアルを参照してく
ださい。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerの概要は、『Oracle Enterprise Manager概説』および、
Oracle Enterprise Manager Quick Tourを参照してください。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルで説明するエラー・メッセージは、すべて次の例のように、3文字以上のア
ルファベットと数字から成る接頭辞を持っています。

VNI-2002:　ファイル操作エラー
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エラー・メッセージは、マニュアル全体では接頭辞のアルファベット順に、各章の中では
メッセージの番号順に記載されています。各章には、1つまたは複数の接頭辞があります。
メッセージを見つけるには、マニュアル全体でアルファベット順に検索するか、または「索
引」で検索してください。

このマニュアルの使用方法このマニュアルの使用方法このマニュアルの使用方法このマニュアルの使用方法
このマニュアルは、他の Oracle Enterprise Managerマニュアルと同様、Oracle Serverド
キュメント・セットと併用するように作成されています。Oracle Enterprise Managerドキュ
メント・セットでは、Oracle Enterprise Managerを使用してデータベース管理タスクを実行
する方法を説明しています。これに対して、Oracle Server ドキュメント・セットでは、これ
らのタスクを実行する理由と意味を説明しています。Oracle Enterprise Managerをご使用の
際は、Oracle Serverドキュメント・セットも参照することをお薦めします。

ドキュメント・セットドキュメント・セットドキュメント・セットドキュメント・セット
Oracle Enterprise Managerマニュアルは、すべて Oracle Enterprise Manager CDに HTML
形式で収められており、Webブラウザで表示できます。マニュアルの他にも、Oracle 
Enterprise Managerの各コンポーネントには詳しいオンライン・ヘルプが用意されていま
す。

Oracle Enterprise Managerマニュアルは、次のとおりです。

■ 『Oracle Enterprise Managerリリースノート』では、オンライン・マニュアルに関する
重要な注意事項、ソフトウェアの更新情報、およびその他の最新情報を説明していま
す。

■ 『Oracle Enterprise Managerインストレーション・ガイド』では、Oracle Enterprise 
Managerのインストールに関する情報を説明しています。

■ 『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』では、Oracle Enterprise Managerコンソー
ル、共通サービスおよびデータベース管理ツールの使用方法を説明しています。

■ 『Oracle Enterprise Manager概説』では、Oracle Enterprise Managerと、そのアーキテ
クチャおよびコンポーネントについて、概要を説明します。

■ 『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』では、Oracle Enterprise Managerの構成およ
び起動方法を説明します。

■ 『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』では、Oracle Enterprise Managerに合
わせて Oracle Intelligent Agentを使用する方法を説明します。

■ 『Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド』は、SNMPベースの管理アプリケー
ションを開発するサード・パーティ開発者のためのマニュアルです。データベース管理
者が、Oracle製品には精通していながら SNMPについてはあまり詳しくない場合にも、
このマニュアルが有効です。
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■ 『Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル』では、Oracle Enterprise 
Managerのエラー・メッセージと、その診断方法について説明しています。

Oracle Change Management Packマニュアル

■ 『Oracle Enterprise Manager Change Management Packリリースノート』では、Oracle 
Change Management Packのオンライン・マニュアルに関する重要な注意事項、ソフト
ウェアの更新情報、およびその他の最新情報を説明しています。

■ 『Oracle Change Management Packスタート・ガイド』では、Oracle Change 
Management Packアプリケーションの概説および機能の概要を説明します。

■ 『Oracle Change Management Packインストレーション・ガイド』では、Oracle Change 
Management Packのインストール方法を説明しています。

Oracle Diagnostics Packマニュアル

■ 『Oracle Enterprise Manager Diagnostics Packリリースノート』では、Oracle 
Diagnostics Packのオンライン・マニュアルに関する重要な注意事項、ソフトウェアの
更新情報、およびその他の最新情報を説明しています。

■ 『Oracle Enterprise Managerパフォーマンス・モニタリングおよびプランニング・ガイ
ド』では、Oracle Diagnostics Packを使用したシステム・パフォーマンスのモニタリン
グ方法を説明します。

■ 『Oracle Enterprise Manager Oracle Traceユーザーズ・ガイド』では、Oracle Traceアプ
リケーションを使用して、Oracleデータベースを監視するために履歴データを獲得およ
び使用する方法を説明しています。

■ 『Oracle Enterprise Manager Oracle Trace開発者ガイド』では、アプリケーションに
Oracle Traceルーチンを組み込む方法を説明します。

■ 『Oracle Diagnostics Packインストレーション・ガイド』では、Oracle Diagnostics Pack
のインストール方法を説明しています。

Oracle Tuning Packマニュアル

■ 『Oracle Enterprise Manager Tuning Packリリースノート』では、Tuning Packのオンラ
イン・マニュアルに関する重要な注意事項、ソフトウェアの更新情報、およびその他の
最新情報を説明しています。

■ 『Oracle Tuning Packによるデータベース・チューニング』では、Oracle Tuning Packと
そのコンポーネントを使用してシステムを最適化するチューニング方法を説明します。

■ 『Oracle Tuning Packインストレーション・ガイド』では、Oracle Tuning Packのインス
トール方法を説明しています。

Oracle Enterprise Managerドキュメント・セットの他にも、Oracle Enterprise Managerに
は、Oracle Enterprise Manager Quick Tourと、詳細なオンライン・ヘルプが用意されてい
ます。
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関連資料関連資料関連資料関連資料
このマニュアルでは、重要情報について、次の関連資料を参照している場合があります。

■ Oracle Serverの概要および機能の詳細は、ご使用のサーバー別の『Oracle Server概要』
を参照してください。

■ Oracle Serverの管理の詳細は、ご使用のサーバー別の『Oracle Server管理者ガイド』を
参照してください。

■ Oracle Serverでのデータベース・アプリケーションの開発方法は、ご使用のサーバー別
の『Oracle Serverアプリケーション開発者ガイド』を参照してください。

■ 前のバージョンからの Oracle移行手順は、ご使用のサーバー別の『Oracle Server移行ガ
イド』を参照してください。

■ Oracle SQLのコマンドおよび関数の詳細は、ご使用のサーバー別の『Oracle Server 
SQLリファレンス』を参照してください。

■ Oracleがプロシージャ型言語を拡張した SQLである PL/SQLの詳細は、『PL/SQLユー
ザーズ・ガイドおよびリファレンス』を参照してください。

■ Oracleメッセージおよびコードの詳細は、ご使用のサーバー別の『Oracle Serverメッ
セージ』を参照してください。

■ Oracle Serverにバンドルされているユーティリティ（Export、Import、SQL*Loaderな
ど）の詳細は、ご使用のサーバー別の『Oracle Serverユーティリティ』を参照してくだ
さい。

■ ご使用のホスト・オペレーティング・システム上で稼動する Oracle Server固有の情報
は、ご使用のオペレーティング・システム別の Oracleのマニュアル（オペレーティン
グ・システムによって本のタイトルは異なります）およびシステム・リリースノートを
参照してください。

■ Oracleネットワーキング・システムの詳細は、ご使用のネットワーク別のマニュアルを
参照してください。

オラクル社では、ご使用の配布媒体でご利用いただけるいくつかのファイルを提供していま
す。これらのファイルは通常、README、RELNOTE、BUGHSTおよび RESTRICTなどの
ファイル名と、.WRI、.DOCおよび .TXTなどの拡張子を持っています。マニュアルに記載
されていないソフトウェアおよびマニュアルの変更については、これらのファイルを参照し
てください。

注意注意注意注意 : 上記ファイルの名前および位置は、オペレーティング・システムによって異なる場
合があります。
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                                                           エラー・メッセージの解
1

エラー・メッセージの解釈エラー・メッセージの解釈エラー・メッセージの解釈エラー・メッセージの解釈

この章では、このマニュアルを使用して Oracle Enterprise Managerのエラー・メッセージ
を解釈する際の、一般的な情報と有効なヒントを解説します。この章では、次の項目につい
て説明しています。

■ Oracle Enterprise Managerメッセージの分類

■ カスタマ・サポートへの問合せ

重要重要重要重要 : Oracle Enterprise Managerとそのコンポーネントによってサポートされる特定リ
リースの Oracle Serverの詳細は、『Oracle Enterprise Managerインストレーション・ガイ
ド』を参照してください。

Oracle Enterprise Managerメッセージの分類メッセージの分類メッセージの分類メッセージの分類
このマニュアルでは Oracle Enterprise Managerコンソール、その共通サービス、および統
合アプリケーションについて、個々のメッセージを説明します。またこのマニュアルでは、
オプションのシステム管理パックのメッセージについても説明しています。

メッセージの接頭辞メッセージの接頭辞メッセージの接頭辞メッセージの接頭辞
このマニュアルでは、接頭辞のアルファベット順にメッセージを並べてあり、各章はその接
頭辞の 1つ以上のタイプを持つメッセージで構成されています。メッセージの接頭辞は、
メッセージを生成した Oracle Enterprise Managerの機能を示しています。次の表は、それ
らの機能を一覧にしたものです。

接頭辞の冒頭接頭辞の冒頭接頭辞の冒頭接頭辞の冒頭 機能機能機能機能

EmSDK Software Developer Kit（SDK）メッセージ

EPC...

ODG

Oracle Traceメッセージ

Oracle Data Gathererメッセージ（第 2層）

VBO... Management Packメッセージ（第 2層）
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Oracle Enterprise Managerメッセージの分類
その他のその他のその他のその他の Oracleメッセージの接頭辞メッセージの接頭辞メッセージの接頭辞メッセージの接頭辞
Oracle Enterprise Managerを使用中は、他の Oracleメッセージが表示されることもありま
す。このマニュアルにない接頭辞が表示されている場合は、各接頭辞が説明されている次の
マニュアルを参照してください。

■ 接頭辞「TNS」は、Oracleネットワーク製品によって生成されたエラー・メッセージを
示しています。これらのエラーは、『Oracleネットワーク製品メッセージ・マニュアル』
に記載されています。

■ 接頭辞「NMC」は、Oracle Network Managerによって生成されたエラー・メッセージ
を示しています。接頭辞「NMO」は、Oracle Network Managerのネットワーク・オブ
ジェクト・レイヤーによって生成されたエラー・メッセージを示しています。接頭辞
「NMR」は、Oracle Network Managerの ROSファイル・レベルから生成されたメッ
セージに付いています。これらのエラーは、『Oracleネットワーク製品メッセージ・マ
ニュアル』に記載されています。

■ 接頭辞「NNO」は、Oracle Names Serverによって生成されたエラー・メッセージの前
に付いています。接頭辞「NNC」は、Oracle Namesクライアントによって生成された

VBU... Index Tuning Wizardメッセージ（第 2層）

VBZ... Oracle Change Management Pack メッセージ

VD... Oracle Enterprise Managerフレームワーク・メッセージ

VMQ Oracle SQL Analyzeサービス・メッセージ

VMS Oracle Top Sessionsメッセージ

VMT

VNI

VTC...

VTD

VTK

VTM

VTO...

VTP

VTW

VTZ

VXA

VXN

XP

Oracle Tablespace Managerメッセージ

エージェント・ゲートウェイ・メッセージ

コンソール・メッセージ

Oracle Data Gathererメッセージ （クライアント層）

Oracle Management Serverメッセージ （クライアント層）

Oracle Performance Managerメッセージ

Management Packメッセージ （クライアント層）

Oracle Capacity Plannerメッセージ

Oracle SQL*Plus Worksheetメッセージ

Oracle Change Management Pack メッセージ（クライアント層）

Oracle Management Serverメッセージ

Naming Serviceメッセージ

Oracle Expertサービス・メッセージ

接頭辞の冒頭接頭辞の冒頭接頭辞の冒頭接頭辞の冒頭 機能機能機能機能
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カスタマ・サポートへの問合せ
エラー・メッセージを示し、サーバーとクライアントで共通です。接頭辞「NNL」は、
Oracle Namesコントロール・ユーティリティによって生成されたエラー・メッセージ
に付いています。これらのエラーは、『Oracleネットワーク製品メッセージ・マニュア
ル』に記載されています。

■ 「NMP」の接頭辞は、SNMP問合せを処理する Oracle Names Serverの一部であるネッ
トワーク管理プロトコルによって生成されたエラー・メッセージに付いています。
「NPL」の接頭辞は、Oracle Names Serverのネットワーク・プレゼンテーション・レイ
ヤー・コンポーネントによって生成されたエラー・メッセージの前に付いています。
ネットワーク管理プロトコルおよびネットワーク・プレゼンテーション・レイヤーのエ
ラー・メッセージは、通常、表示されません。これらのエラーは、『Oracleネットワー
ク製品メッセージ・マニュアル』に記載されています。

■ 接頭辞「ORA」は、すべての Oracleアプリケーションによって戻される一般的な接頭
辞です。これらのエラーは、『Oracle Serverメッセージ』に記載されています。

カスタマ・サポートへの問合せカスタマ・サポートへの問合せカスタマ・サポートへの問合せカスタマ・サポートへの問合せ
一部のエラー・メッセージでは、解決方法として、カスタマ・サポートに連絡することをお
薦めしています。カスタマ・サポートにお問合せの際には、次のご用意をお願いします。

■ アプリケーションを実行しているハードウェア、オペレーティング・システム、および
オペレーティング・システムのリリース番号。

例例例例 :　　　　「クライアント・マシンは、Windows NTワークステーションで、サーバー・マシ
ンは、SUN OS4.1.3を搭載した SUNワークステーション・マシンです。プロトコルは、
TCP/IPです。」

■ 現在の問題に関係のあるすべての Oracle Enterprise Manager製品のリリース番号。

例例例例 :　　　　「リリース 2.0.14 Oracle TCP/IPアダプタを使って、クライアントとサーバーで
Oracle Enterprise Managerリリース 1.0を実行しています。」

■ 1つ以上のエラー・コードまたはエラー・メッセージが表示された場合は、表示された
順番に正確なコード番号とメッセージ・テキストを控えてください。

■ 次のコードに従って、問題の重大度を示す番号を指定してください。

1 = プログラムを実行できない。操作に重大な影響がある。

2 = プログラムが実行できる。操作は非常に制限される。

3 = 限定された機能でプログラムを実行できる。全体の操作ではそれほど重大ではない。

4 = 問題はユーザーが回避できる。操作に対する影響はきわめて小さい。

■ 通常とは異なる状態など、問題の説明。
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カスタマ・サポートへの問合せ
■ 次の点についても、お知らせください。

名前

会社名

貴社の Oracleカスタマ・サポート ID（CSI）番号

電話番号
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Software Developer Kit （（（（SDK）メッセージ）メッセージ）メッセージ）メッセージ

EmSDK-1000～～～～ EmSDK-1999のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
EmSDK-1000:　クライアント・レジストリ読込み中のクリティカルエラー。異常終了しま
す。
原因 :　ログイン・ダイアログの初期化に失敗しました。

処置 :　クライアント・システム上の ClientConfig.propertiesファイルが壊れている可
能性があります。ClientConfig.propertiesファイルの名前を変更してから、コンソール
を再起動してください。新しい propertiesファイルが作成されます。

EmSDK-1002:　Oracle Management Serverのシステム・レジストリ
原因 :　レジストリ・オブジェクトをバインドできませんでした。

処置 :　レジストリ・エントリがある Oracle Management Serverのリポジトリが壊れて
います。Oracle Configuration Assistantを再実行して、リポジトリを作り直してくださ
い。
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Oracle Trace メッセージメッセージメッセージメッセージ

この章では、次の接頭辞が付いたメッセージについて、考えられる原因と解決方法を説明し
ます。

Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ
Oracle Traceについてカスタマ・サポートに問い合せる場合は、次の情報をお知らせくださ
い。

■ ご使用の Oracle Traceのバージョン。

■ データベース収集でエラーが発生した場合は、データベースのバージョン。

■ Oracle Intelligent Agentのバージョン。

■ クライアントおよびサーバーでご使用のオペレーティング・システムおよびそのバー
ジョン。

■ エラーが発生したときに実行していた操作。エラーが何度も発生する場合の操作手順。

■ EPC_ERROR.LOGおよび Oracle Trace Managerロギング・ウィンドウの情報に記録され
ているエラーの詳細。

■ ORACLE_HOMESに、構成情報などの情報が 1つ以上あるかどうか。データベースが 1
つ以上あるかどうか。

■ 収集 .cdfファイルおよび .datファイルが作成されているかどうか。作成されている場合
は、それらのファイル・サイズ。

メッセージメッセージメッセージメッセージ ページページページページ

EPC-00020～ EPC-00352のメッセージ

EPCW-00001～ EPCW-01022のクライアント・メッセージ

3-2
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EPC-00020～ EPC-00352のメッセージ
EPC-00020～～～～ EPC-00352のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
次のエラー・メッセージは、Oracle Trace Managerの動作中に表示される可能性がある、
Oracle Trace Collection Servicesメッセージの一部です。Oracle Trace Collection Services
メッセージの完全なリストは、『Oracle Serverメッセージ』を参照してください。

EPC-00020:　Oracle Traceがメモリーにアクセスできません。
原因 :　マップされたメモリー管理 .datファイルの 1つが満杯になったときに、Oracle 
Traceは、そのファイルのサイズを拡張できませんでした。これは、Windows NTの場
合だけの問題です。その他のプラットフォームでは、ユーザーの処置がなくても、必要
に応じてファイルは拡張されます。

処置 :　現在実行している Oracle Trace収集が完了するのを待ち、それから *.datファイ
ル上のスペースを解放してください。Oracle Trace収集が実行されていない（また、
Oracleデータベース・プロセスがすでにファイルにアタッチしていない）場合には、
otrccrefイメージを実行して空の .datファイルを新規に作成できます。必要であれば、
otrccrefを実行する際に、otrccref -f200 -c32 -r400など、より大きいファイル・サイズを
指定できます。

EPC-00046:　一般エラー・メッセージです。
原因 :　このエラーは通常、原因となるエラーの値が、処理できる値の範囲を超えてい
る場合に Oracle Trace Managerを通して返されます。異常な状態では、原因不明のエ
ラーを通知する場合にも、このエラーが返されることがあります。

処置 :　エラーが存在する場合は、EPC_ERROR.LOGファイルでエラーの詳細を検索
し、それらの原因および解決方法の説明を見つけてください。または、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。追加情報は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・
サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPC-00055:　データ・コレクション・ファイルのオープンでエラーが発生しました。
原因 :　データ収集ファイル（.dcf）をオープンしようとして、Oracle Traceでエラーが
発生しました。

処置 :　収集ファイルが存在していることを確認し、ファイル保護をチェックしてくだ
さい。または、カスタマ・サポートにご連絡ください。追加情報は、3-1ページの
「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPC-00056:　コレクション定義ファイルのオープンでエラーが発生しました。
原因 :　収集定義ファイル（.cdf）をオープンしようとして、Oracle Traceでエラーが発
生しました。

処置 :　収集定義ファイル（.cdf）が存在していることを確認し、ファイル保護をチェッ
クしてください。または、カスタマ・サポートにご連絡ください。追加情報は、3-1
ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してくださ
い。
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EPC-00020～ EPC-00352のメッセージ
EPC-00063:　製品定義ファイルの読込み中にエラーが発生しました。
原因 :　epc_collectコールなどで指定した製品定義ファイル（.fdf）を読み込もうとした
際に、エラーが発生しました。

処置 :　製品定義ファイルが存在していることを確認し、ファイル保護をチェックして
ください。ディレクトリ保護、ORACLE_HOMEの定義および Oracle Traceパラメータ
設定もチェックしてください。または、カスタマ・サポートにご連絡ください。追加情
報は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照し
てください。

EPC-00064:　データ・コレクション・ファイルの作成でエラーが発生しました。
原因 :　データ収集ファイル（.dcf）を作成しようとして、エラーが発生しました。

処置 :　Oracle Trace admin/cdfディレクトリの保護設定をチェックしてください。
ORACLE_HOMEの定義と Oracle Traceパラメータ設定もチェックしてください。また
は、カスタマ・サポートにご連絡ください。追加情報は、3-1ページの「Oracle Traceに
関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPC-00065:　コレクション定義ファイルの作成でエラーが発生しました。
原因 :　指定された収集定義ファイル（.cdf）を作成しようとして、エラーが発生しまし
た。

処置 :　Oracle Trace admin/cdfディレクトリの保護設定をチェックしてください。
ORACLE_HOMEの定義と Oracle Traceパラメータ設定もチェックしてください。また
は、カスタマ・サポートにご連絡ください。追加情報は、3-1ページの「Oracle Traceに
関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPC-00066:　コレクション定義ファイルの書込みでエラーが発生しました。
原因 :　指定された収集定義ファイル（.cdf）に書き込もうとして、エラーが発生しまし
た。

処置 :　十分なディスク領域があるかどうか、ファイルの保護が正しいかどうかを確認
してください。ディレクトリ保護、ORACLE_HOMEの定義および Oracle Traceパラ
メータ設定もチェックしてください。または、カスタマ・サポートにご連絡ください。
追加情報は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を
参照してください。

EPC-00067:　製品定義ファイルのオープンでエラーが発生しました。
原因 :　製品定義ファイルのオープン中にエラーが発生しました。

処置 :　製品定義ファイル（.fdf）が存在していることを確認し、ファイル保護をチェッ
クしてください。ディレクトリ保護、ORACLE_HOMEの定義および Oracle Traceパラ
メータ設定もチェックしてください。または、カスタマ・サポートにご連絡ください。
追加情報は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を
参照してください。
                                                                    Oracle Traceメッセージ 3-3



EPC-00020～ EPC-00352のメッセージ
EPC-00084:　ファイルのメモリー・マッピングに失敗しました。
原因 :　通常、Oracle Trace Collection Servicesと他のコンポーネントの間に不一致（た
とえば、データベース・サーバーのバージョン）があることを示します。ローカルにマ
ウントされたディスク・デバイス上にファイルがない場合には、Oracle Trace admin.dat
ファイルのメモリー・マッピングが原因でエラーが生成される可能性もあります。

処置 :　Oracle Traceマニュアルを参照するか、またはカスタマ・サポートにご連絡くだ
さい。追加情報は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合
せ」を参照してください。

EPC-00087:　CLIジョブを開始しています。
原因 :　この状態は、Oracle Trace CLIジョブが開始された（すなわち、Oracle Traceの
かわりに Oracle Intelligent Agentによって実行された）ことを示すために使用されま
す。これはエラーではありません。

処置 :　なし。Oracle Serverリリース 7.3.3の場合、エラー・メッセージは「プロセス・
レコードを PROファイルに割り当てられません」となります。これは、しばしば
EPC-00084のエラーと同時に発生します。

EPC-00116:　コレクションは collect.datファイル内にすでに存在しています。
原因 :　その収集名はすでに使用されており、現在 Oracle Trace admin collect.datファ
イルにあります。収集が非アクティブな場合、この記録は最終的には破棄されます。

処置 :　新しい収集名を指定するか、または otrccrefイメージを実行して（すべてのプ
ロセスをこれらのファイルから解除した後に）、Oracle Trace admin.datファイルを強制
的にクリーン・アップします。

EPC-00133:　CLIジョブを完了しました。
原因 :　この状態は、Oracle Trace CLIジョブが完了した（すなわち、Oracle Traceのか
わりに Oracle Intelliget Agentによって実行された）ことを示すために使用されます。
これはエラーではありません。

処置 :　なし

EPC-00146:　" "
原因 :　Oracle Traceコマンド・ライン・インタプリタ（CLI）によって使用されます。
Oracle Traceにおける通常の正常な出力の一部です。

処置 :　処置は必要ありません。

EPC-00148:　コレクション状態 :　アクティブ
原因 :　Oracle Trace CLIの「収集のチェック」操作が成功してメッセージが戻された状
態で、指定した収集が存在し、アクティブであることを示します。

処置 :　処置は必要ありません。

EPC-00149:　コレクション状態 :　アクティブでない
原因 :　これは成功メッセージです。
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処置 :　処置は必要ありません。

EPC-00150:　コレクション状態 :　未定義
原因 :　これは Oracle Traceの内部エラーです。通常は発生しないエラーです。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。追加情報は、3-1ページの「Oracle 
Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPC-00151:　コレクション定義ファイルとデータ・コレクション・ファイルが削除されま
した。
原因 :　これは成功メッセージです。

処置 :　処置は必要ありません。

EPC-00157:　コレクションを開始しました。
原因 :　これは成功メッセージです。

処置 :　処置は必要ありません。

EPC-00158:　コレクションが完了しました。
原因 :　これは成功メッセージです。

処置 :　処置は必要ありません。

EPC-00159:　ユーザー名またはパスワード（またはサービス名）が指定されていません。
原因 :　Oracle Traceデータのフォーマットなどのために、Oracleデータベースにアク
セスする場合、ユーザーは、有効なデータベース・アカウントのユーザー名、パスワー
ド、データベース・サービス名を指定して、完全な Oracleデータベース接続文字列を
作成する必要があります。

処置 :　欠落している接続文字列の要素を指定してください。

EPC-00169:　コレクション定義ファイルの削除でエラーが発生しました。
原因 :　収集の .cdfファイルを削除しようとした際にエラーが発生すると、Oracle Trace 
CLIによってこのエラーが通知されます。多くの場合、ファイルが存在しない（すでに
削除されている）、ファイルが保護されている、または Oracle Traced収集の一部である
1つ以上のプロセス、つまりデータベース・プロセスによってファイルが保持されてい
ることが原因です。

処置 :　ファイルが存在していることを確認し、必要であれば保護を修正してください。
データベース・プロセスによってファイルがオープンされている場合は、（各プロセス
の次のデータベース操作の際に）プロセスからファイルが解放されるまで待ってくださ
い。

EPC-00170:　コレクション・データ・ファイルの削除でエラーが発生しました。
原因 :　収集の .datファイルを削除しようとした際にエラーが発生すると、Oracle Trace 
CLIによってこのエラーが通知されます。多くの場合、ファイルが存在しない（すでに
削除されている）、ファイルが保護されている、または Oracle Traced収集の一部である
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1つ以上のプロセス、つまりデータベース・プロセスによってファイルが保持されてい
ることが原因です。

処置 :　ファイルが存在していることを確認し、必要であれば保護を修正してください。
データベース・プロセスによってファイルがオープンされている場合は、（各プロセス
の次のデータベース操作の際に）プロセスからファイルが解放されるまで待ってくださ
い。

EPC-00173:　コマンド行引数リストの解析に失敗しました。
原因 :　これは Oracle Traceの内部エラーです。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。追加情報は、3-1ページの「Oracle 
Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPC-00175:　Oracle Traceの CLIイメージが見つからないか、または実行可能ではありま
せん。
原因 :　Oracle Trace CLIイメージ otrccolが ORACLE_HOME/binにないか、アクセス
が拒否されました。

処置 :　イメージがある場合には、実行が可能なように保護を設定してください。イ
メージがない場合には、そのシステム上の Oracleインストールの責任者にお問合せく
ださい。複数の ORACLE_HOME定義がある場合は、正しい ORACLE_HOMEが使用
されていることを確認してください。そうでない場合は、カスタマ・サポートにお問合
せください。追加情報は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへの
お問合せ」を参照してください。

EPC-00176:　フォーマットを完了しました。
原因 :　これは成功メッセージです。

処置 :　処置は必要ありません。

EPC-00177:　フォーマットを開始しました。
原因 :　これは成功メッセージです。

処置 :　処置は必要ありません。

EPC-00179:　ユーザー・アクションまたは最大ファイル・サイズ（またはエラー）により、
コレクションが停止しました。
原因 :　このメッセージは、スケジュールされた終了時よりも前にユーザーが明示的に
収集を停止した、または指定された最大ファイル・サイズに達した（ディスクが満杯に
なった）ために収集が終了した、または何らかのエラーによりコレクションが停止され
たことを示します。

処置 :　ユーザーが収集を停止したのではない場合は、ディスクの使用状況をチェック
してください。init.oraファイルまたは Oracle Trace Managerで、最大ファイル・サイ
ズをチェックしてください。または、カスタマ・サポートにご連絡ください。追加情報
は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照して
ください。
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EPC-00180:　フォーマットしたデータの削除を開始しました。
原因 :　これは成功メッセージです。

処置 :　処置は必要ありません。

EPC-00181:　フォーマットしたデータの削除を完了しました。
原因 :　これは成功メッセージです。

処置 :　処置は必要ありません。

EPC-00182:　OCIデータベース・アクセスのエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Trace CLIデータベースのアクセス中にエラーが発生しました。

処置 :　失敗に関する追加情報およびエラー・メッセージは、EPC_ERROR.LOGファイ
ルを参照してください。それでも問題が解決しない場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。追加情報は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへの
お問合せ」を参照してください。

EPC-00186:　コレクションの開始でエラーが発生しました。
原因 :　collect.datファイルで収集状態をアクティブに設定した際に、エラーが発生しま
した。これは Oracle Traceの内部エラーです。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。追加情報は、3-1ページの「Oracle 
Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPC-00189:　アクティブ・コレクションの制限を超えています。
原因 :　この製品での収集最大数を超えました。現在の収集最大数は、5つまでです。

処置 :　収集を再試行してください。

EPC-00235:　データ・コレクション・ファイル <ファイル名 >.datが見つかりません。
原因 :　データ・ファイルが見つかりません。削除され、すでに存在していない可能性
があります。

処置 :　処置は必要ありません。

EPC-00236:　コレクション定義ファイル <ファイル名 >.cdfが見つかりません。
原因 :　収集定義ファイル（.cdf）が見つからなかったか、またはファイル保護のために
アクセスできませんでした。

処置 :　.cdfファイルがすでに存在しない場合、処置は必要ありません。.cdfファイルが
存在する場合には、ファイル保護をチェックしてください。

EPC-00308:　Oracle文の実行でエラーが発生しました。
原因 :　これは Oracle Traceの内部エラーです。通常は発生しないエラーです。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。追加情報は、3-1ページの「Oracle 
Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。
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EPC-00309:　<SQL文 >の解析でエラーが発生しました。
原因 :　このエラーは通常、Oracle Traceデータをデータベースにフォーマットする際に
発生します。このエラーは、フォーマット表がデータベースにないか、または現行の
フォーマット表定義と、フォーマット操作を実行しようとしている Oracle Traceイメー
ジとの同期が取れていないことを示しています。Oracle Traceリリース 7.3.4と 8.0.4
（およびそれ以降）では、自動的にフォーマット表を説明するメタデータを作成および
更新できますが、これより古いリリースではこの機能がありません。

処置 :　必要に応じて、Oracle Traceフォーマッタ SQLスクリプトを実行して、ター
ゲット・データベースの Oracle Traceフォーマット表定義を更新してください。ただ
し、Oracle Traceの新しいバージョンで、すでにデータをデータベースまたはデータ
ベース・ユーザー・アカウントにフォーマットした場合には、フォーマットされたデー
タに、別のデータベースまたはデータベース・ユーザー・アカウント（あるいはその両
方）を使用する必要がある場合があります。互換性のない古いバージョンの Oracle 
Traceでは、フォーマット表が異なるため、これと同じデータベースまたはデータベー
ス・ユーザー・アカウントにフォーマットすることはできません。otrcfmtイメージに
ついての説明は、『Oracle Traceユーザーズ・ガイド』を参照してください。

EPC-00344:　フォーマットする新規データはありません。終了します。
原因 :　新しいデータを含まないデータ・ファイルをフォーマットしようとしました。

処置 :　処置は必要ありません。

EPC-00349:　Oracle7データベース・コレクションの開始または停止でエラーが発生しまし
た。
原因 :　このエラーには、いくつかの原因が考えられます。

処置 :　特定のエラー番号の EPC_ERROR.LOGを参照してください。

EPC-00350:　collection_id<ID>のフォーマットを強制終了しています。データベースから
削除して、再フォーマットしてください。
原因 :　このエラーには、いくつかの原因が考えられます。ユーザーがフォーマット操
作を取り消した場合には、エラー・メッセージではなく、単なる情報メッセージである
こともあります。

処置 :　EPC_ERROR.LOGを調べて、他のエラー・メッセージがないかどうかチェック
してください。例 :　「フォーマッタに提供するデータベース・サービス名の解決に失敗
しました」（これは、フォーマット・コードが実行されているローカル・ノード上の
TNSNAMES.ORAファイルに、指定したフォーマット・データベースのエントリが含
まれていないことを示しています。）エラー・メッセージで表示された収集 IDが 0より
小さい場合、フォーマット処理がフォーマット・データベースへのアクセスまで進まな
かった可能性があります。Formatコマンドを再実行し、-fパラメータを指定して（つ
まり、部分的なフォーマットではなく、完全なフォーマット）、異常終了の前にすでに
フォーマットされたデータを、再度フォーマットしてください。

EPC-00351:　ユーザーがフォーマットを取り消しました。
原因 :　Oracle Trace Format操作は停止されました。
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処置 :　処置は必要ありません。

EPC-00352:　このファイルはすでに存在します。別の名前を選択してください。
原因 :　指定されたファイル名は、すでに存在しています。

処置 :　新しいファイル名、すなわち収集名を指定してください。

EPCW-00001～～～～ EPCW-01022のクライアント・メッセージのクライアント・メッセージのクライアント・メッセージのクライアント・メッセージ
Oracle Trace Managerで生成されるエラー・メッセージは、次のとおりです。

EPCW-00001:　データベース・エラー。%s
原因 :　データベースへのアクセス中に問題が発生しました。

処置 :　解決方法は、エラー・メッセージに伴う補足情報によって異なります。詳細は、
Oracle Traceのログ・ウィンドウを実行するか、または Oracle Enterprise Managerの
ジョブ出力ウィンドウを参照してください。

EPCW-00002:　新規収集の開始中にエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Enterprise Managerにジョブを送ろうとした際に問題が発生しました。

処置 :　ターゲット・ノードで、Oracle Enterprise Managerと Oracle Intelligent Agent
が実行されていることを確認してください。また、ターゲット・ノードに対して Oracle 
Enterprise Managerの作業環境を設定したかどうかも確認してください。Oracle 
Enterprise Managerを使用して、問題のノードにテスト・ジョブを送信してみてくださ
い。

EPCW-00003:　収集の入力ファイルの作成中にエラーが発生しました。
原因 :　収集の入力ファイルの作成中または書込み中に問題が発生しました。

処置 :　ターゲット・ノードで指定された Oracle Enterprise Managerの作業環境ノード
接続に、ORACLE_HOMEの Oracle Trace admin/cdfディレクトリへの書込み許可があ
ることを確認してください。適切な空きディスク領域が使用可能となっていることを確
認してください。

EPCW-00004:　収集スクリプト・ファイルのオープン中にエラーが発生しました。%s
原因 :　Oracle Traceジョブ tclファイルを検索しようとした際に問題が発生しました。

処置 :　ご使用の ORACLE_HOMEに対して、ファイル読込みアクセス権があることを
確認してください。ファイル読込みアクセス権がある場合は、ロギング・オプションで
Oracle Trace Managerを実行し、ログ情報を見直してください。記録された情報に問題
がない場合は、記録されたテキストを保存してカスタマ・サポートにご連絡ください。
詳細は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照
してください。
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EPCW-00005:　Oracle Enterprise Manager検出キャッシュへのアクセス中にエラーが発生
しました。
原因 :　Oracle Enterprise Manager検出キャッシュへのアクセス中に問題が発生しまし
た。

処置 :　Oracle Enterprise Managerが実行されており、Oracle Traceのバージョンと互
換性があるバージョンであることを確認してください。必要に応じて、Oracle 
Enterprise Managerおよび Oracle Traceを再起動してください。

EPCW-00006:　状態変更通知に関する Oracle Traceの登録中にエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Traceのアクティブ・オブジェクトを登録しようとした際に問題が発生し
ました。

処置 :　Oracle Trace登録入力が正しいことを確認してください。入力が間違っている場
合は、Oracle Traceを再インストールしてください。

EPCW-00007:　警告。Oracle Enterprise Managerでは、接続先のデータベースを認識でき
ません。
原因 :　ユーザーが指定したデータベースは、Oracle Enterprise Manager検出キャッ
シュにありませんでした。

処置 :　なし。これは警告メッセージです。

EPCW-00008:　データベースを指定してください。
原因 :　ユーザーから要求されたデータベース名が渡されていません。

処置 :　データベース名を入力してください。

EPCW-00009:　ユーザー名を入力してください。
原因 :　ユーザーから要求されたユーザー名が渡されていません。

処置 :　ユーザー名を入力してください。

EPCW-00010:　パスワードを入力してください。
原因 :　ユーザーから要求されたパスワードが渡されていません。

処置 :　パスワードを入力してください。

EPCW-00011:　Oracle Traceの初期化中にエラーが発生しました。Oracle Enterprise 
Managerは実行中ではありません。
原因 :　Oracle Enterprise Managerが実行されている必要があります。

処置 :　Oracle Enterprise Managerを起動し、Oracle Traceを再起動してください。

EPCW-00012:　Oracle Traceリポジトリ表への接続中にエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Traceリポジトリ表への接続中にエラーが発生しました。

処置 :　サーバーが実行中であることを確認してください。Oracle Enterprise Manager
と Oracle Traceのバージョンに互換性があることを確認してください。それでも問題が
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解決しない場合は、Oracle Enterprise Managerと Oracle Traceの両方を再起動して、
Oracle Traceをロギング・オプションで実行してください。次に、ログ情報を見直して
ください。記録された情報に問題がない場合は、記録されたテキストを保存してカスタ
マ・サポートにご連絡ください。詳細は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタ
マ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPCW-00013:　Oracle Enterprise Manager検出の実行中にエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Enterprise Managerの検出中に問題が発生しました。

処置 :　Oracle Enterprise Manager検出が正しく機能しているかどうかを確認してくだ
さい。正しく機能している場合は、Oracle Enterprise Managerと Oracle Traceの両方を
再起動して、Oracle Traceをロギング・オプションで実行してください。次に、ログ情
報を見直してください。記録された情報に問題がない場合は、記録されたテキストを保
存してカスタマ・サポートにご連絡ください。詳細は、3-1ページの「Oracle Traceに関
するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPCW-00014:　Oracle Enterprise Managerコンソールとの通信中にエラーが発生しました。
原因 :　OLEを経由した Oracle Enterprise Managerとの通信中に、エラーが発生しまし
た。互換性のないバージョンの Oracle Enterprise Managerコンソールがロードされた
可能性があります。

処置 :　Oracle Enterprise Managerと Oracle Traceのバージョンが合致しているかを確
認してください。合致している場合は、Oracle Enterprise Managerと Oracle Traceの両
方を再起動して、Oracle Traceをロギング・オプションで実行してください。次に、ロ
グ情報を見直してください。記録された情報に問題がない場合は、記録されたテキスト
を保存してカスタマ・サポートにご連絡ください。詳細は、3-1ページの「Oracle Trace
に関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPCW-00015:　OLEの初期化に失敗しました。OLEライブラリのバージョンが正しいこと
を確認してください。
原因 :　OLE DLLのバージョンが間違っています。

処置 :　Oracle Trace製品を再インストールしてください。

EPCW-00016:　Oracle Enterprise Manager検出キャッシュとの通信中にエラーが発生しま
した。
原因 :　Oracle Traceの検出に問題が発生しました。

処置 :　Oracle Enterprise Managerと Oracle Traceのバージョンが合致しているかを確
認してください。合致している場合は、Oracle Enterprise Managerと Oracle Traceの両
方を再起動して、Oracle Traceをロギング・オプションで実行してください。次に、ロ
グ情報を見直してください。記録された情報に問題がない場合は、記録されたテキスト
を保存してカスタマ・サポートにご連絡ください。詳細は、3-1ページの「Oracle Trace
に関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPCW-00017:　「進行」ウィンドウをクローズして「状態」メッセージを廃棄しますか。
原因 :　Oracle Traceの検出停止を促します。
                                                                    Oracle Traceメッセージ 3-11



EPCW-00001～ EPCW-01022のクライアント・メッセージ
処置 :　なし

EPCW-00018:　収集%sの開始に失敗しました。%s
原因 :　コレクションの起動に失敗しました。サーバー側のエラーに伴って発生します。

処置 :　Oracle Traceのロギング・ウィンドウと Oracle Enterprise Managerのジョブ出
力ウィンドウで、他のエラーを調べてください。これらのエラーは、問題の特定に役立
つ場合があります。

EPCW-00019:　収集%sの開始に失敗しました。%s
原因 :　コレクションの停止中に問題が発生しました。サーバー側のエラーに伴って発
生します。

処置 :　Oracle Traceのロギング・ウィンドウと Oracle Enterprise Managerのジョブ出
力ウィンドウで、他のエラーを調べてください。これらのエラーは、問題の特定に役立
つ場合があります。

EPCW-00020:　ナビゲータ・データの表示中にエラーが発生しました。
原因 :　ナビゲータに情報を表示する際に問題が発生しました。

処置 :　スクリーンをリフレッシュするか、Oracle Trace Managerを再起動してくださ
い。

EPCW-00021:　Oracle Enterprise Managerは実行中ではありません。製品ファイルの編集
のみ実行可能となります。
原因 :　Oracle Enterprise Managerは実行されていませんが、ユーザーがコマンド行で
管理モードを指定しました。

処置 :　なし。ユーザーが使用できるのは、製品の作成または編集のみです。

EPCW-00022:　Oracle Traceリソース DLLをロードできません。
原因 :　Oracle Traceで、言語固有のリソース DLLが見つかりませんでした。

処置 :　インストールが正しく行われている場合、これは内部の問題です。カスタマ・
サポートにご連絡ください。詳細は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サ
ポートへのお問合せ」を参照してください。

EPCW-00023:　ナビゲータ・データの表示中にエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Enterprise Manager検出エラーです。

処置 :　Oracle Enterprise Manager検出が正しく機能しているかどうかを確認してくだ
さい。正しく機能している場合は、Oracle Enterprise Managerと Oracle Traceの両方を
再起動して、Oracle Traceをロギング・オプションで実行してください。次に、ログ情
報を見直してください。記録された情報に問題がない場合は、記録されたテキストを保
存してカスタマ・サポートにご連絡ください。詳細は、3-1ページの「Oracle Traceに関
するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。
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EPCW-00024:　1つ以上のイベント・セットを指定する必要があります。
原因 :　収集ウィザードでは、最低 1つのイベント・セットを指定する必要があります。

処置 :　収集ウィザードで、最低 1つのイベント・セットを指定してください。

EPCW-00025:　期間を指定しなければなりません。
原因 :　収集ウィザードで、期間を指定する必要があります。

処置 :　収集ウィザードで、期間を指定してください。

EPCW-00026:　Oracle Traceノードは 1つも検出されませんでした。Oracle Trace検出機
能を実行しますか ?

原因 :　ノードが見つからないと、製品起動時に検出を実行するようにユーザーにプロ
ンプトが出されます。

処置 :　製品検出を実行すると、このメッセージは表示されなくなります。

EPCW-00027:　Oracle Traceはすでに実行中です。
原因 :　クライアントで実行できるのは、1つの Oracle Traceインスタンスのみです。

処置 :　クライアントでこれ以上 Oracle Traceのインスタンスを実行しないようにして
ください。

EPCW-00028:　収集%sのフォーマットに失敗しました。%s

原因 :　自動フォーマット中に収集ジョブを失敗したか、またはスタンドアロン・
フォーマットのジョブを失敗しました。

処置 :　フォーマット操作で、有効な優先接続情報リストを指定したことを確認してく
ださい。また、収集が発生したサーバーの宛先ノードに、tnsnamesエントリがあるか
どうかも確認してください。次に、フォーマットを再試行してください。それでも失敗
する場合は、Oracle Enterprise Managerと Oracle Traceの両方を再起動して、Oracle 
Traceをロギング・オプションで実行してください。Oracle Traceのログ情報と Oracle 
Enterprise Managerのジョブ出力を見直してください。記録された情報に問題がない場
合は、記録されたテキストを保存してカスタマ・サポートにご連絡ください。詳細は、
3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してくだ
さい。

EPCW-00029:　「進行」ウィンドウをクローズして「状態」メッセージを廃棄しますか。
原因 :　収集ファイルの削除を、ユーザーが終了しようとしています。

処置 :　適切なボタンを押してください。

EPCW-00030:　「進行」ウィンドウをクローズして「状態」メッセージを廃棄しますか。
原因 :　収集のフォーマット済みデータの削除を、ユーザーが終了しようとしています。

処置 :　適切なボタンを押してください。
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EPCW-00031:　Oracle Enterprise Managerバージョンの読込み中にエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Enterprise Managerから現行のバージョンを取り出すときに、問題が発
生しました。

処置 :　Oracle Enterprise Manager検出が正しく機能しているかどうかを確認してくだ
さい。正しく機能している場合は、Oracle Enterprise Managerと Oracle Traceの両方を
再起動して、Oracle Traceをロギング・オプションで実行してください。次に、ログ情
報を見直してください。記録された情報に問題がない場合は、記録されたテキストを保
存してカスタマ・サポートにご連絡ください。詳細は、3-1ページの「Oracle Traceに関
するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPCW-00032:　Oracle Traceリポジトリ表からの Oracle Traceバージョンの読込み中にエ
ラーが発生しました。
原因 :　Oracle Traceリポジトリ表から現行のバージョンを読み込もうとしているときに
問題が発生しました。

処置 :　Oracle Enterprise Managerリポジトリが含まれたサーバーが正しく機能してい
ることを確認してください。正しく機能している場合は、Oracle Enterprise Managerと
Oracle Traceの両方を再起動して、Oracle Traceをロギング・オプションで実行してく
ださい。次に、ログ情報を見直してください。記録された情報に問題がない場合は、記
録されたテキストを保存してカスタマ・サポートにご連絡ください。詳細は、3-1ペー
ジの「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPCW-00033:　Oracle Traceは、Oracle Enterprise Managerと互換性がありません。
原因 :　Oracle Traceと Oracle Enterprise Managerのデータベースのバージョンに互換
性がありません。

処置 :　Oracle Traceリポジトリ表をアップグレードしてください。

EPCW-00034:　Oracle Traceのこのバージョンは、ご使用の Oracle Traceリポジトリ表と
互換性がありません。
原因 :　Oracle Traceバージョンと Oracle Enterprise Managerリポジトリとの同期が取
れていません。

処置 :　次の SQLコマンドを実行してください :　Select * from epc_cli_version;　これに
よって、Oracle Traceリポジトリ表のバージョンを特定できます。Oracle Traceのバー
ジョンが、ご使用の Oracle Traceリポジトリ表のバージョンよりも新しい場合、Oracle 
Traceリポジトリ表をアップグレードしてください。Oracle Traceのバージョンが古い
と、新しいバージョンで作成されたか、またはアップグレードされたリポジトリでは作
動しません。

EPCW-00035:　Oracle Traceリポジトリ表へデータを挿入中にエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Trace Managerからは、Oracle Traceリポジトリ表にデータを挿入できま
せん。

処置 :　Oracle Enterprise Managerリポジトリが含まれたサーバーが正しく機能してい
ることを確認してください。Oracle Traceのバージョンが、ご使用のリポジトリと合致
していることを確認してください。Oracle Traceのバージョンがリポジトリと合致して
3-14 Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル                              



EPCW-00001～ EPCW-01022のクライアント・メッセージ
いる場合は、Oracle Enterprise Managerと Oracle Traceの両方を再起動して、Oracle 
Traceをロギング・オプションで実行してください。次に、ログ情報を見直してくださ
い。記録された情報に問題がない場合は、記録されたテキストを保存してカスタマ・サ
ポートにご連絡ください。詳細は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サ
ポートへのお問合せ」を参照してください。

EPCW-00036:　Oracle Traceリポジトリ表のデータを更新中にエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Trace Managerからは、Oracle Traceリポジトリ表にデータを挿入できま
せん。

処置 :　Oracle Enterprise Managerリポジトリが含まれたサーバーが正しく機能してい
ることを確認してください。Oracle Traceのバージョンが、ご使用のリポジトリと合致
していることを確認してください。Oracle Traceのバージョンがリポジトリのバージョ
ンと合致している場合は、エラー・メッセージ・ボックスのテキストを保存して、カス
タマ・サポートにご連絡ください。詳細は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタ
マ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPCW-00037:　Oracle Traceリポジトリ表からデータを削除中にエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Trace Managerは、Oracle Traceリポジトリ表からデータを削除できませ
ん。

処置 :　Oracle Enterprise Managerリポジトリが含まれたサーバーが正しく機能してい
ることを確認してください。Oracle Traceのバージョンが、ご使用のリポジトリと合致
していることを確認してください。Oracle Traceのバージョンがリポジトリと合致して
いる場合は、Oracle Enterprise Managerと Oracle Traceの両方を再起動して、Oracle 
Traceをロギング・オプションで実行してください。次に、ログ情報を見直してくださ
い。記録された情報に問題がない場合は、記録されたテキストを保存してカスタマ・サ
ポートにご連絡ください。詳細は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サ
ポートへのお問合せ」を参照してください。

EPCW-00038:　Oracle Traceリポジトリ表からデータを選択中にエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Trace Managerは、Oracle Traceリポジトリ表からデータを削除できませ
ん。

処置 :　Oracle Enterprise Managerリポジトリが含まれたサーバーが正しく機能してい
ることを確認してください。Oracle Traceのバージョンが、ご使用のリポジトリと合致
していることを確認してください。Oracle Traceのバージョンがリポジトリと合致して
いる場合は、Oracle Enterprise Managerと Oracle Traceの両方を再起動して、Oracle 
Traceをロギング・オプションで実行してください。次に、ログ情報を見直してくださ
い。記録された情報に問題がない場合は、記録されたテキストを保存してカスタマ・サ
ポートにご連絡ください。詳細は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サ
ポートへのお問合せ」を参照してください。

EPCW-00039:　収集名は 16文字以下でなければなりません。
原因 :　収集名は、半角英数字で 16文字を超えることはできません。

処置 :　収集名が 16文字を超えないように変更してください。
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EPCW-00040:　収集名は一意にしなければなりません。
原因 :　収集名は、一意である必要があります。

処置 :　収集名が一意になるように変更してください。

EPCW-00041:　出力ファイル名は 8文字以下でなければなりません。
原因 :　収集出力ファイル名は、半角英数字で 8文字を超えることはできません。

処置 :　収集出力ファイル名が 8文字を超えないように変更してください。

EPCW-00042:　出力ファイル名が無効または見つかりません。
原因 :　収集出力ファイル名を指定する必要があります。

処置 :　収集出力ファイル名を変更してください。

EPCW-00043:　「進行」ウィンドウをクローズして「状態」メッセージを廃棄しますか。
原因 :　収集の削除を、ユーザーが終了しようとしています。

処置 :　操作を終了するか、または続行させてください。

EPCW-00044:　出力ファイル名が無効または見つかりません。
原因 :　有効な収集名が必須です。

処置 :　有効な収集名を入力し、続行してください。

EPCW-00045:　説明は 2000文字以下でなければなりません。
原因 :　説明フィールドに、半角英数字で 2000を超える文字を入力しました。

処置 :　説明テキストを短くしてください。

EPCW-00046:　収集の削除がエラーで終了しました。Oracle Traceリポジトリ表から%sを
削除しますか。
原因 :　収集の削除中に送ったジョブの 1つが失敗しました。

処置 :　Oracle Traceリポジトリ表から削除する収集オブジェクトを指示できます。

EPCW-00047:　Oracle Traceリポジトリ表の有効性検査中にエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Traceリポジトリ表の更新が必要か、またはリポジトリ・スクリプトが壊
れています。

処置 :　Oracle Traceリポジトリ表を更新してください。それでも問題が解決しない場合
は、カスタマ・サポートにご連絡ください。詳細は、3-1ページの「Oracle Traceに関す
るカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してください。

EPCW-00048:　スケジュール情報の入手中にエラーが発生しました。前のスケジュールに
戻ります。
原因 :　スケジュール制御に関して、内部的な問題がある可能性があります。。

処置 :　Oracle Enterprise Managerが実行されていることを確認してください。それで
も問題が解決しない場合は、Oracle Enterprise Manager、Oracle Intelligent Agentおよ
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び Oracle Traceを再起動してください。Oracle Traceは、ロギング・オプションで実行
してください。次に、ログ情報を見直してください。記録された情報に問題がない場合
は、記録されたテキストを保存してカスタマ・サポートにご連絡ください。詳細は、3-1
ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を参照してくださ
い。

EPCW-00049:　名前にエラーがあります。名前に特殊記号を入れてはいけません。
原因 :　名前に、英数字以外の文字が使用されました。

処置 :　名前には英数文字のみ使用してください。

EPCW-00050:　ノード%sおよびすべてのその子のアクティブ解除中にエラーが発生しまし
た。
原因 :　検出中に、ノードとそのすべての子（すなわち、そのノード上のインストール
および製品）を非アクティブに設定しようとした際に、エラーが発生しました。データ
ベースのアップデート中に、データベース・エラーが発生した可能性があります。

処置 :　予想されるデータベース・エラーの詳細は、Oracle Traceのロギング・ウィンド
ウを参照してください。この情報を使って対応方法を決定し、Oracle Traceを再起動し
てください。それでも問題が解決しない場合は、カスタマ・サポートにご連絡くださ
い。詳細は、3-1ページの「Oracle Traceに関するカスタマ・サポートへのお問合せ」を
参照してください。

EPCW-00051:　Oracle Traceユーザー%sをリポジトリ内に配置中にエラーが発生しまし
た。
原因 :　Oracle Traceリポジトリ・ユーザーおよび ID表で、Oracle Traceユーザーの検
索中にエラーが発生しました。Oracle Traceリポジトリ表で、このユーザーの IDを作成
する際に、スクリプトのアップグレードまたは作成に関するエラーが発生した可能性が
あります。

処置 :　epc_cli_rep_usersリポジトリ表を調べて、指定のユーザーを検索してください。
ユーザーが見つからない場合は、このユーザーの Oracle Traceリポジトリ表を削除し、
vobshユーティリティを使ってユーザーを作成し直してください。

EPCW-00052:　Oracle Enterprise Managerコンソール・ブリッジ・インスタンスの作成中
にエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Traceでは、実行中のバージョンの Oracle Enterprise Managerコンソー
ル・ブリッジを検索せず、そのインスタンス化を試行しませんでした。Oracle Traceで
は、Oracle Enterpriseコンソール・ブリッジをインスタンス化できませんでした。

処置 :　Oracle Enterprise Managerコンソールを手動で起動し、Oracle Traceを再起動
してください。

EPCW-01000:　選択した項目%sはすでに追加されています。
原因 :　イベントへ項目を追加しようとしましたが、そのイベントにはすでにその項目
が含まれています。

処置 :　その項目は、イベントに追加しないでください。
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EPCW-01001:　同一のイベント番号があります。
原因 :　ユーザーが追加または変更しようとしているイベントの番号が、製品内で一意
ではありません。

処置 :　別のイベント番号を選択してください。

EPCW-01002:　同一の項目番号があります。
原因 :　ユーザーが追加または変更しようとしている項目の番号が、製品内で一意では
ありません。

処置 :　別の番号を選択してください。

EPCW-01003:　製品定義ファイルの作成中にエラーが発生しました。
原因 :　製品作成または編集中に、.fdfファイルを書き込もうとしてエラーが発生しまし
た。

処置 :　パス名が正しいことを確認してください。

EPCW-01004:　製品からこのイベント・セットを完全に削除するには、ファイル%sを削除
してください。
原因 :　ユーザーがイベント・セットを削除し、対応する .fdfファイルが自動的に削除
されないことを警告されています。

処置 :　.fdfファイルを手動で削除してください。

EPCW-01005:　製品定義ファイル%sの読込み中にエラーが発生しました。
原因 :　製品作成または編集中に、.fdfファイルを読み込もうとしてエラーが発生しまし
た。

処置 :　.fdfファイルが壊れている可能性があります。他の .fdfファイルを読み込んでみ
てください。

EPCW-01006:　製品%s（ファイル%s内）が、製品%s（ファイル%s内）と一致しませ
ん。
原因 :　複数の .fdfファイルが読み込まれましたが、異なる製品のイベント・セットが
記述されていました。

処置 :　製品編集時に同時に読み込まれた .fdfファイルが、同じ製品のものかどうかを
確認してください。

EPCW-01007:　項目番号%iは、他のファイル%sに別の定義があります。
原因 :　同じ製品に対して、異なる 2つの .fdfファイルの項目定義が一致していません。
製品の .fdfファイルすべてで同期が取れている場合には、これらはすべて一致している
必要があります。

処置 :　.fdfファイルをそれぞれ別個に読み込んで、エラーのある項目の違いを調べてく
ださい。エラーのある項目が含まれているファイルを訂正してから、すべての製品ファ
イルを同時に読み込んでください。
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EPCW-01008:　項目番号%iは、他のファイル%sに別の定義があります。
原因 :　同じ製品に対して、異なる 2つの .fdfファイルの項目定義が一致していません。
製品の .fdfファイルすべてで同期が取れている場合には、これらはすべて一致している
必要があります。

処置 :　.fdfファイルをそれぞれ別個に読み込んで、エラーのあるイベントの違いを調べ
てください。エラーのあるイベントが含まれているファイルを訂正してから、すべての
製品ファイルを同時に読み込んでください。

EPCW-01009:　「%s」フィールドを埋めてください。このフィールドは必須です。
原因 :　ユーザーが、必要な情報をすべて指定せずにダイアログ・ボックスを終了しよ
うとしています。

処置 :　指定されたフィールドに入力してから、ダイアログ・ボックスを終了してくだ
さい。

EPCW-01010:　項目番号が無効です。
原因 :　指定された項目番号が、ユーザー定義項目に許可された範囲内にありません。

処置 :　別の項目番号を選択してください。

EPCW-01011:　同一の項目名があります。
原因 :　ユーザーが追加しようとした項目は、名前が一意ではありません。項目名は製
品内で一意である必要があります。

処置 :　別の項目名を使用してください。

EPCW-01012:　同一のイベント名があります。
原因 :　ユーザーが追加しようとしたイベントは、イベント名が一意ではありません。
イベント名は製品内で一意である必要があります。

処置 :　別のイベント名を使用してください。

EPCW-01013:　同一のイベント・セット名があります。
原因 :　ユーザーが追加しようとしたイベント・セットは、名前が一意ではありません。
イベント・セット名は、製品内で一意である必要があります。

処置 :　別のイベント・セット名を設定してください。

EPCW-01014:　イベントに項目が含まれていません。
原因 :　ユーザーが作成または編集しようとしたイベントには、項目が含まれていませ
ん。イベントには、少なくとも 1つの項目が必要です。

処置 :　イベントに項目を追加してください。

EPCW-01015:　イベント・セットにイベントが含まれていません。
原因 :　ユーザーが作成または編集しようとしたイベント・セットには、イベントが含
まれていません。イベント・セットには、少なくとも 1つのイベントが必要です。
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処置 :　イベント・セットにイベントを追加してください。

EPCW-01016:　製品の定義には、保存の前に少なくとも 1つのイベントが含まれていなけ
ればなりません。
原因 :　イベントが含まれていない製品定義ファイルを保存しようとしました。

処置 :　製品定義を保存する前に、少なくとも 1つのイベントを追加してください。

EPCW-01017:　イベント・セット・ファイル%sは、イベント・セット%s用にすでに存在
しています。%s
原因 :　イベント・セット・ファイルはすでに存在しています。Oracle Traceでは、イベ
ント・セット・ファイルの上書きはできません。

処置 :　イベント・セット・ファイル・パスを変更して新しいファイルにイベント・
セットを保存するか、既存のイベント・セット・ファイルを削除してください。

EPCW-01018:　サービスに接続できません。ユーザー名とパスワードが正しいことを確認
してください。
原因 :　指定されたユーザー名とパスワードでは、サーバーに接続できませんでした。

処置 :　ユーザー名とパスワードがサーバーに対して正しいことを確認し、再試行して
ください。

EPCW-01019:　製品%sの製品定義ファイルの読込み中にエラーが発生しました。必要なす
べてのイベント・セットが見つかりません。
原因 :　製品作成または編集中に、.fdfファイルを読み込もうとしてエラーが発生しまし
た。

処置 :　編集中のファイルの 1つが、ALLクラスを含むことを確認してください。

EPCW-01020:　製品%s（ファイル%s内）には、ファイル%sのすべてのイベント・セッ
トに存在しないイベントが含まれています。
原因 :　複数の .fdfファイルが読み込まれ、ALLクラスから失われたイベントを 1つの
ファイルが参照しています。

処置 :　ALLクラスを含む .fdfファイルが、読み込まれている .fdfファイルと一致して
いることを確認してください。

EPCW-01021:　イベント名 '%s'が無効です。イベント名には 1～ 15文字の英数字が含まれ
ていなければなりません。
原因 :　イベントを追加しようとしましたが、イベント名が無効です。イベント名には、
a～ zと 0～ 9の英数字をどのように組み合せても使用できます。最大 15文字までで
す。

処置 :　有効なイベント名を入力してください。
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EPCW-00001～ EPCW-01022のクライアント・メッセージ
EPCW-01022:　項目名 '%s'が無効です。項目名には 1～ 15文字の英数字が含まれていなけ
ればなりません。
原因 :　項目を追加しようとしましたが、項目名が無効です。項目名には、a～ zと 0～
9の英数字をどのように組み合せても使用できます。最大 15文字までです。

処置 :　有効な名前を入力してください。
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                                                            Oracle Data Gathererメッセージ（第
4

Oracle Data Gatherer メッセージ（第メッセージ（第メッセージ（第メッセージ（第 2層）層）層）層）

ODG-05001～～～～ ODG-05842のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
ODG-05001エラー :　データ・カートリッジのレジストリ・ファイルをオープンできませ
ん。
原因 :　カートリッジ・レジストリ・ファイル（svppcart.dat）を開こうとしてエラーが
発生しました。

処置 :　$ORACLE_HOME/odgのディレクトリにファイルが存在し、それに読込みア
クセス権があることを確認してください。

ODG-05002エラー :　データ・カートリッジのレジストリ・ファイルから行を読込めませ
ん。
原因 :　カートリッジ・レジストリ・ファイル（svppcart.dat）から情報を読み込もうと
してエラーが発生しました。

処置 :　ファイルが存在し、読込み可能であることを確認してください。

ODG-05003エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05004エラー :　カートリッジのレジストリ・ファイルの行形式が正しくありません。
原因 :　カートリッジ・レジストリ・ファイルで、要求されたフォーマットに対応しな
いエントリが見つかりました。

処置 :　ファイル（$ORACLE_HOME/odg/svppcart.dat）が、オリジナル・キットで提
供されたものであることを確認してください。

ODG-05005エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05001～ ODG-05842のメッセージ
ODG-05006エラー :　メッセージ・カタログの初期化に失敗しました。
原因 :　メッセージ・カタログを開こうとした際にエラーが発生しました。このエラー
には通常、補足情報が含まれます。

処置 :　補足情報またはエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05007エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05008エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05009エラー :　データ・カートリッジ共有ライブラリをオープンできません。
原因 :　収集カートリッジのコード・モジュールをロードしようとした際にエラーが発
生しました。

処置 :　要求されたファイルが存在し、それに読込みおよび実行の権限があることを確
認してください。

ODG-05010エラー :　データ・カートリッジ DLLをオープンできません。
原因 :　収集カートリッジのコード・モジュールをロードしようとした際にエラーが発
生しました。

処置 :　要求されたファイルが存在し、それに読込みおよび実行の権限があることを確
認してください。

ODG-05011エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05013エラー :　データ収集カートリッジ機能が見つかりません。
原因 :　Data Gathererがコールしようとした関数を、収集カートリッジで実装しません
でした。

処置 :　関数の多くはオプションであり、ほとんどの場合これは致命的なエラーではあ
りません。致命的なエラーがある場合には、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05014エラー :　収集カートリッジの呼出しに失敗しました。
原因 :　これは、1つの収集カートリッジ関数へのコールでエラーが返されたことを示
す、一般的なエラー・メッセージです。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認してください。他のエラーがない場合は、カスタマ・サポー
トにご連絡ください。
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ODG-05016エラー :　ファイルをオープンできません。
原因 :　Data Gathererファイルをオープンしようとしてエラーが発生しました。

処置 :　ファイルおよびディレクトリが存在し、それらにアクセス可能であることを確
認してください。

ODG-05017エラー :　ソケットの作成に失敗しました。
原因 :　Data Gathererソケット（1808）をオープンしようとした際にエラーが発生しま
した。

処置 :　他のプロセスでこのソケットが使用中でないことを確認し、操作を再試行して
ください。

ODG-05018エラー :　ソケット・オプションの設定に失敗しました。
原因 :　Data Gathererソケット（1808）をオープンしようとした際にエラーが発生しま
した。

処置 :　他のプロセスでこのソケットが使用中でないことを確認し、操作を再試行して
ください。

ODG-05019エラー :　ソケットのバインドに失敗しました。
原因 :　Data Gathererソケット（1808）をオープンしようとした際にエラーが発生しま
した。

処置 :　他のプロセスでこのソケットが使用中でないことを確認し、操作を再試行して
ください。

ODG-05020エラー :　ソケット名の取得に失敗しました。
原因 :　Data Gathererソケット（1808）をオープンしようとした際にエラーが発生しま
した。

処置 :　他のプロセスでこのソケットが使用中でないことを確認し、操作を再試行して
ください。

ODG-05021エラー :　ソケットのリスニングに失敗しました。
原因 :　Data Gathererソケット（1808）をオープンしようとした際にエラーが発生しま
した。

処置 :　他のプロセスでこのソケットが使用中でないことを確認し、操作を再試行して
ください。

ODG-05022エラー :　ソケットでのアクセプトに失敗しました。
原因 :　Data Gathererソケット（1808）をオープンしようとした際にエラーが発生しま
した。

処置 :　他のプロセスでこのソケットが使用中でないことを確認し、操作を再試行して
ください。
                                                                    Oracle Data Gathererメッセージ（第 2層） 4-3



ODG-05001～ ODG-05842のメッセージ
ODG-05023エラー :　索引からのソケット記述子の取得に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05024エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05025エラー :　索引からのソケット記述子の取得に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05026エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05027エラー :　ソケットへの書込みに失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05028エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05029エラー :　ソケットへの書込みができません。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05030エラー :　索引からのソケット記述子の取得に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05031エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05032エラー :　ソケットでの選択に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05033エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05034警告 :　ソケットから読込めません。
原因 :　クライアントがソケット接続を切断したことを示す警告です。

処置 :　通常は無視できます。

ODG-05035エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05036警告 :　ソケットからの読込みに失敗しました。
原因 :　クライアントがソケット接続を切断したことを示す警告です。

処置 :　通常は無視できます。

ODG-05037エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05038警告 :　ソケットからの読込みは 0（ゼロ）バイトです。
原因 :　クライアントがソケット接続を切断したことを示す警告です。

処置 :　通常は無視できます。

ODG-05039エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05040エラー :　ソケットからの読込みが不完全です。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05041エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05042エラー :　索引からのソケット記述子の取得に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05043エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05044 警告 :　クライアントが見つかりません。
原因 :　クライアントがソケット接続を切断したことを示す警告です。

処置 :　通常は無視できます。

ODG-05045エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05046エラー :　索引からのソケット値の取得に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05047エラー :　索引からのソケット値の変更に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05048エラー :　索引からのソケット値の取得に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05049エラー :　索引からのソケット値の取得に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05050エラー :　新規クライアントの接続の待機に失敗しました。
原因 :　クライアントがソケット接続を切断したことを示す警告です。

処置 :　通常は無視できます。

ODG-05051エラー :　索引からのソケット値の変更に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05052警告 :　クライアント・スレッドが見つかりません。
原因 :　クライアントがソケット接続を切断したことを示す警告です。

処置 :　通常は無視できます。
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ODG-05053エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05054エラー :　索引からのソケット値の取得に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05055エラー :　索引からのソケット値の変更に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05056エラー :　セグメント化されたメッセージはサポートされません。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05057エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05058エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05059エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05060警告 :　クライアントが見つかりません。
原因 :　クライアントがソケット接続を切断したことを示す警告です。

処置 :　通常は無視できます。

ODG-05061エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05062エラー :　メッセージ長が無効です。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05063エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05064エラー :　ソケットからの読込みができません。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05065エラー :　ソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05066エラー :　ソケットの作成に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05067エラー :　ローカル・ホストの取得に失敗しました。
原因 :　リカバリ中にローカル・ホスト名を取得しようとした際にエラーが発生しまし
た。

処置 :　 Data Gathererはリカバリを行わずに実行できる可能性があります。ただし、履
歴データ収集は回復できません。カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05068エラー :　ローカル DGへの接続に失敗しました。
原因 :　リカバリ中にローカルの Data Gathererに接続しようとした際に、エラーが発生
しました。

処置 :　Data Gathererはリカバリを行わずに実行できる可能性があります。ただし、履
歴データ収集は回復できません。カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05069エラー :　ソケットのクローズに失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05070エラー :　現在時間を取得できません。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05071エラー :　メモリーを割り振れません。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
4-8 Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル                              



ODG-05001～ ODG-05842のメッセージ
ODG-05072エラー :　メモリーを割り振れません。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05073エラー :　LPMの初期化に失敗しました。
原因 :　COREライブラリを初期化しようとした際に内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05074エラー :　クライアントのコールバック構造体の初期化に失敗しました。
原因 :　COREライブラリを初期化しようとした際に内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05075エラー :　NLSデータ・ロードの初期化に失敗しました。
原因 :　NLSライブラリを初期化しようとした際に内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05076エラー :　LSF文字列の書式パッケージのロードに失敗しました。
原因 :　NLSライブラリを初期化しようとした際に内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05077エラー :　LSFの初期化に失敗しました。
原因 :　NLSライブラリを初期化しようとした際に内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05078エラー :　ORACLE_HOMEが見つかりません。
原因 :　Data Gathererが実行されている Oracleホーム・ディレクトリを検索しようと
した際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが正しくインストールされており、Oracleホーム・ディレクトリ
が存在しアクセス可能であることを確認してください。

ODG-05079エラー :　作業ディレクトリの設定ができません。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05080エラー :　マルチスレッド用に初期化できません。
原因 :　Data Gathererで使用されるスレッド化ライブラリを初期化しようとした際に、
エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05081エラー :　DG Mutexに対する初期化ができません。
原因 :　Data Gathererで使用されるロック構造を取得しようとした際に、エラーが発生
しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05082エラー :　環境変数のフェッチ・エラーです。
原因 :　環境変数の値を取得しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererのインストールを検証し、環境変数があることを確認してくださ
い。

ODG-05083エラー :　リスニング用ポート /ソケットの割当てに失敗しました。
原因 :　Data Gathererソケット（1808）をオープンしようとした際にエラーが発生しま
した。

処置 :　他のプロセスでこのソケットが使用中でないことを確認し、操作を再試行して
ください。

ODG-05084エラー :　BB構造体のメモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05085エラー :　DGカートリッジ情報の取得に失敗しました。
原因 :　Data Gathererレジストリ（$ORACLE_HOME/odg/svppcart.dat）から、収集
カートリッジのための情報を読み込もうとした際に、エラーが発生しました。

処置 :　ファイルが存在しアクセス可能であることを確認してから、操作を再試行して
ください。

ODG-05086警告 :　メッセージ・カタログの初期化に失敗しました。
原因 :　収集カートリッジのためのメッセージ・カタログを検索しようとした際に、エ
ラーが発生しました。

処置 :　メッセージ・カタログのインプリメントに収集カートリッジは必要ないため、
ほとんどの場合このエラーは無視できます。

ODG-05087エラー :　ローカル時間の取得に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05088エラー :　回復スレッドの作成に失敗しました。
原因 :　履歴収集を回復するスレッドを作成しようとした際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererは、リカバリを行わずに使用できます。ただし、履歴収集は回復
できません。カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05089エラー :　新規クライアントの接続に失敗しました。
原因 :　クライアントがソケット接続を切断したことを示す警告です。

処置 :　通常は無視できます。

ODG-05090エラー :　クライアント IDの割当てに失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05091エラー :　ソケット索引の取得に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05092エラー :　最初のクライアント・メッセージをデコードできません。
原因 :　クライアント接続により Data Gathererへ送られたデータを解釈しようとして、
内部エラーが発生しました。

処置 :　クライアントが有効な Data Gathererクライアントであれば、操作を再試行し、
カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05093エラー :　スレッドのソケット索引の削除に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05094エラー :　CPソケット索引の取得に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05095エラー :　未使用のクライアント IDを削除できません。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05096エラー :　DGスレッドの作成に失敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理するスレッドを作成しようとした際に、エラーが発生
しました。これは、システム・リソースの消費が激しいため、あるいは Data Gatherer
で使用可能なスレッドまたはソケットの制限に達したためかもしれません。

処置 :　操作を再試行してください。

ODG-05097エラー :　DG Mutexの破棄に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05098エラー :　NLSデータ・ロードの終了に失敗しました。
原因 :　NLSライブラリを解放しようとした際に内部エラーが発生しました。

処置 :　無視できます。

ODG-05099エラー :　コールバック構造体の解放に失敗しました。
原因 :　NLSライブラリを解放しようとした際に内部エラーが発生しました。

処置 :　無視できます。

ODG-05100エラー :　SLTSが正常に終了できません。
原因 :　スレッド化ライブラリを解放しようとした際に内部エラーが発生しました。

処置 :　無視できます。

ODG-05101エラー :　CPローダーが失敗しました。
原因 :　履歴データをロードしようとした際にエラーが発生しました。このエラーには
通常、失敗の性質を説明する詳細エラーが伴います。

処置 :　解決方法は、詳細エラーで確認してください。

ODG-05104エラー :　状態ファイルの LSFPFが失敗しました。
原因 :　Data Gatherer履歴データ・ローダーのためのリカバリ・ファイルを検索しよう
とした際に、エラーが発生しました。

処置 :　$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリが存在し、アクセス可能であるこ
とを確認してください。

ODG-05105エラー :　データ・ファイルのクローズに失敗しました。
原因 :　履歴データのロード中にエラーが発生しました。ローダーはデータ・ファイル
をクローズできませんでした。

処置 :　無視できますが、ローダーではその時点で処理済みのファイルを削除できない
ため、今後エラーが発生する可能性があります。

ODG-05106エラー :　記憶領域の割当て /コピーに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05107エラー :　ローダー・データ・ファイルの改名に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを改名しようとした際にエラーが発生しました。データ・
ファイルは、Data Gathererによるアクセスに対してクローズされるまで、処理できま
せん。

処置 :　このエラーは通常、他の Data Gathererエラーと同時に発生します。そのエラー
を確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05108エラー :　データ・ファイルのオープンに失敗しました。
原因 :　Capacity Plannerリポジトリにロードする履歴データ・ファイルをオープンし
ようとした際に、エラーが発生しました。

処置 :　ファイルが存在しアクセス可能であることを確認してから、他のエラーを調べ
てください。

ODG-05109エラー :　CP状態ファイルの再編成に失敗しました。
原因 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。

ODG-05110エラー :　send_labelsコマンドが失敗しました。
原因 :　統計セットに関連するラベルを、リアルタイム・クライアントまたは履歴デー
タ・ファイルのいずれかへ送ろうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05111エラー :　回復ディレクトリ内のデータ・ファイルの検索 /取得に失敗しまし
た。
原因 :　Data Gathererの起動および履歴収集のリカバリ中に、履歴データ・ファイルを
検索しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリが存在し、アクセス可能であるこ
とを確認してください。

ODG-05112エラー :　ローダー・データ・ファイルのオープンに失敗しました。
原因 :　Data Gathererの起動および履歴収集のリカバリ中に、履歴データ・ファイルを
検索しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリが存在し、アクセス可能であるこ
とを確認してください。

ODG-05113エラー :　CPローダーが失敗しました。
原因 :　履歴データをロードしようとした際にエラーが発生しました。このエラーには
通常、失敗の性質を説明する詳細エラーが伴います。

処置 :　解決方法は、詳細エラーで確認してください。

ODG-05114エラー :　ローダー・データ・ファイルのクローズに失敗しました。
原因 :　処理済みのローダー・ファイルをクローズしようとした際に、エラーが発生し
ました。
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処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、ファイル・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05115エラー :　ローダー・データ・ファイルの削除に失敗しました。
原因 :　処理済みのローダー・ファイルを削除しようとした際に、エラーが発生しまし
た。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、ファイル・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05116エラー :　ローダー・データ・ファイルのメモリーの解放に失敗しました。
原因 :　処理済みのローダー・ファイルをクローズしようとした際に、エラーが発生し
ました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、ファイル・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05117エラー :　ローダー・ディレクトリのメモリー解放に失敗しました。
原因 :　処理済みのローダー・ファイルをクローズしようとした際に、エラーが発生し
ました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、ファイル・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05118エラー :　回復ディレクトリ内の状態ファイルの検索 /使用に失敗しました。
原因 :　Data Gathererの起動および履歴収集のリカバリ中に、履歴状態ファイルを検索
しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリが存在し、アクセス可能であるこ
とを確認してください。

ODG-05119エラー :　ローダー状態ファイルのオープンに失敗しました。
原因 :　Data Gathererの起動および履歴収集のリカバリ中に、履歴状態ファイルを検索
しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリが存在し、アクセス可能であるこ
とを確認してください。

ODG-05120エラー :　状態ファイルの再編成に失敗しました。
原因 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。
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ODG-05121エラー :　状態ファイルから回復中に障害が発生しました。
処置 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。

ODG-05122エラー :　回復データ・ファイルのクローズに失敗しました。
原因 :　処理済みのローダー・ファイルをクローズしようとした際に、エラーが発生し
ました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、ファイル・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05123エラー :　回復データ・ファイルの削除に失敗しました。
原因 :　処理済みのローダー・ファイルを削除しようとした際に、エラーが発生しまし
た。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、ファイル・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05124エラー :　回復データ・ファイルのメモリーの解放に失敗しました。
原因 :　処理済みのローダー・ファイルをクローズしようとした際に、エラーが発生し
ました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、ファイル・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05125エラー :　状態ファイル・ディレクトリのメモリーの解放に失敗しました。
原因 :　処理済みの状態ファイルをクローズしようとした際に、エラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、ファイル・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05126エラー :　vppdgth:　dg.clmsgのメモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05127エラー :　vppdgth:　dg.clmsg->msgのメモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05128エラー :　vppdgth:　クライアント CONNECT_REQのデコードに失敗しまし
た。
原因 :　クライアント・アプリケーションによって送られた接続要求を解釈しようとし
て、内部エラーが発生しました。

処置 :　クライアント・アプリケーションが有効な Data Gathererクライアントである場
合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05129エラー :　vppdgth:　dg.clmsg->msgの記憶領域の解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05130エラー :　vppdgth:　dg.clmsgの記憶領域の解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05131エラー :　vppdgth:　CPソケットのデコードに失敗しました。
原因 :　履歴収集スレッドに対して試行された初期化接続を切断しようとして、エラー
が発生しました。Capacity Plannerクライアントは、Data Gathererに接続できなくな
ります。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05132エラー :　vppdgth:　CPソケットのクローズに失敗しました。
原因 :　履歴収集スレッドに対して試行された初期化接続を切断しようとして、エラー
が発生しました。Capacity Plannerクライアントは、Data Gathererに接続できなくな
ります。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05133エラー :　vppdgth:　新規 CPソケットのデコードに失敗しました。
原因 :　履歴収集スレッドに対して試行された初期化接続を切断しようとして、エラー
が発生しました。Capacity Plannerクライアントは、Data Gathererに接続できなくな
ります。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05134エラー :　vppdgth:　新規 CPクライアント接続に失敗しました。
原因 :　履歴収集スレッドに対して試行された初期化接続を切断しようとして、エラー
が発生しました。Capacity Plannerクライアントは、Data Gathererに接続できなくな
ります。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05135エラー :　vppdgth:　CPソケット値の変更に失敗しました。
原因 :　履歴収集スレッドに対して試行された初期化接続を切断しようとして、エラー
が発生しました。Capacity Plannerクライアントは、Data Gathererに接続できなくな
ります。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05136エラー :　vppdgth:　タイム・スタンプの取得に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05137エラー :　vppdgth:　CPローダーが起動時に失敗しました。
原因 :　履歴データをロードしようとした際にエラーが発生しました。このエラーには
通常、失敗の性質を説明する詳細エラーが伴います。

処置 :　解決方法は、詳細エラーで確認してください。

ODG-05138エラー :　RTスレッドでデータの収集に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05139エラー :　vppdgth:　クライアント間隔超過メッセージの送信に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05140エラー :　vppdgth:　クライアント索引が破損しています。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05141エラー :　vppdgth:　入力待ち中に障害が発生しました。
原因 :　クライアントがソケット接続を切断したことを示す警告です。

処置 :　通常は無視できます。

ODG-05142エラー :　vppdgth:　デコード中のクライアント索引は破損しています。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05143エラー :　vppdgth:　メッセージのデコード中に障害が発生しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05144エラー :　vppdgth:　ロード情報のタイム・スタンプを取得できません。
原因 :　内部エラーが発生しました。
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処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05145エラー :　vppdgth:　CPローダーで収集中に障害が発生しました。
原因 :　履歴データをロードしようとした際にエラーが発生しました。このエラーには
通常、失敗の性質を説明する詳細エラーが伴います。

処置 :　解決方法は、詳細エラーで確認してください。

ODG-05146エラー :　vppdgth:　クライアント・メッセージ解放時にクライアント索引が破
損しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05147エラー :　vppdgth:　dg.clmsg 2の記憶領域の解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05148エラー :　vppdgth:　収集がオフの間にクライアント索引が破損しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05149エラー :　vppdgth:　収集がオフのとき入力待機中に障害が発生しました。
原因 :　クライアントがソケット接続を切断したことを示す警告です。

処置 :　通常は無視できます。

ODG-05150エラー :　vppdgth:　クライアント・メッセージのデコード時にクライアント索
引が破損しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05151エラー :　vppdgth:　収集中でないときにメッセージのデコードで障害が発生し
ました。
原因 :　クライアント要求を解釈または処理しようとした際に、エラーが発生しました。
このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05152エラー :　vppdgth:　クライアント・メッセージのデコード後にクライアント索
引が破損しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05153エラー :　vppdgth:　clmsg.msgの記憶領域の解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05154エラー :　vppdgth:　終了中の状態情報が NULLです。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05155エラー :　vppdgth:　終了中に clean_upで障害が発生しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05156エラー :　vppdgth:　グローバル状態の記憶領域の解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05157エラー :　vppiclid:　クライアント索引が制限を超えています。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05158エラー :　vppdclid:　クライアント索引が制限を超えています。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05159エラー :　vppdclid:　このクライアント用カートリッジの消去に失敗しました。
原因 :　収集カートリッジへのクライアント接続を切断しようとした際に、エラーが発
生しました。これには通常、ターゲット・サービス（データベースなど）への接続の切
断も含まれます。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしターゲット接続リソースが解放されずに、
このエラーが再発生する場合は、Data Gatherer を再起動してリソースを解放する必要
があります。

ODG-05160エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_UDS_COLUMNS_REQ:　
vppgetparamsに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05161エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_UDS_COLUMNS_REQ:　
vppcallbbに失敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05162エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_UDS_COLUMNS_REQ:　
vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05163エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CALLBACKS_REQ:　
vppgetparamsに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05164エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CALLBACKS_REQ:　vppcallbb
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05165エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CALLBACKS_REQ:　
vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05166エラー :　メッセージ・デコード :　VP_EXECUTE_CALLBACK_REQ:　
vppgetparamsに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05167エラー :　メッセージ・デコード :　VP_EXECUTE_CALLBACK_REQ:　
vppcallbbに失敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。
4-20 Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル                              



ODG-05001～ ODG-05842のメッセージ
ODG-05168エラー :　メッセージ・デコード :　VP_EXECUTE_CALLBACK_REQ:　
vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05169エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_LOCALTIME_REQ:　vpptimeget
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05170エラー :　メッセージ・デコード :　vpp_msg_addparam 
VP_GET_LOCALTIME_REQ:　失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05171エラー :　メッセージ・デコード :　vpp_msg_send 
VP_GET_LOCALTIME_ACKに失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05172エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SET_INTERVAL_REQ:　vppgetparams
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05173エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SET_INTERVAL_REQ:　グローバル状
態の情報が NULLです。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05174エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SET_INTERVAL_REQ:　vppstrtonum
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05175エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SET_INTERVAL_REQ:　vppsclmsgに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05176エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SET_INTERVAL_REQ:　
vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05177エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SET_INTERVAL_REQ:　vppsndack 
VP_SET_INTERVAL_REQ_ACKに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05178エラー :　メッセージ・デコード :　VP_END_COLLECT_REQ:　vppgetparams
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05179エラー :　メッセージ・デコード :　VP_END_COLLECT_REQ:　vppcallbbに失
敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05180エラー :　メッセージ・デコード :　VP_END_COLLECT_REQ:　グローバル状
態が NULLです。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05181エラー :　メッセージ・デコード :　VP_END_COLLECT_REQ:　vppsclmsgに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05182エラー :　メッセージ・デコード :　VP_END_COLLECT_REQ:　vppsclmsgに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05183警告 :　CPローダーに失敗しました。
原因 :　履歴データをロードしようとした際にエラーが発生しました。このエラーには
通常、失敗の性質を説明する詳細エラーが伴います。

処置 :　解決方法は、詳細エラーで確認してください。

ODG-05184エラー :　メッセージ・デコード :　VP_START_COLLECT_REQ:　
vppgetparamsに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05185エラー :　メッセージ・デコード :　VP_START_COLLECT_REQ:　vppcallbb
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05186エラー :　メッセージ・デコード :　VP_START_COLLECT_REQ:　グローバル
状態が NULLです。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05187エラー :　メッセージ・デコード :　VP_START_COLLECT_REQ:　vpacpyに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05188エラー :　メッセージ・デコード :　VP_START_COLLECT_REQ:　vppsclmsg
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05189エラー :　メッセージ・デコード :　VP_START_COLLECT_REQ:　vppsclmsg
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05190エラー :　メッセージ・デコード :　VP_START_COLLECT_REQ:　vpptimeget
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05191エラー :　メッセージ・デコード :　VP_START_COLLECT_REQ:　
vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05192エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_LOADER_INFO:　
vppgetparamsに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05193エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_LOADER_INFO:　グローバル状
態が NULLです。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05194エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_LOADER_INFO:　CP_CLIENT:
　vppsclmsg
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05195エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_LOADER_INFO:　CP_CLIENT:
　vppsclmsg
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05196エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_LOADER_INFO:　CP_CLIENT:
　vppgettldparam INTERVALに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05197エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_LOADER_INFO:　CP_CLIENT:
　vppstrtonumに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05198エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_LOADER_INFO:　CP_CLIENT:
　vppgettldparam NEXTLOAD
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05199エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_LOADER_INFO:　CP_CLIENT:
　vppstrtonum
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05200エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_LOADER_INFO:　CP_CLIENT:
　vpacpyに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05201エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_LOADER_INFO:　
vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05202エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_LOADER_INFO:　vppsndackに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05203エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_CRED:　vppgetparamsに失敗
しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05204エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_CRED:　グローバル状態が
NULLです。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05205エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_CRED:　vppsclmsgに失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05206エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_CRED:　vpacpyに失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05207エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_CRED:　vppfreeparamsに失敗
しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05208エラー :　メッセージ・デコード :　VP_SEND_CRED:　vppsndackに失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05209エラー :　メッセージ・デコード :　VP_RECOVER_DONE:　vppsndackに失敗
しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05210エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CP_STATE_REQ:　vppgetparamsに失
敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05211エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CP_STATE_REQ:　グローバル状態が
NULLです。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05212エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CP_STATE_REQ:　DG cpstateが
NULLです。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05213エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CP_STATE_REQ:　vppsndackに失敗
しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05214エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CP_STATE_REQ:　vppfilereorgに失敗
しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05215エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CP_STATE_REQ:　vppsndtldに失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05216エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CP_STATE_REQ:　vppsndack:　
VP_CP_STATE_REQ_ACKに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05217エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CP_STATE_REQ:　非 CPクライアン
トが CPSTATEを要求しています。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05218エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppgetparamsに失
敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05219エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppdecidに失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05220エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppfreeparamsに
失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05221エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppgetserviceに失
敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05222エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　LSFPF状態ファイ
ルに障害があります。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05223エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppfileoに失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05224エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　LSFPFデータ・
ファイルに障害があります。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05225エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppfileoに失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05226エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　
vpp_msg_addparam VP_CLIENT_IDに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05227エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　portnoの LSFPFに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05228エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　
vpp_msg_addparam VP_CP_PORTNOに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05229エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　client_hostnameの
LSFPFPに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05230エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　
VP_CLIENT_HOSTNAMEの vpp_msg_addparamに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05231エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　VP_LANGの
vpp_msg_addparamに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05232エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vpx_get_catmsgで
VPMSG_CHARENCODINGが見つかりませんでした。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05233エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　
VP_CHAR_ENCODINGの vpp_msg_addparamに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05234エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppaddcredに失敗
しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05235エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vpp_msg_send 
VP_CONNECT_REQ_ACKに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05236エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppfreeparamsに
失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05237エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　globの vppallocに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05238エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppdecid client_id
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05239エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppdclid dg->clidに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05240エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppiclid dg->clidに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05241エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppdecidのクライ
アント型に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05242エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppsclmsg fi_state
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05243エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppsclmsg fi_data
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05244エラー :　send_analysisコマンドに失敗しました。
原因 :　事前定義の履歴データ分析の詳細を、後で処理するために履歴データ・ファイ
ルへ送ろうとした際に、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴
います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05245エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　
vpp_msg_addparam VP_CLIENT_IDに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05246エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　portno 2の
LSFPFPに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05247エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　
vpp_msg_addparam VP_CP_PORTNO 2に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05248エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　
vpp_msg_addparam VP_CLIENT_HOSTNAMEに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05249エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　VP_LANGの
vpp_msg_addparamに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05250エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vpx_get_catmsgで
VPMSG_CHARENCODINGが見つかりませんでした。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05251エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　
VP_CHAR_ENCODINGの vpp_msg_addparamに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05252エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppaddcredに失敗
しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05253エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vpp_msg_send 
VP_CONNECT_REQ_ACKに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05254エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CONNECT_REQ:　vppfreeparamsに
失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05255エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DISCONNECT_REQ:　vppgetparams
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05256エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DISCONNECT_REQ:　vppdecid 
client_idに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05257エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DISCONNECT_REQ:　vppsndackに失
敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05258エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DISCONNECT_REQ:　グローバル状態
が NULLです。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05259エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DISCONNECT_REQ:　クライアントか
ら送信されたクライアント IDと合致しません。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05260エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DISCONNECT_REQ:　vppallbbs 
clean_upに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05261エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DISCONNECT_REQ:　vppfree globに
失敗しました
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05262エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DISCONNECT_REQ:　vppfreeparams
に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05263エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DISCONNECT_REQ:　vppfreeparams
に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05264エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_MODULES_REQ:　
vppgetparamsに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05265エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_MODULES_REQ:　vppcallbbに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05266エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_MODULES_REQ:　vppsndackに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05267エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_MODULES_REQ:　
vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05268エラー :　メッセージ・デコード :　VP_INITIALIZE_REQ:　vppgetparamsに失
敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05269エラー :　メッセージ・デコード :　VP_INITIALIZE_REQ:　グローバル状態が
NULLです。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05270警告 :　PMクライアント用収集カートリッジはすでに初期化されています。
原因 :　特定の 1クライアントについて、収集カートリッジを 2度以上初期化しようと
しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05271エラー :　メッセージ・デコード :　VP_INITIALIZE_REQ:　vppcallbbに失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05272エラー :　メッセージ・デコード :　VP_START_COLLECT_REQ:　vpacpyに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05273エラー :　send_analysisコマンドに失敗しました。
原因 :　事前定義の履歴データ分析の詳細を、後で処理するために履歴データ・ファイ
ルへ送ろうとした際に、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴
います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05274エラー :　メッセージ・デコード :　VP_INITIALIZE_REQ:　vppsndack 
VP_INITIALIZE_REQ_ACKに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05275エラー :　メッセージ・デコード :　VP_INITIALIZE_REQ:　vppsclmsg fi_state
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05276エラー :　メッセージ・デコード :　VP_INITIALIZE_REQ:　vppfreeparamsに
失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05277エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DEINITIALIZE_REQ:　vppgetparams
に失敗しました。
処置 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05278エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DEINITIALIZE_REQ:　vppcallbbに失
敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05279エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DEINITIALIZE_REQ:　vppsndackに失
敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05280エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DEINITIALIZE_REQ:　グローバル状態
が NULLです。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05281エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DEINITIALIZE_REQ:　vppsclmsgに失
敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05282エラー :　メッセージ・デコード :　VP_DEINITIALIZE_REQ:　vppfreeparams
に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05283エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CLASS_REQ:　vppgetparamsに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05284エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CLASS_REQ:　vppcallbbに失敗
しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05285エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CLASS_REQ:　vppfreeparams
に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05286エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CLASSES_REQ:　vppgetparams
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05287エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CLASSES_REQ:　vppcallbbに失
敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05288エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CLASSES_REQ:　
vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05289エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_INSTANCES_REQ:　
vppgetparamsに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05290エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_INSTANCES_REQ:　vppcallbb
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05291エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_INSTANCES_REQ:　
vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05292エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CHARTS_REQ:　vppgetparams
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05293エラー :　メッセージ・デコード VP_GET_CHARTS_REQ:　vppnls_atoi()のク
ラス IDに障害があります。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05294エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CHARTS_REQ:　vppcallbbに失
敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05295エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CHARTS_REQ:　vppfreeparams
に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05296エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CHART_INFO_REQ:　
vppgetparamsに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05297エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CHART_INFO_REQ:　
vppnls_atoi()のクラス IDに障害があります。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05298エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CHART_INFO_REQ:　vppcallbb
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05299エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CHART_INFO_REQ:　
vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05300エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CHART_LABEL:　vppgetparams
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05301エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CHART_LABEL:　vppcallbbに失
敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05302エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_CHART_LABEL:　vppfreeparams
に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05303エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CHART_DRILLDOWN_REQ:　
vppgetparamsに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05304エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CHART_DRILLDOWN_REQ:　
vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05305エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CHART_FILTER_REQ:　
vppgetparamsに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05306エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CHART_FILTER_REQ:　vppcallbbに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05307エラー :　メッセージ・デコード :　VP_CHART_FILTER_REQ:　vpfreeparams
に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。
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ODG-05308エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_RESOURCES_REQ:　
vppgetparamsに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05309エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_RESOURCES_REQ:　vppcallbb
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05310エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_RESOURCES_REQ:　
vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05311エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_EXT_HELP_REQ:　
vppgetparamsに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05312エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_EXT_HELP_REQ:　vppcallbbに
失敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05313エラー :　メッセージ・デコード :　VP_GET_EXT_HELP_REQ:　
vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05314エラー :　メッセージ・バッファの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。
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ODG-05315エラー :　vppgethandle:　状態の情報が NULLです。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05316エラー :　メッセージのデコードに失敗しました。
原因 :　クライアント要求の内容を解釈しようとした際に、エラーが発生しました。こ
れは、通常の状態では発生しないはずの内部エラーです。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05317エラー :　パラメータ・メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05318エラー :　オプション・パラメータ・メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05319エラー :　メッセージ内のパラメータが多すぎます。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05320エラー :　パラメータ・オブジェクトの記憶領域の解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05321エラー :　パラメータの記憶領域の解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05322エラー :　オプション・パラメータ・オブジェクトの記憶領域の解放に失敗しま
した。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05323エラー :　オプション・パラメータの記憶領域の解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。
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ODG-05324エラー :　セグメント化されたメッセージはサポートされません。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05325エラー :　メッセージの記憶領域の割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05326エラー :　メッセージ長がマイナスです。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05327エラー :　クライアントへの収集 ACK停止の送信に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05328エラー :　クライアントへの収集 ACK開始の送信に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05329エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_IDの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05330エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_LABELの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05331エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_DESCRIPTIONの追加に失
敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05332エラー :　メッセージ・バッファへの VP_INST_SEL_FLAGの追加に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。
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処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05333エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCE_SELECT_FLAGの追加
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05334エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_GROUPの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05335エラー :　クライアントへの VP_GET_CHARTS_ACKの送信に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05336エラー :　メッセージ・バッファへの VP_MODULE_IDの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05337エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CLASS_IDの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05338エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_IDの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05339エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_INSTPROMPTの追加に失敗
しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05340エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_RESPROMPTの追加に失敗
しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05341エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_REUSEINSTの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05342エラー :　クライアントへの VP_CHART_DRILLDOWN_ACKの送信に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05343エラー :　メッセージ・バッファへの VP_FILTER_LABELの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05344エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCE_IDの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05345エラー :　メッセージ・バッファへの VP_FILTER_OPERATIONの追加に失敗
しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05346エラー :　メッセージ・バッファへのフィルタ型の追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05347エラー :　クライアントへの VP_CHART_FILTER_ACKの送信に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05348エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_NAMEの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05349エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_DESCRの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05350エラー :　メッセージ・バッファへの VP_MODULE_IDの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05351エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CLASS_IDの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05352エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCE_IDの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05353エラー :　メッセージ・バッファへの VP_MODULEの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05354エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CLASSの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05355エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCEの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05356エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_SHOWSUMMARYの追加に失
敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05357エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_SORTORDERの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05358エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_TIMEGRANの追加に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05359エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_STARTDATEの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05360エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_NUMSAMPLESの追加に失敗
しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05361エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_ANALTYPEの追加に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05362エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_HELPIDの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05363エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_RESPFLAGの追加に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05364エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_SUMARYPFLAGの追加に失敗
しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05365エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_SORTPFLAGの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05366エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_TIMEGRANPFLAGの追加に失
敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05367エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_STARTDATEPFLAGの追加に
失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05368エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ANAL_NSAMPLEPFLAGの追加に失
敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05369エラー :　ポインタが NULLです。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05370エラー :　メッセージ・バッファへの VP_EXTR_GOALTYPEの追加に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05371エラー :　メッセージ・バッファへの VP_EXTR_TIMEGOALの追加に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05372エラー :　メッセージ・バッファへの VP_EXTR_VALGOALの追加に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05373エラー :　メッセージ・バッファへの VP_EXTR_FITTYPEの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05374エラー :　メッセージ・バッファへの VP_EXTR_INSTCOUNTの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05375エラー :　インスタンス・パラメータが NULLです。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05376エラー :　メッセージ・バッファへの VP_INSTANCEの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05377エラー :　メッセージ・バッファへの VP_EXTR_GOALTYPEPFLAGの追加に
失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05378エラー :　メッセージ・バッファへの VP_EXTR_GOALPFLAGの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05379エラー :　メッセージ・バッファへの VP_EXTR_FITTYPEPFLAGの追加に失敗
しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05380エラー :　メッセージ・バッファへの VP_EXTR_INSTANCEPFLAGの追加に失
敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05381エラー :　ポインタが NULLです。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05382エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CORR_CORRTYPEの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05383エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CORR_INSTANCEの追加に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05384エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CORR_COUNTの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05385エラー :　相関パラメータが NULLです。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05386エラー :　モジュール IDが NULLです。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05387エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CORR_MODIDの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05388エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CORR_CLASSIDの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05389エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CORR_RESOURCEIDの追加に失敗
しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05390エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CORR_CORRTYPEPFLAGの追加に
失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05391エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CORR_INSTANCEPFLAGの追加に
失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05392エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CORR_CORRPFLAGの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05393エラー :　分析タイプが無効です。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05394エラー :　状態ファイルへの VP_SEND_ANALYSIS_ACKの書込みに失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05395エラー :　メッセージ・バッファへの VP_HELP_FORMATの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05396エラー :　メッセージ・バッファへの VP_HELP_COUNTの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05397エラー :　ヘルプの helptxtが NULLです。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05398エラー :　メッセージ・バッファへの VP_HELP_TEXTの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05399エラー :　クライアントへの VP_GET_EXT_HELP_ACKの送信に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05400エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CALLBACK_IDの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05401エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CALLBACK_LABELの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05402エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CALLBACK_DESCの追加に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05403エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCE_COUNTの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05404エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCE_IDの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05405エラー :　クライアントへの VP_GET_CALLBACKS_ACKの送信に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05406エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ERROR_TEXTの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05407エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ERROR_TEXTの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05408エラー :　メッセージ・バッファへの VP_ERROR_TEXTの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05409エラー :　クライアントへの VP_EXECUTE_CALLBACK_ACKの送信に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05410エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_IDの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05411エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_LABELの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05412エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_DESCRIPTIONの追加に失
敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05413エラー :　メッセージ・バッファへの VP_INST_SEL_FLAGの追加に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05414エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCE_SELECT_FLAGの追加
に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05415エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_GROUPの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05416エラー :　クライアントへの VP_GET_CHART_LABEL_ACKの送信に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05417エラー :　メッセージ・バッファへの VP_PARENT_FLAGの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05418エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCE_COUNTの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05419エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCE_IDの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05420エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_PROP_COUNTの追加に失
敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05421エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_PROP_NAMEの追加に失敗
しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05422エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_PROP_VALUEの追加に失敗
しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05423エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_PROP_COUNTの追加に失
敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05424エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_PROP_NAMEの追加に失敗
しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05425エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CHART_PROP_VALUEの追加に失敗
しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05426エラー :　メッセージ・バッファへの VP_COLL_PARM_CNTの追加に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05427エラー :　メッセージ・バッファへの VP_COLL_PARMの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05428エラー :　メッセージ・バッファへの VP_COLL_PARM_CNTL_CNTの追加に
失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05429エラー :　メッセージ・バッファへの VP_COLL_PARM_CNTLの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05430エラー :　メッセージ・バッファへの VP_SDATAの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05431エラー :　クライアントへの VP_GET_CHART_INFO_ACKの送信に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05432エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CLASSの追加に失敗しました。
処置 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05433エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CLASS_DESCRIPTIONの追加に失敗
しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05434エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CLASS_IDの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05435エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CLASS_END_NODEの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05436エラー :　メッセージ・バッファへの VP_INST_SEL_FLAGの追加に失敗しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05437エラー :　メッセージ・バッファへの VP_PARENT_MODULE_IDの追加に失敗
しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05438エラー :　メッセージ・バッファへの VP_PARENT_CLASS_IDの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05439エラー :　メッセージ・バッファへの VP_CLASS_IS_ACTIVEの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05440エラー :　クライアントへの VP_GET_CLASSES_ACKの送信に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05441エラー :　メッセージ・バッファへの VP_INSTANCEの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05442エラー :　クライアントへの VP_GET_INSTANCES_ACKの送信に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05443エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCE_IDの追加に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05444エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCEの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05445エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCEの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05446エラー :　クライアントへの VP_GET_RESOURCES_ACKの送信に失敗しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05447エラー :　UDS列の件数がマイナスです。
原因 :　ユーザー定義スクリプト列に対する要求を解釈しようとした際に、内部エラー
が発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05448エラー :　UDS列の件数が無効です。
原因 :　ユーザー定義スクリプト列に対する要求を解釈しようとした際に、内部エラー
が発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05449エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCE_COUNTの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05450エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCEの追加に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05451エラー :　メッセージ・バッファへの VP_RESOURCE_TYPEの追加に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05452エラー :　クライアントへの VP_GET_UDS_COLUMNS_ACKの送信に失敗し
ました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05453エラー :　vpp_msg_addparam VP_MODULE_IDで障害が発生しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。
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処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05454エラー :　vpp_msg_addparam VP_MODULEで障害が発生しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05455エラー :　vpp_msg_addparam VP_MODULE_DESCRIPTIONで障害が発生しま
した。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05456エラー :　vpp_msg_addparam VP_SERVICE_TYPEで障害が発生しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05457エラー :　vpp_msg_addparam VP_MODULE_VERSIONで障害が発生しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05458エラー :　vpp_msg_addparam VP_CLIENT_TYPEで障害が発生しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05459エラー :　vpp_msg_addparam VP_SCRIPT_ENABLEDで障害が発生しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05460エラー :　vpp_msg_addparam VP_SCRIPT_ACRONYMで障害が発生しまし
た。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05461エラー :　vpp_msg_addparam VP_SCRIPT_DESCで障害が発生しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05462エラー :　vpp_msg_send VP_GET_MODULES_ACKで障害が発生しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05463エラー :　vpp_msg_addparam VP_SCRIPT_DESCで障害が発生しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05464エラー :　vpp_msg_send VP_INTERVAL_EXCEEDEDで障害が発生しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05465エラー :　ソケット索引が無効です。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05466エラー :　vppinetwsで障害が発生しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05467エラー :　DG TLD要素の長さが VP_MAX_MSGELEM_SIZEを超えています。
原因 :　クライアント要求を処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。現在
のクライアント要求は、クライアント要求の入力に関する内部記憶領域の最大制限を超
えています。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05468エラー :　パラメータのデータ型が認識できません。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05469エラー :　クライアント・メッセージが長すぎます。
原因 :　クライアント要求を処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。現在
のクライアント要求は、クライアント要求の入力に関する内部記憶領域の最大制限を超
えています。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05470エラー :　ソケット索引が無効です。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05471エラー :　クライアントへのデータの送信に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05472エラー :　DG状態が NULLです。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05473エラー :　DGデータ・ファイルへの書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルに履歴データを保存しようとした際に、内部エラーが発
生しました。

処置 :　$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリが存在しアクセス可能であるこ
と、そして十分なディスク領域が使用可能であることを確認してください。

ODG-05474エラー :　ソケット索引が無効です。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05475エラー :　DG状態が NULLです。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05476エラー :　データ・ファイルへの書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルに履歴データを保存しようとした際に、内部エラーが発
生しました。
                                                                    Oracle Data Gathererメッセージ（第 2層） 4-63



ODG-05001～ ODG-05842のメッセージ
処置 :　$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリが存在しアクセス可能であるこ
と、そして十分なディスク領域が使用可能であることを確認してください。

ODG-05477エラー :　クライアント・ソケットへの書込みに失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05478エラー :　データ・ファイルへの書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルに履歴データを保存しようとした際に、内部エラーが発
生しました。

処置 :　$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリが存在しアクセス可能であるこ
と、そして十分なディスク領域が使用可能であることを確認してください。

ODG-05479エラー :　DG TLD要素の長さが VP_MAX_MSGELEM_SIZEを超えています。
原因 :　クライアント要求を処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。現在
のクライアント要求は、クライアント要求の入力に関する内部記憶領域の最大制限を超
えています。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05480エラー :　パラメータのデータ型が認識できません。
原因 :　クライアント要求を解釈しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05481エラー :　クライアント・メッセージが長すぎます。
原因 :　クライアント要求を処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。現在
のクライアント要求は、クライアント要求の入力に関する内部記憶領域の最大制限を超
えています。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05482エラー :　ソケット索引が無効です。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05483エラー :　DG状態が NULLです。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05484エラー :　データ・ファイルへの書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルに履歴データを保存しようとした際に、内部エラーが発
生しました。

処置 :　$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリが存在しアクセス可能であるこ
と、そして十分なディスク領域が使用可能であることを確認してください。

ODG-05485エラー :　メッセージ・バッファの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できます。ただしこのエラーが頻発すると、メモリー・リ
ソースが消費されるため、Data Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05486エラー :　クライアントへのメッセージの送信に失敗しました。
原因 :　クライアント要求への応答を構築または送信しようとした際に、内部エラーが
発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05487エラー :　配列リストが NULLで終了していません。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05488エラー :　引数が無効です。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05489エラー :　ソケット索引表が満杯です。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05490エラー :　クライアントのソケット記述子のクローズに失敗しました。
原因 :　クライアントがソケット接続を切断したことを示す警告です。

処置 :　通常は無視できます。

ODG-05491エラー :　クライアント IDが無効です。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05492エラー :　サービス・タイプの変換に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05493エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05494エラー :　サービスが NULLです。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05495エラー :　サービス・ポート /ソケットの割当てに失敗しました。
原因 :　Data Gathererソケット（1808）をオープンしようとした際にエラーが発生しま
した。

処置 :　他のプロセスでこのソケットが使用中でないことを確認し、操作を再試行して
ください。

ODG-05496エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05497エラー :　VP_NUMの作成に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05498エラー :　VP_NUMの作成に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05499エラー :　VP_NUMの作成に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05500エラー :　状態ファイルが無効です。
原因 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。
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ODG-05501エラー :　状態ファイルへの書込みに失敗しました。
原因 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。

ODG-05502エラー :　回復ファイルが無効です。
原因 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。

ODG-05503エラー :　CPSTATEが無効です。
原因 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。

ODG-05504エラー :　ファイルの巻戻しに失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05505エラー :　状態ファイルが空です。
原因 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。
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ODG-05506エラー :　状態ファイルの読込みに失敗しました。
原因 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。

ODG-05507エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05508エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05509エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05510エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05511エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05512エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05513エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05514エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。
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処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05515エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05516エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05517エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05518エラー :　次のローダー・タイムアウトの設定に失敗しました。
原因 :　次の履歴ロード操作をスケジュールしようとした際に、内部エラーが発生しま
した。

処置 :　このエラーが発生しても Data Gathererの使用は続行できますが、履歴の収集お
よびロードができなくなる可能性があります。カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05519エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05520エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05521エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05522エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05523エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。
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処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05524エラー :　メッセージが無効です。
原因 :　クライアント要求を解釈または処理しようとした際に、エラーが発生しました。
このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05525エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05526エラー :　メッセージが順不同です。
原因 :　クライアント要求を解釈または処理しようとした際に、エラーが発生しました。
このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05527エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05528エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05529エラー :　メッセージが無効です。
原因 :　クライアント要求を解釈または処理しようとした際に、エラーが発生しました。
このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05530エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05531エラー :　メッセージが順不同です。
原因 :　クライアント要求を解釈または処理しようとした際に、エラーが発生しました。
このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。
4-70 Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル                              



ODG-05001～ ODG-05842のメッセージ
ODG-05532エラー :　ファイルの切捨てに失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05533エラー :　ファイルの巻戻しに失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05534エラー :　接続情報の書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05535エラー :　接続情報の書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05536エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05537エラー :　資格証明情報の書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05538エラー :　資格証明情報の書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05539エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。
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ODG-05540エラー :　間隔情報の書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05541エラー :　間隔情報の書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05542エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05543エラー :　ローダー情報の書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05544エラー :　ローダー情報の書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05545エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05546エラー :　情報の書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05547エラー :　情報の書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05548エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05549エラー :　ファイル内の接続要求が NULLです。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05550エラー :　状態ファイルの同期化に失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05551エラー :　データ・ファイルの同期化に失敗しました。
原因 :　履歴データの収集を中断して、履歴データのロードを開始しようとした際に、
内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05552エラー :　状態情報が無効です。
原因 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。

ODG-05553エラー :　状態ファイルの巻戻しに失敗しました。
原因 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。

ODG-05554エラー :　状態ファイルが空です。
原因 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。
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処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。

ODG-05555エラー :　状態ファイルの読込みに失敗しました。
原因 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。

ODG-05556エラー :　ソケットへの書込みに失敗しました。
原因 :　 状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケットへの書込みに失敗しました。

処置 :　 Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05557エラー :　VP_NUMの作成に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05558エラー :　収集カートリッジのコールに失敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05559エラー :　VP_NUMの作成に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05560エラー :　収集カートリッジのコールに失敗しました。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05561エラー :　VP_NUMの作成に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05562警告 :　収集カートリッジは send_analysisをインプリメントしていません。
原因 :　クライアント要求を処理する際、その処理のために収集カートリッジがコール
された時点で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05563エラー :　ソケット索引が NULLです。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05564エラー :　グローバル状態が NULLです。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05565エラー :　ローダーを実行できません。
原因 :　履歴データ・ローダーを実行しようとした際にエラーが発生しました。このエ
ラーには通常、関連する他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05566エラー :　ソケット索引が無効です。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05567エラー :　DG状態が NULLです。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05568警告 :　パラメータが NULLです。
原因 :　内部警告が発生しました。

処置 :　無視してください。

ODG-05569警告 :　このモジュールのメッセージ・カタログ情報が見つかりません。
原因 :　メッセージ・カタログをオープンしようとした際に、エラーが発生しました。
このエラーには通常、補足情報が伴います。

処置 :　補足情報またはエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05570警告 :　ORACLE_HOMEの環境変数が正しく設定されていません。
原因 :　Data Gathererが実行されている Oracleホーム・ディレクトリを検索しようと
した際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが正しくインストールされており、Oracleホーム・ディレクトリ
が存在しアクセス可能であることを確認してください。
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ODG-05571警告 :　ORACLE_HOMEが見つかりません。
原因 :　Data Gathererが実行されている Oracleホーム・ディレクトリを検索しようと
した際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが正しくインストールされており、Oracleホーム・ディレクトリ
が存在しアクセス可能であることを確認してください。

ODG-05572警告 :　alert_dg.logファイルのオープンに失敗しました。
原因 :　Data Gathererに対する警告ログをオープンしようとした際に、エラーが発生し
ました。

処置 :　$ORACLE_HOME/odg/logのディレクトリが存在し、アクセス可能であるこ
とを確認してください。

ODG-05573エラー :　ファイル情報構造が NULLです。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05574エラー :　ファイル情報が NULLです。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05575エラー :　ローダー・データ・ファイルのオープンに失敗しました。
原因 :　CPリポジトリにロードする履歴データ・ファイルをオープンしようとした際
に、エラーが発生しました。

処置 :　ファイルが存在しアクセス可能であることを確認してから、他のエラーを調べ
てください。

ODG-05576エラー :　ローダーで分析メッセージの処理に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05577エラー :　ローダーで接続メッセージの処理に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05578エラー :　ローダーでローダー情報メッセージの処理に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。
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処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05579エラー :　ローダーでメッセージ収集開始の処理に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05580エラー :　ローダーで変数データ・ラベル・メッセージの処理に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05581エラー :　ローダーで変数データ・メッセージの処理に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05582エラー :　ローダーで収集終了メッセージの処理に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05583エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05584エラー :　ローダーで障害が発生しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05585エラー :　収集データが見つかりません。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。
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処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05586エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05587エラー :　インスタンス・パラメータが正しくありません。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05588エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05589エラー :　タイム・スタンプ・パラメータのフォーマットに失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05590エラー :　現行時刻の取得に失敗しました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05591エラー :　データの読込みに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05592エラー :　データ型を認識できません。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05593エラー :　データのロード中に障害が発生しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05594エラー :　収集データが見つかりません。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05595エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05596エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05597エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05598エラー :　データをロード中に障害が発生しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05599エラー :　記憶域の解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。
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ODG-05600エラー :　データベース接続のクローズに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05601エラー :　データベースからのログオフに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05602エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05603エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05604エラー :　収集開始メッセージが見つかりません。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05605エラー :　データをロード中に障害が発生しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05606エラー :　記憶域の解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。
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ODG-05607エラー :　収集開始要求の処理に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05608エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05609エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05610エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05611エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05612エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05613エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05614エラー :　インスタンスの数が無効です。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05615エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05616エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05617エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05618エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05619エラー :　リソースの数が無効です。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05620エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05621エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05622エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05623エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05624エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05625エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05626エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05627エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05628エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05629エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05630エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05631エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05632エラー :　分析の割振りに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05633エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05634エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05635エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05636エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05637エラー :　記憶域の割振りに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05638エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05639エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05640エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05641エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05642エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05643エラー :　パラメータの検索に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05644 INFO:　ローダーでファイルの処理が終了しました。
原因 :　履歴データ・ローダーで、履歴データ・ファイルの処理が正常に完了しました。

処置 :　なし。

ODG-05645エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05646エラー :　ローダー・ファイルが切り捨てられました。
原因 :　 ローダー・ファイルに、部分的な記録が書き込まれました。

処置 :　保存できない場合は、障害になっているローダー・ファイルを削除してくださ
い。もしこの問題が何度も起こる場合には、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05647エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05648エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05649エラー :　収集開始の要求で、要求 IDが重複しています。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05650エラー :　収集データが NULLです。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05651エラー :　収集の開始が見つかりません。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。
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処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05652エラー :　リポジトリへの接続に失敗しました。
処置 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05653エラー :　表の作成に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05654エラー :　分析の書込みに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05655エラー :　サービス IDの取出しに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05656エラー :　モジュール IDの取出しに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05657エラー :　クラス IDの取出しに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05658エラー :　表の作成に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05659エラー :　索引の作成に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05660エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05661エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05662エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05663エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05664エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05665エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05666エラー :　無効なデータ型です。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05667エラー :　文の実行に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05668エラー :　文のコミットに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05669エラー :　データのロールアップに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05670エラー :　環境変数の取得に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05671エラー :　リポジトリへの接続に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05672エラー :　リポジトリへの接続に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05673エラー :　カーソルのオープンに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05674エラー :　表の更新に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05675エラー :　文の実行に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05676エラー :　文のコミットに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05677エラー :　表の作成に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05678エラー :　表の作成に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
4-90 Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル                              



ODG-05001～ ODG-05842のメッセージ
ODG-05679エラー :　表の作成に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05680エラー :　表の作成に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

原因 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05681エラー :　表の作成に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05682エラー :　表の作成に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05683エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05684エラー :　文の実行に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05685エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05686エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05687エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05688エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05689エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05690エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05691エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05692エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05693エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05694エラー :　文の実行に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05695エラー :　文のコミットに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05696エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05697エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05698エラー :　出力変数の定義に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05699エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05700エラー :　出力変数の定義に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05701エラー :　行のフェッチに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05702エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05703エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05704エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05705エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05706エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05707エラー :　文の実行に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05708エラー :　文のコミットに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05709エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05710エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05711エラー :　文の実行に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05712エラー :　文のコミットに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05713エラー :　行のフェッチに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05714エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05715エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05716エラー :　出力変数の定義に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05717エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05718エラー :　出力変数の定義に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05719エラー :　行のフェッチに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05720エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05721エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05722エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05723エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05724エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05725エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05726エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05727エラー :　文の実行に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05728エラー :　文のコミットに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05729エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05730エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05731エラー :　文の実行に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05732エラー :　文のコミットに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05733エラー :　行のフェッチに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05734エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。
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ODG-05735エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05736エラー :　出力変数の定義に失敗しました。
処置 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05737エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05738エラー :　出力変数の定義に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05739エラー :　行のフェッチに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05740エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05741エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05742エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05743エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05744エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05745エラー :　文の実行に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05746エラー :　文のコミットに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05747エラー :　文の解析に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05748エラー :　変数のバインドに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05749エラー :　文の実行に失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05750エラー :　文のコミットに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05751エラー :　行のフェッチに失敗しました。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05752エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05753エラー :　ロールアップ索引が無効です。
原因 :　履歴データ・ファイルを処理しようとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererの使用を続行できる場合があります。
$ORACLE_HOME/odg/recoのディレクトリにあるすべてのファイルを保存し、使用
を続行する前にカスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05754警告 :　ORACLE_HOMEの環境変数が正しく設定されていません。
原因 :　Data Gathererが実行されている Oracleホーム・ディレクトリを検索しようと
した際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが正しくインストールされており、Oracleホーム・ディレクトリ
が存在しアクセス可能であることを確認してください。

ODG-05755警告 :　ORACLE_HOMEが見つかりません。
原因 :　Data Gathererが実行されている Oracleホーム・ディレクトリを検索しようと
した際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが正しくインストールされており、Oracleホーム・ディレクトリ
が存在しアクセス可能であることを確認してください。
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ODG-05756警告 :　言語ハンドルをテキストに変換できません。
原因 :　Data Gathererが実行されている Oracleホーム・ディレクトリを検索しようと
した際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが正しくインストールされており、Oracleホーム・ディレクトリ
が存在しアクセス可能であることを確認してください。

ODG-05757エラー :　メッセージ・バッファのメモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05758エラー :　メッセージ・バッファのメモリーの再割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05759エラー :　メッセージの送信に失敗しました。
原因 :　Data Gathererが実行されている Oracleホーム・ディレクトリを検索しようと
した際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが正しくインストールされており、Oracleホーム・ディレクトリ
が存在しアクセス可能であることを確認してください。

ODG-05760エラー :　メッセージ・バッファの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05761エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05762エラー :　メモリーの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05763エラー :　データ型が不明です。
原因 :　Data Gathererが実行されている Oracleホーム・ディレクトリを検索しようと
した際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが正しくインストールされており、Oracleホーム・ディレクトリ
が存在しアクセス可能であることを確認してください。
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ODG-05764エラー :　メッセージ・バッファが NULLです。
原因 :　Data Gathererが実行されている Oracleホーム・ディレクトリを検索しようと
した際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが正しくインストールされており、Oracleホーム・ディレクトリ
が存在しアクセス可能であることを確認してください。

ODG-05765エラー :　62912バイトを超える割当てはできません。
原因 :　Data Gathererが実行されている Oracleホーム・ディレクトリを検索しようと
した際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが正しくインストールされており、Oracleホーム・ディレクトリ
が存在しアクセス可能であることを確認してください。

ODG-05766エラー :　メモリーの割振りに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05767警告 :　NULLのポインタを解放しようとしました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05768エラー :　62912バイトを超える割当てはできません。
原因 :　Data Gathererが実行されている Oracleホーム・ディレクトリを検索しようと
した際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが正しくインストールされており、Oracleホーム・ディレクトリ
が存在しアクセス可能であることを確認してください。

ODG-05769エラー :　メモリーの割振りに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05770エラー :　データ・ソースが NULLです。
原因 :　Data Gathererが実行されている Oracleホーム・ディレクトリを検索しようと
した際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが正しくインストールされており、Oracleホーム・ディレクトリ
が存在しアクセス可能であることを確認してください。

ODG-05771エラー :　データの割当てに失敗しました。
原因 :　Data Gathererが実行されている Oracleホーム・ディレクトリを検索しようと
した際に、エラーが発生しました。
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処置 :　Data Gathererが正しくインストールされており、Oracleホーム・ディレクトリ
が存在しアクセス可能であることを確認してください。

ODG-05772エラー :　メッセージ・デコード :　vppfreeparamsに失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05773エラー :　起動中に状態情報の初期化に失敗しました。
原因 :　ターゲット（データベースまたはホスト）に何を収集中かについての情報を含
むファイルを読み込もうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　このファイルが壊れているため、このターゲットに関する履歴データは収集さ
れません。参照されているファイルを保存し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
Data Gathererの使用を続行し、そのターゲットに関連付けられたファイル（ターゲッ
ト名を含むファイル）を $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリから削除して、代
替の収集を設定できます。

ODG-05774クライアントの最大数を超えました :　少し待ってから再度接続を試みてくださ
い。
原因 :　一度に Data Gathererに接続できるクライアント数の最大に達しました。

処置 :　接続が空くのを待ってから、操作を再試行してください。

ODG-05775エラー :　スレッド情報構造体の割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05776エラー :　クライアントの待機に失敗しました。
原因 :　クライアントが、Data Gathererへの初期ソケット接続を確立しましたが、接続
要求に応答しませんでした。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05777エラー :　クライアント・メッセージ用領域の割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05778エラー :　環境からのディレクトリ /ファイル情報の取得に失敗しました。
原因 :　環境変数の値を取得しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererのインストールを検証し、環境変数があることを確認してくださ
い。
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ODG-05779警告 :　ローダーは現在実行中です。次の間隔時に再実行されます。
原因 :　Data Gatherer履歴ローダーは、ローダー受渡しの間の間隔で、保留中のデー
タ・ファイルをすべて処理することはできませんでした。そのため、ローダーはデー
タ・ファイルの処理を続行し、次の間隔で実行するようにスケジュールされます。

処置 :　処理するデータ数を減らすために、ローダー受渡しの間の間隔を短縮すること
を検討し、データのロードが可能な限り速くなるようにリポジトリのパフォーマンスを
検証してください。

ODG-05782エラー :　回復中のメモリー割当てに失敗しました。
原因 :　実行時にメモリーを割り当てようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05783エラー :　スレッド索引が無効です。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05784エラー :　パラメータの解放に失敗しました。
原因 :　実行時に割り当てられたメモリーを解放しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　このエラーは無視できますが、頻発するとメモリーを消費するため、Data 
Gathererの再起動が必要な場合があります。

ODG-05785エラー :　データの収集中にエラーが発生しました。
原因 :　現在要求されているデータを収集するために、収集カートリッジをコールしよ
うとした際に、エラーが発生しました。このエラーには普通、補足のエラー情報が含ま
れます。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05786警告 :　データ収集の間隔を超過しました。
原因 :　要求されたデータの収集に必要な総時間が、サンプル間の間隔を超えているた
め、Data Gathererではスケジュールどおりの時間に次のサンプルを収集することがで
きません。

処置 :　データの収集に十分な時間をとるように、収集するデータ数を減らすか、また
はサンプル間の間隔を増やすことを検討してください。

ODG-05787エラー :　スレッド索引が無効です。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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ODG-05788警告 :　メッセージの最大サイズを超過しました。インスタンスは切捨てられま
す。
原因 :　クライアントまたは履歴データ・ファイルにデータを送ろうとした結果、デー
タ・メッセージが許容最大サイズより大きくなります。この場合、サイズ制限に達する
前の最後の収集クラスのインスタンスで、データが切り捨てられます。

処置 :　なし。

ODG-05789エラー :　CPスレッドでデータの収集に失敗しました。
原因 :　現在要求されているデータを収集するために、収集カートリッジをコールしよ
うとした際に、エラーが発生しました。このエラーには普通、補足のエラー情報が含ま
れます。

処置 :　他のエラーを確認して、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05790エラー :　収集カートリッジがデータ・ラベルの送信に失敗しました。
原因 :　統計セットに関連するラベルを、リアルタイム・クライアントまたは履歴デー
タ・ファイルのいずれかへ送ろうとした際に、内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05791エラー :　NLS機能に障害があります。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05792エラー :　SEND_LOADER_INFO_ACKメッセージを組み立てようとしました。
原因 :　内部エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行し、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05793エラー :　履歴データベース接続を検証できません。
原因 :　Capacity Planner製品は、指定された履歴データベースに接続できません。

処置 :　履歴データベースの位置として使用されるサービス名を含むように、
tnsnames.oraファイルを変更してください。

ODG-05794エラー :　データベース・カートリッジの再初期化に失敗しました。付与された
資格証明をチェックしてください。
原因 :　Capacity Plannerユーザーが、モニター中のデータベース上の設定リストを、
正しくない設定リスト・セットに変更しました。

処置 :　データベースへの接続に使用されている設定リストが正しいことを確認してく
ださい。

ODG-05795エラー :　サービス名にある正しいファイル名の文字を置き換えようとしていま
す。
原因 :　Data Gathererが処理しようとしているサービス名が無効です。内部エラー。
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処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05796エラー :　CPデータベース /DGのバージョンが一致しません。
原因 :　Data Gathererが、互換性のない新しいバージョンに変換された CPデータベー
スに、データを書き込もうとしています。

処置 :　このバージョンの Data Gathererについては、別のユーザーを使用するか、また
は別のデータベースを使用してデータを格納するように、CPデータベースを変更して
ください。

ODG-05797 OCI機能の処理でエラーが発生しました。
原因 :　表領域が領域不足になった可能性がありますが、問題点を特定する機能とエ
ラーは、このメッセージに続くメッセージによって明確にされます。

処置 :　領域の問題であれば、表領域を拡大するか、またはデータファイルを追加する
必要があります。機能と関連エラーでも、問題解決に十分な情報が得られない場合に
は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05798エラー :　状態ファイルの再編成（VP_DEINITIALIZE_REQ）要求が見つかりま
せん。
原因 :　状態ファイルが壊れています。

処置 :　状態ファイルを削除する必要があります。コピーを保存してから、カスタマ・
サポートにご連絡ください。また、Capacity Plannerを介してサービスに再接続し、収
集を再度セットアップできます。

ODG-05799エラー :　状態ファイルの再編成（VP_END_COLLECT_REQ）要求が見つかり
ません。
原因 :　状態ファイルが壊れています。

処置 :　状態ファイルを削除する必要があります。コピーを保存してから、カスタマ・
サポートにご連絡ください。また、Capacity Plannerを介してサービスに再接続し、収
集を再度セットアップできます。

ODG-05800エラー :　回復ソケットをオープンできません。
原因 :　前の状態情報を回復する際に、Data Gathererの起動に失敗しました。

処置 :　再度、Data Gathererの再起動を試行してください。それでもエラーが解決しな
い場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

ODG-05801エラー :　ファイルの開始をシークできません。
原因 :　ディスク障害の可能性があります。オープンしたファイルが多すぎます。Data 
Gathererの内部エラーです。

処置 :　Data Gathererを停止して、再起動してください。それでも問題が解決されない
場合、状態ファイルを削除する必要があります。コピーを保存してから、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。また、Capacity Plannerを介してサービスに再接続し、収集
を再度セットアップできます。
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ODG-05802エラー :　最初の TLDで読込みエラーが発生しました。
原因 :　状態ファイルの第 1レコードが壊れています。

処置 :　状態ファイルを削除する必要があります。コピーを保存してから、カスタマ・
サポートにご連絡ください。また、Capacity Plannerを介してサービスに再接続し、収
集を再度セットアップできます。

ODG-05803エラー :　最初のレコード本体で読込みエラーが発生しました。
原因 :　状態ファイルの第 1レコードが壊れています。

処置 :　状態ファイルを削除する必要があります。. コピーを保存してから、カスタマ・
サポートにご連絡ください。また、Capacity Plannerを介してサービスに再接続し、収
集を再度セットアップできます。

ODG-05804エラー :　ファイルの読込みには connect_reqが必要です。
原因 :　状態ファイルが壊れています。

処置 :　状態ファイルを削除する必要があります。コピーを保存してから、カスタマ・
サポートにご連絡ください。また、Capacity Plannerを介してサービスに再接続し、収
集を再度セットアップできます。

ODG-05805エラー :　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　コンピュータ上で実行中のアプリケーションまたはプログラムが、多すぎる可
能性があります。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05806エラー :　VP_RECOVERYレコードの書込みに失敗しました。
原因 :　Data Gathererは、状態ファイルに記録を書き込めませんでした。

処置 :　状態ファイルが置かれているデバイスで、ディスク領域をチェックしてくださ
い。Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

ODG-05807エラー :　接続承認メッセージの読込みに失敗しました。
原因 :　Data Gathererで、ソケットからの読込みエラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05808エラー :　vppinetrsには connect_req_ackが入ります。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。メッセージが同期していません。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05809エラー :　vppinetrs connect_reqの本体が読み込まれました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。
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処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05810エラー :　ファイル・メッセージ・ヘッダーの読込みに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05811エラー :　状態ファイルの読込みでエラーが発生しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中の読込みエラーです。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05812エラー :　new_connectの書込みに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。

処置 :　状態ファイルが置かれているデバイスをチェックしてください。Data Gatherer
を再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・サポートにご連絡くだ
さい。

ODG-05813エラー :　save_connectの書込みに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。

処置 :　状態ファイルが置かれているデバイスをチェックしてください。Data Gatherer
を再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・サポートにご連絡くだ
さい。

ODG-05814エラー :　vppinetrs HDRに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケット読込みに失敗しました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05815エラー :　connect_req ackまたは connect_service ackのはずです。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。メッセージが同期していません。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05816エラー :　vppinetrs connect_req ackに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケットからの読込みに失敗しまし
た。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。
                                                                    Oracle Data Gathererメッセージ（第 2層） 4-109



ODG-05001～ ODG-05842のメッセージ
ODG-05817エラー :　vppinetws connect_service_reqに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケットへの書込みに失敗しました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05818エラー :　vppinetrsが service ackに接続しています。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケット読込みに失敗しました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05819エラー :　connect_service_ackのはずです。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケット読込みエラーのメッセージ
が同期していません。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05820エラー :　vppinetrs connect_service_ackの長さが正しくありません。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケット読込みに失敗しました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05821エラー :　ポート番号のデコードに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。メッセージ内容が正しくありません。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05822エラー :　vppstrtonumに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。文字列から数字への変換に失敗しま
した。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05823エラー :　CPポート番号が無効です。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。無効なポート番号が渡されました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05824エラー :　最初のソケットに対する vppscloseに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケットのクローズに失敗しました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。
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ODG-05825エラー :　vpprecogetsockに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケットの割当てに失敗しました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05826エラー :　new_connectの vppinetwsに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。メッセージのソケット書込みに失敗
しました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05827エラー :　save_connectの vppinetwsに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。メッセージのソケット書込みに失敗
しました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05828エラー :　vppinetrs HDRに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケットからの読込みに失敗しまし
た。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05829エラー :　slenの vppinetrsに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケットからの読込みに失敗しまし
た。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05830エラー :　vppinetwsに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケットへの書込みに失敗しました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05831エラー :　vppinetrs HDRに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケットからの読込みに失敗しまし
た。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。
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ODG-05832エラー :　slenの vppinetrsに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケットからの読込みに失敗しまし
た。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05833エラー :　 HDRのファイル読込みに失敗しました。
原因 :　状態ファイルが壊れています。

処置 :　状態ファイルを削除する必要があります。コピーを保存してから、カスタマ・
サポートにご連絡ください。また、Capacity Plannerを介してサービスに再接続し、収
集を再度セットアップできます。

ODG-05834エラー :　 blenのファイル読込みに失敗しました。
原因 :　状態ファイルが壊れています。

処置 :　状態ファイルを削除する必要があります。コピーを保存してから、カスタマ・
サポートにご連絡ください。また、Capacity Plannerを介してサービスに再接続し、収
集を再度セットアップできます。

ODG-05835エラー :　get_modulesまたは initialiaze_reqの送信に失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケット書込みに失敗しました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05836エラー :　vppinetrs HDRに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケットからの読込みに失敗しまし
た。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05837エラー :　カートリッジの準備が整っていません。再試行されます。
原因 :　カートリッジが使用できません。通常、データベースまたはノードが停止して
います。

処置 :　いずれも停止していない場合、Data Gathererは 1分に 1度、再試行します。

ODG-05838エラー :　 vppinetrs slenに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケットからの読込みに失敗しまし
た。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05839エラー :　ファイル本体の読込みに失敗しました。
原因 :　状態ファイルが壊れています。
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処置 :　状態ファイルを削除する必要があります。コピーを保存してから、カスタマ・
サポートにご連絡ください。また、Capacity Plannerを介してサービスに再接続し、収
集を再度セットアップできます。

ODG-05840エラー :　vppinetwsに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ソケットへの書込みに失敗しました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05841エラー :　vpprecoverdone()ルーチンでエラーが発生しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ファイルの改名に失敗しました。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

ODG-05842エラー :　回復ファイルのクローズに失敗しました。
原因 :　状態ファイルのリカバリ中のエラーです。ファイルが閉じています。

処置 :　Data Gathererを再起動してください。それでも問題がある場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。
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                                                            Management Packメッセージ（第
5

Management Pack メッセージ（第メッセージ（第メッセージ（第メッセージ（第 2層）層）層）層）

この章では、次の接頭辞が付いたメッセージについて、考えられる原因と解決方法を説明し
ます。

VBO-1000～～～～ VBO-1499:　　　　DBA Management Packの一般的なの一般的なの一般的なの一般的な
メッセージメッセージメッセージメッセージ

VBO-1000:　有効な Oracle IDを名前フィールドに指定してください。
原因 :　「名前」フィールドに、有効な Oracle IDが指定されていません。

処置 :　「名前」フィールドに、有効な Oracle IDを指定してください。

VBO-1001:　セッションを検索できませんでした。
原因 :　サーバー・オブジェクトのデータベースへのセッションが見つかりません。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VBO-1002:　サーバー・オブジェクトを初期化できませんでした。
原因 :　サーバー・オブジェクトの初期化の際に、データベースからの必要な情報を取
得できませんでした。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

メッセージメッセージメッセージメッセージ 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

VBO-1000～ VBO-1499:　DBA Management Packの一般的な メッセージ

VBOG-2000～ VBOG-2999:　Storage Managerメッセージ

VBOI-3000～ VBOI-3499:　Instance Managerメッセージ

VBOS-4000～ VBOS-4499:　Schema Managerメッセージ

VBOZ-2000～ VBOZ-5005:　Change Management Packメッセージ

5-1

5-2

5-4

5-4
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VBO-1003:　データ・ソースを更新できませんでした。
原因 :　DDLまたは DML操作は実行できませんでした。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VBOG-2000～～～～ VBOG-2999:　　　　Storage Managerメッセージメッセージメッセージメッセージ
VBOG-2000:　表領域が無効です。
原因 :　有効な Oracle IDではない表領域名を指定しました。

処置 :　有効な表領域名を指定してください。

VBOG-2001:　無効なサイズ。
原因 :　有効ではないサイズを指定しました。サイズは負の値にできません。

処置 :　有効な、負でないサイズ値を指定してください。

VBOG-2002:　単位が無効です。
原因 :　有効ではない単位を指定しました。

処置 :　有効な数量単位を指定してください。

VBOG-2003:　増分が無効です。
原因 :　有効な値ではない増分を指定しました。

処置 :　有効な増分値を入力してください。

VBOG-2004:　最大サイズが無効です。
原因 :　有効な値ではない最大サイズを指定しました。

処置 :　最大サイズを正の値で指定してください。

VBOG-2005:　表領域には少なくとも 1つのデータファイルが必要です。
原因 :　この表領域には、データベースが指定されていません。

処置 :　プロパティ・ページの「追加」ボタンを使用して、表領域にデータファイルを
追加してください。

VBOG-2006:　最小エクステントが無効です。
原因 :　有効な値ではない最小エクステントを指定しました。

処置 :　有効な最小エクステント値を指定してください。

VBOG-2007:　最大エクステントが無効です。
原因 :　有効な値ではない最大エクステントを指定しました。

処置 :　有効な最大エクステント値を指定してください。
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VBOG-2008:　増分率が無効です。
原因 :　有効な値ではない増分率を指定しました。

処置 :　有効な増分率値を指定してください。

VBOG-2009:　最大エクステントの指定が無効です。
原因 :　最大エクステント・サイズは、ファイル・サイズより大きく設定する必要があ
ります。

処置 :　ファイル・サイズより大きい最大エクステントを指定してください。

VBOG-2010:　REDOログ・グループ番号が無効です。
原因 :　REDOログ・グループ番号として 0以下を指定しました。

処置 :　正の数を指定してください。

VBOG-2011:　REDOログ・スレッド番号が無効です。
原因 :　REDOログ・スレッド番号として 0以下を指定しました。

処置 :　REDPログ・スレッド番号を正の数で指定してください。

VBOI-3000～～～～ VBOI-3499:　　　　Instance Managerメッセージメッセージメッセージメッセージ
VBOI-3000:　構成名 <名前 >が無効です。
原因 :　空または無効な構成名を指定しました。

処置 :　有効な構成名を指定してください。

VBOI-3001:　データベースの停止に失敗しました。
原因 :　不明な例外のため、データベースの停止に失敗しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VBOI-3002:　データベースの起動に失敗しました。
原因 :　不明な例外のため、データベースの起動に失敗しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VBOI-3003:　次のファイル I/Oに失敗しました。<文字列 >
原因 :　ファイルからの読込み、またはファイルへの書込みの際に、I/O例外が発生し
ました。

処置 :　ファイル名、許可、ディスク領域、その他をチェックしてください。

VBOI-3004:　使用可能なリポジトリ・セッションはありません。
原因 :　リポジトリ・セッションがNULLであるか、または Oracle Management Server
にリポジトリへの有効な接続がありません。
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VBOS-4000～ VBOS-4499:　Schema Managerメッセージ
処置 :　リポジトリ・セッションが確立されていることを確認し、Oracle Management 
Serverにリポジトリへの有効な接続があるかどうかチェックしてください。管理サー
バーに有効な接続があるかどうかを確認する 1つの方法は、別の DBAアプリケーショ
ンを使用して接続することです。接続に成功した場合、リポジトリ・セッションは有効
です。

VBOI-3005:　有効な値がありません。
原因 :　入力した値が、その値のデータ型と合致していないか、またはフォーマットが
正しくありません。

処置 :　対応するデータ型に合致した値を入力してください。

VBOS-4000～～～～ VBOS-4499:　　　　Schema Managerメッセージメッセージメッセージメッセージ
VBOS-4000:　間隔値 {0}が無効です。

原因 :　空または無効な間隔を指定しました。

処置 :　有効な間隔値を指定してください。

VBOS-4001:　キャッシュ・サイズ値 {0}が無効です。
原因 :　キャッシュ・サイズ値に負の数を指定しました。

処置 :　正のキャッシュ・サイズ値を入力してください。

VBOS-4002:　「列」フィールドは、有効な Oracle IDでなければなりません。
原因 :　有効な Oracle IDではない列名が指定されました。

処置 :　有効な列名を指定してください。

VBOZ-2000～～～～ VBOZ-5005:　　　　Change Management Packメッセージメッセージメッセージメッセージ
VBOZ-2000:　有効な宛先を指定してください。
原因 :　入力した宛先は、すでにこの計画に関連付けられています。

処置 :　この計画に関連付けられていない宛先を指定してください。

VBOZ-2002:　この計画には、すでに宛先 <文字列 >が含まれています。
原因 :　入力した宛先は、すでにこの計画に関連付けられています。

処置 :　この計画に関連付けられていない宛先を指定してください。

VBOZ-5000:　<文字列 >という名前の計画はすでに存在します。別の名前を選択してくだ
さい。
原因 :　すでに存在する計画名を入力しました。

処置 :　一意の計画名を指定してください。
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VBOZ-2000～ VBOZ-5005:　Change Management Packメッセージ
VBOZ-5001:　有効な計画名を指定してください。
原因 :　入力した宛先は、すでにこの計画に関連付けられています。

処置 :　この計画に関連付けられていない宛先を指定してください。

VBOZ-5002:　<文字列 >以外で始まる計画名を指定してください。
原因 :　無効な計画名を入力しました。

処置 :　ASM$_で始まる計画名は、Oracle Change Management Packによって予約され
ています。ASM$_以外で始まる計画名を指定してください。

VBOZ-5005:　計画 <文字列 >が見つかりません。
原因 :　存在しない計画を編集または表示しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　計画がリポジトリに存在するかどうか検証してください。
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VBOZ-2000～ VBOZ-5005:　Change Management Packメッセージ
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                                                            Index Tuning Wizardメッセージ（第 2
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Index Tuning Wizard メッセージ（第メッセージ（第メッセージ（第メッセージ（第 2層）層）層）層）

この章では、次の接頭辞が付いたメッセージについて、考えられる原因とお薦めする解決方
法を説明します。

VBUI-1000～～～～ VBUI-1009のののの Index Tuning Wizardメッセージメッセージメッセージメッセージ
VBUI-1000:　無効な ORACLE_HOME

原因 :　ORACLE_HOMEに有効な値がありません。

処置 :　ORACLE_HOMEを、リリース 2のホーム・ディレクトリに設定してください。

VBUI-1001:　無効なリポジトリ設定リスト
原因 :　Oracle Expertまたはコマンド・ラインから受け渡されたリポジトリ設定リスト
が、失われたか、または無効です。

処置 :　有効なリポジトリ設定リストを指定してください。

VBUI-1002:　無効な Oracle Management Serverの設定リスト
原因 :　コンソールまたはコマンド・ラインから受け渡されたリポジトリ設定リストが、
失われたか、または無効です。

処置 :　有効な Oracle Management Server設定リストを指定してください。

VBUI-1003:　Oracle Management Serverへの接続に失敗しました。
原因 :　Oracle Management Serverが停止しているか、または再起動の必要があります。

処置 :　Oracle Management Serverを再起動してください。

VBUI-1004:　OMSからリポジトリ設定リストの取出し中にエラーが発生しました。
原因 :　Oracle Management Server（OMS）が停止しています。

メッセージメッセージメッセージメッセージ 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ
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VBUI-1000～ VBUI-1009の Index Tuning Wizardメッセージ
処置 :　Oracle Management Serverを再起動してください。

VBUI-1006:　ターゲット・データベースへの接続に失敗しました。ユーザー名とパスワード
が使用できません。
原因 :　ターゲットのユーザー名またはパスワード（あるいはその両方）に、NULL値
が含まれています。

処置 :　コンソールで、ターゲット・データベースに優先接続情報リストを設定するか、
またはコマンド・ラインでユーザー名およびパスワードを渡してください。それでもま
だエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VBUI-1007:　ターゲット・データベースへの接続が失われました。
原因 :　ターゲット・データベースに接続しようとした際に、エラーが発生しました。

処置 :　接続を試行したターゲット・データベースが起動していることを確認してくだ
さい。まだエラーが発生する場合は、TNSNAMES.ORAファイルにデータベース・エ
ントリがあるかどうか確認してください。それでもまだエラーが発生する場合は、カス
タマ・サポートにご連絡ください。

VBUI-1008:　{0}コマンドの実行に失敗しました。
原因 :　そのコマンドがシステム上に見つかりません。

処置 :　そのコマンドが、システムとシステム PATHに存在していることを確認してく
ださい。まだエラーが発生する場合は、再インストールを行ってください。

VBUI-1009:　リポジトリ・マネージャ・プロセスが割り込まれました。
原因 :　処理は予期せずに終了しました。

処置 :　再試行してください。
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Oracle Change Management Pack

メッセージメッセージメッセージメッセージ

この章では、次の接頭辞が付いたメッセージについて、考えられる原因とお薦めする解決方
法を説明します。

VBZ-1049～～～～ VBZ-3121のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VBZ-1049:　影響ログの保存中に SQLエラーが発生しました。
原因 :　影響ログの保存中に SQLエラーが発生しました。

処置 :　例外によって問合せが失敗した場合は、データベースが起動していることを確
認し、表が満杯になっていないか、または壊れていないかどうかを確認してください。
それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VBZ-3118:　変更計画の読込み中にエラーが発生しました。
原因 :　変更計画の読込みを試行中に、エラーが発生しました。

処置 :　計画を読み込もうとしている元のリポジトリが起動していることを確認してく
ださい。また、何らかの理由で計画が破損していないかどうかも確認してください。そ
れでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VBZ-3119:　変換データベース・セッションのクリーン・アップ中にエラーが発生しました。
原因 :　データベース・セッションをクローズしようとした際に、エラーが発生しまし
た。

処置 :　クローズしようとするデータベース・セッションが起動していることを確認し
てください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡くだ
さい。

メッセージメッセージメッセージメッセージ 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

VBZ-1049～ VBZ-3121のメッセージ

VBZU-1006～ VBZU-1009のメッセージ
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VBZU-1006～ VBZU-1009のメッセージ
VBZ-3120:　スクリプト生成中に予期しないエラーが発生しました。
原因 :　計画の変換中に、予期しないエラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VBZ-3121:　生成済スクリプトの保存中にエラーが発生しました。
原因 :　生成済スクリプトの保存中にエラーが発生しました。

処置 :　リポジトリ・データベースが起動していることを確認してください。まだエ
ラーが発生する場合は、リポジトリに十分な領域があることを確認してください。また
は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VBZU-1006～～～～ VBZU-1009のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VBZU-1006:　予期しない例外
原因 :　予期しないエラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VBZU-1009:　VbzuGrantIdに渡された権限 IDが無効です。
原因 :　使用する権限 IDが有効ではありません。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。
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Oracle Enterprise Manager フレームワーク・フレームワーク・フレームワーク・フレームワーク・

メッセージメッセージメッセージメッセージ

この章では、次の接頭辞が付いたメッセージについて、考えられる原因と解決方法を説明し
ます。

VDE-1000～～～～ VDE-1499のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VDE-1003:　イベントが不完全です。
原因 :　不完全なイベントを登録しようとしました。

処置 :　登録する前に、イベントを完成してください。

VDE-1004:　エージェントとの接続中にシステム・エラーが発生しました。
原因 :　ターゲットの命名サービスで、エージェントとの接続中に、回復不可能なエ
ラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VDI-0000～～～～ VDI-0249のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VDI-0001:　内部エラー - <パラメータ >からの状態変更が無効です。
原因 :　Oracle Enterprise Managerで、内部エラーが発生しました。

メッセージメッセージメッセージメッセージ 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

VDE-1000～ VDE-1499のメッセージ

VDI-0000～ VDI-0249のメッセージ

VDOUS-00101～ VDOUS-00115のメッセージ

VDR-7000～ VDR-7249のメッセージ

VDU-6000～ VDU-6999のメッセージ
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VDOUS-00101～ VDOUS-00115のメッセージ
処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VDI-0002:　システム・エラーが発生しました。
原因 :　リポジトリ接続が失われたかリポジトリが破損しているため、またはインス
トールが適切ではないために、内部エラーが発生した可能性があります。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。Oracle Enterprise Managerのトレー
ス・ファイルを提出する場合もあります。

VDOUS-00101～～～～ VDOUS-00115のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VDOUS-00101:　Java VM作成中のエラーです。
原因 :　Oracle Management Serverのインストールが正しくありません。

処置 :　Management Packを再インストールしてください。再インストールに失敗した
場合は、カスタマ・サポートに問い合せてください。

VDOUS-00102:　 CLASSPATH <パス >で、クラス <名前 >を検出できません。
原因 :　必要なコンポーネントがインストールされていません。

処置 :　足りないコンポーネントを再インストールしてください。

VDOUS-00103:　クラス <クラス >でメソッドを検出できません :　<メソッド >
原因 :　CLASSPATHにあるクラス /ZIPファイルのバージョンが、正しくありません。

処置 :　古いバージョンのクラス /ZIPファイルを削除して、Management Packを再イ
ンストールしてください。

VDOUS-00104:　<メソッド >に、新規の Javaオブジェクト <名前 >を割り当てられませ
ん。
原因 :　Java仮想マシンが、メモリー不足です。

処置 :　すべてのManagement Packアプリケーションを終了し、再起動してください。

VDOUS-00106:　割当てを実行するためのメモリーが不足しています。
原因 :　ブリッジ起動中に問題が発生しました。

処置 :　他のアプリケーションをいくつか閉じてから、再試行してください。

VDOUS-00107:　<名前 >に対する GetDispatchDriverで、CoInitializeに失敗しました。
原因 :　OLEの初期化において問題が発生しました。

処置 :　Management Packを再インストールしてください。

VDOUS-00108:　<名前 >に対する CLSIDFromProgIDに失敗しました。
原因 :　OLEの初期化において問題が発生しました。

処置 :　Management Packを再インストールしてください。
8-2 Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル                              



VDR-7000～ VDR-7249のメッセージ
VDOUS-00109:　 <名前 >に対する GetActiveObject/CoCreateInstanceに失敗しました。
原因 :　OLEの初期化において問題が発生しました。

処置 :　Management Packを再インストールしてください。

VDOUS-00110:　 <名前 >に対する QueryInterfaceに失敗しました。
原因 :　OLEの初期化において問題が発生しました。

処置 :　Management Packを再インストールしてください。

VDOUS-00111:　<名前 >に対する CoInitializeに失敗しました。
原因 :　OLEの初期化において問題が発生しました。

処置 :　Management Packを再インストールしてください。

VDOUS-00112:　<名前 >に対する CLSIDFromProgIDに失敗しました。
原因 :　OLEの初期化において問題が発生しました。

処置 :　Management Packを再インストールしてください。

VDOUS-00113:　インタフェース <名前 >に対するアクティブ・オブジェクトの取得に失敗
しました。
原因 :　OLEの初期化において問題が発生しました。

処置 :　Management Packを再インストールしてください。

VDOUS-00114:　インタフェース <名前 >に対する IDispatchの取得に失敗しました。
原因 :　OLEの初期化において問題が発生しました。

処置 :　Management Packを再インストールしてください。

VDOUS-00115:　インタフェース <名前 >に対する DISPIDの取得に失敗しました。
原因 :　OLEの初期化において問題が発生しました。

処置 :　Management Packを再インストールしてください。

VDR-7000～～～～ VDR-7249のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VDR-7000:　レジストリへのアクセス中のエラー
原因 :　データベース接続が失われたか、無効なトランザクションまたは無効な SQL操
作が発生した可能性があります。エラーの詳細は、例外に含まれています。

処置 :　接続が失われた、またはリポジトリが停止していた場合であれば、Oracle 
Management Serveを再起動してください。それでも内部エラーが発生する場合には、
カスタマ・サポートに連絡し、メッセージに表示された情報を含む問題レポートを記録
しておいてください。
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VDU-6000～ VDU-6999のメッセージ
VDR-7001:　キーを登録できません。
原因 :　Configuration Assistantの実行中に、次のいずれかが発生しました。

■ データベース接続が失われた。

■ 無効なトランザクション。

■ 無効な SQL操作。

処置 :　Oracle Management Serverの構成を再実行してください。

VDU-6000～～～～ VDU-6999のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VDU-6000:　プリンシパルは、アクセスが取り消されたオブジェクトをまだ所有していま
す。
原因 :　ユーザーがジョブまたはイベントを所有しているために、ジョブまたはイベン
ト・サブシステム（あるいはその両方）へのアクセスが取り消されています。ジョブま
たはイベントは、発行または登録されただけでなく、対応するライブラリに常駐してい
ます。

処置 :　すべてのジョブおよびイベントの所有権を、他のユーザーに割り当ててから、
操作を再試行してください。
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Oracle SQL Analyze サービス・メッセージサービス・メッセージサービス・メッセージサービス・メッセージ

VMQ-00001～～～～ VMQ-00055のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VMQ-00001:　ここではヒント・ウィザードを使用できません。「類似作成」を使ってこの

SQLを複製してから、ヒント・ウィザードを使ってください。
原因 :　読込み専用の SQL文について、ヒント・ウィザードが起動されました。
EXPLAIN PLANの生成後、SQL文は編集できません。

処置 :　「ファイル」→「類似作成」を選択して、ナビゲータ・ツリーにある文をコピー
します。コピーしたファイルを選択して、ヒント・ウィザードを使用してください。

VMQ-00002:　ヒント・ウィザードでは、INSERT、UPDATEまたは DELETE文にヒントが
追加されません。
原因 :　ヒント・ウィザードは、INSERT、UPDATEまたは DELETE文を含む文につい
て起動されました。現在、これらの文はサポートされていません。

処置 :　なし

VMQ-00003:　DML（削除、挿入、選択、更新）文ではありません。EXPLAIN PLANを取得
できません。
原因 :　データ操作言語（DML）のコマンドを使用しない文です。DMLコマンドを使
用しない文には、EXPLAIN PLANがありません。

処置 :　現在、Oracle SQL Analyzeでは、この文を分析またはチューニングできません。

VMQ-00004:　データベース・セッション・パラメータを取り出せません。
原因 :　Oracle SQL Analyzeでは、接続したデータベースのパラメータを表示できませ
ん。これは、Oracle SQL Analyzeでリリース 7.2より前のデータベースがサポートされ
ていないためか、または V$parameter表が壊れている可能性があります。

処置 :　データベースがバージョン 7.2以降の場合は、カスタマ・サポートにご連絡くだ
さい。

VMQ-00005:　内部エラー
原因 :　内部エラーが発生しました。
ージ 9-1



VMQ-00001～ VMQ-00055のメッセージ
処置 :　操作を再試行してください。このメッセージが続けて表示される場合は、カス
タマ・サポートにご連絡ください。

VMQ-00006:　SQLの有効性検査ができません。構文エラー <文字列 >
原因 :　構文上正しくない SQL文が生成されました。

処置 :　構文エラーがないかどうか、文をチェックしてください。スペルミスや入力ミ
スがないかどうか、文をチェックしてください。

VMQ-00007:　この操作を実行するには、このセッションを接続する必要があります。
原因 :　接続されていないデータベースにアクセスしようとしました。

処置 :　ナビゲータ・ウィンドウのデータベース・ノードを拡張してください。これに
よってデータベースが接続され、そのデータベース上で操作できるようになります。

VMQ-00008:　選択した副問合せのヒント・リストを解析できません。
原因 :　問合せに、正しくないヒント構文があります。

処置 :　ヒント構文をチェックするか、またはヒントをすべて削除してください。構文
を自動的にチェックするヒント・ウィザードを使用すると、文にヒントを追加できま
す。

VMQ-00009:　内部エラー :　ANALYZEコマンドに指定したパラメーラが無効です。
原因 :　チューニング・ウィザードの「統計の推定」オプションに指定した比率が、1～
100の整数ではありません。

処置 :　1～ 100の比率を指定してください。

VMQ-00010:　Oracle8のオブジェクト IDが見つかりません。
原因 :　Oracle SQL Analyzeで、Oracleデータベースが見つかりませんでした。

処置 :　データベースが壊れている可能性があります。カスタマ・サポートにご連絡く
ださい。

VMQ-00011:　セッション・レベルでパラメータ <パラメータ >を設定できません。
原因 :　Oracle SQL Analyze内からは変更できないデータベース・パラメータを編集し
ようとしました。

処置 :　Oracle SQL Analyzeをクローズし、Oracle Instance Managerを使用するか、ま
たは init.oraファイルを手動で編集して、パラメータを変更してください。

VMQ-00012:　選択した別名または表名がリスト中の他の名前と競合しています。
原因 :　選択した別名または表名が、リストの他の名前と競合しています。

処置 :　有効な別名または表名を選択してください。

VMQ-00017:　SQL文の有効性を検査できません。
原因 :　Oracle SQL Analyzeで、その文が参照する表またはビューが見つかりませんで
した。SQL文の識別子を解読できませんでした。
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処置 :　そのオブジェクトに対する権限があるかどうかを確認してください。

VMQ-00018:　内部データ・フォーマット・エラーが発生しました。要求されている操作を
継続できません。
原因 :　Oracle SQL Analyze内のデータの不整合によって、内部エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VMQ-00019:　バインド変数ダイアログが取り消されたため、バインド変数が指定されてい
ません。
原因 :　バインド変数を指定する前に、バインド変数のダイアログがキャンセルされま
した。

処置 :　操作を再試行してください。バインド変数のダイアログはキャンセルしないで
ください。

VMQ-00020:　オブジェクト <オブジェクト >は存在しますが、表またはビューではありま
せん。
原因 :　SQL文の識別子のいずれかが、表またはビューではありませんでした。その
SQL文によって呼びだされる操作には、表またはビューが必要です（たとえば、その文
は索引を選択しようとした可能性があります）。

処置 :　SQL文をチェックして、識別子を訂正してください。

VMQ-00021:　オブジェクト <オブジェクト >は存在しますが、予想のオブジェクト・タイ
プではありません。
原因 :　Oracle SQL Analyzeでは、オブジェクトを読み込むことができませんでした。
データベースが壊れている可能性があります。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VMQ-00022:　次の値は、このバインド変数に適していません :　<値 >

原因 :　数値タイプのバインド変数に、非数値を指定しました。

処置 :　バインド変数の値に数値を入力してください。

VMQ-00023:　オブジェクト <オブジェクト >のタイプを判別できません。
原因 :　Oracle SQL Analyzeでは、指定したオブジェクトを読み込むことができません
でした。データベースが壊れている可能性があります。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VMQ-00026:　PLAN_TABLEを作成できません。
原因 :　適切な CREATE TABLE権限が使用不能であるため、または指定したディスクに
十分な領域がないために、Oracle SQL Analyzeでは計画表を作成できませんでした。

処置 :　CREATE TABLE権限を持っていること、および指定したディスクに十分な空き
領域があることをチェックしてください。
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VMQ-00027:　PLAN_TABLEを削除できません。
原因 :　計画表のバージョンがデータベースに合っていません。適切なアクセス権限が
使用不能になっている可能性があります。

処置 :　データベース管理者（DBA）に連絡して、データベースを削除してください。

VMQ-00028:　オブジェクトが見つかりませんでした。
原因 :　SQL問合せの有効性検査を実行しようとしましたが、その文で参照される表ま
たはビューが存在しないため、失敗しました。

処置 :　構文エラーがないかどうか、文をチェックしてください。スペルミスや入力ミ
スがないかどうか、文をチェックしてください。

VMQ-00030:　チューニング・ウィザードでは、INSERT、UPDATEまたは DELETE文は改
善されません。
原因 :　チューニング・ウィザードは、INSERT、UPDATEまたは DELETE文を含む文
について起動されました。現在、これらの文はサポートされていません。

処置 :　なし

VMQ-00031:　Oracle 7.2以前のセッション・レベルで設定できるセッション・パラメータ
がありません。
原因 :　Oracle SQL Analyze内からは変更できないデータベース・パラメータを編集し
ようとしました。

処置 :　Oracle SQL Analyzeをクローズし、Oracle Instance Managerを使用するか、ま
たは init.oraファイルを手動で編集して、パラメータを変更してください。

VMQ-00032:　リポジトリ・マネージャではリポジトリの有効性検査ができません。
原因 :　リポジトリ・マネージャが失敗したか、またはリポジトリが壊れました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VMQ-00033:　SQL文の有効性を検査できません。:　<文字列 >
原因 :　SQL文の識別子を解読できませんでした。

処置 :　文に構文エラー、スペルミス、入力ミスがないかどうかをチェックしてくださ
い。

VMQ-00034:　Oracle Enterprise Managerの SDKが使用不能です。Oracle SQL Analyzeの
使用中は、Oracle Enterprise Managerコンソールが実行されている必要があります。
原因 :　Oracle Enterprise Managerの起動前に Oracle SQL Analyzeが起動されたか、ま
たは Oracle SQL Analyzeの実行中に Oracle Enterprise Managerをクローズしました。

処置 :　Oracle Enterprise Managerを再起動して、Oracle SQL Analyzeの実行中はその
まま実行しておいてください。

VMQ-00035:　Oracle Enterprise Manager SDK呼出しに失敗しました :　<文字列 >

原因 :　Oracle Enterprise Managerコンソールが、不明な原因によって停止しました。
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処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VMQ-00036:　Oracle Enterprise Manager SDK配列アクセスに失敗しました。
原因 :　Oracle Enterprise Managerコンソールが、不明な原因によって停止しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VMQ-00037:　このデータベースでセッション接続を試行しています。この操作を停止する
か、または終了するまでお待ちください。
原因 :　データベースへ接続する最初の試行を処理中に、2度目の接続が試行されまし
た。

処置 :　データベース・ノードを何度もクリックしないでください。任意のメニュー→
「操作の取消」を選択してこの操作を停止するか、または終了するまで待ってください。

VMQ-00038:　この SQL項目は、バックグラウンド操作が進行中なので削除できません。削
除する前に、現行の EXPLAIN PLANまたは実行操作を取り消してください。
原因 :　SQL文は、EXPLAIN PLANまたは実行オプションが実行されていたため、削
除できませんでした。

処置 :　操作をキャンセルしてから、文を削除してください。

VMQ-00039:　SQL文ラベルの長さは、1～ 255文字でなければなりません。空でなく、
256文字未満の新しいラベルを入力してください。
原因 :　空か、または 255文字より長い SQL文が入力されました。

処置 :　その文に、1文字以上 255文字以下の長さの新しいラベルを入力してください。

VMQ-00040:　EXPLAIN PLAN操作は、SQL文にあいまいな参照が含まれているため完了で
きませんでした。
原因 :　「所有者の選択」ダイアログがキャンセルされました。

処置 :　EXPLAIN PLAN操作を再試行してください。操作の進行中はダイアログをキャ
ンセルしないでください。

VMQ-00041:　SQL文にはあいまいな参照分が含まれているため、有効性検査ができません
でした。「所有者の選択」ダイアログは取り消されました。
原因 :　「所有者の選択」ダイアログがキャンセルされました。

処置 :　ヒント・ウィザードまたはチューニング・ウィザードを起動してください。「所
有者の選択」ダイアログのオープン後は、適切な所有者を選択するまで、ダイアログを
キャンセルしないでください。

VMQ-00042:　'リポジトリに接続 '操作は取り消しできません。完了するまで待つか、また
は SQL Analyzeを終了してください。
原因 :　リポジトリ接続の進行中にキャンセルしようとしました。

処置 :　操作が完了するまで待つか、または Oracle SQL Analyzeを終了してください。
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VMQ-00043:　'リポジトリのロード '操作は取り消しできません。完了するまで待つか、ま
たは Oracle SQL Analyzeを終了してください。
原因 :　リポジトリ接続の進行中にキャンセルしようとしました。

処置 :　操作が完了するまで待つか、または Oracle SQL Analyzeを終了してください。

VMQ-00044:　Oracle RDBMSバージョンは使用できません。
原因 :　Oracle SQL Analyzeでは、この情報を持つ V$version表にアクセスできません
でした。

処置 :　V$versionへのアクセス権限があることを確認してください。

VMQ-00045:　削除できません。データベースが接続されていないか、またはビジーです。
原因 :　ターゲット・データベースが接続されていないため、ドラッグ・アンド・ド
ロップ操作が失敗しました。

処置 :　ターゲット・データベースを拡張してから、ナビゲータ・ウィンドウのデータ
ベース・オブジェクトに SQL文をドラッグしてください。

VMQ-00046:　無効なデータベース・リンク :　<リンク >
原因 :　SQL文で、存在しないデータベース・リンクを参照しています。

処置 :　SQL文の入力エラーを訂正してください。

VMQ-00047:　プライベート・データベース・リンク :　<リンク >にアクセスできません。
所有者 :　<名前 >
原因 :　SQL文で、あるスキーマのプライベートなデータベース・リンクを参照してい
ます。

処置 :　同じ名前で、定義の類似したパブリック・データベース・リンクを作成してく
ださい。

VMQ-00048:　このサービスは、すでに検出されています。他のデータベースを指定してく
ださい。
原因 :　定義しようとする新規のデータベース・サービス（または編集中の既存のデー
タベース・サービス）は、既存のデータベース・サービスと名前が同じです。

処置 :　新規（または変更後）のデータベース・サービスに、別の名前を選択してくだ
さい。

VMQ-00049:　管理サーバーに接続できません <名前 >。OMSが実行中であり、リポジト
リ・データベースが使用可能であることを確認してください。
原因 :　OLE-OMSブリッジを使ってリポジトリに接続しようとしましたが、接続でき
ませんでした。Oracle Management Serverが実行されていないか、またはリポジトリ・
データベースに接続できません。

処置 :　Oracle Management Serverを起動し、そのリポジトリに対するリスナーとデー
タベースが実行されていることを確認してください。
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VMQ-00050:　内部エラー :　OMSからリポジトリ設定リストを取得できません
原因 :　SQL Analyzeのログイン中に、Oracle Management Serverが停止しました。

処置 :　SQL Analyzeを停止し、Oracle Management Serverを再起動してから SQL 
Analyzeを再起動してください。

VMQ-00051:　これらの統計には、負数以外の数しか指定できません。負数が含まれる統計
を編集してください。
原因 :　ユーザーが、オブジェクト統計に不適切な（負の）値を指定しました。

処置 :　負の統計を編集して、それを正（または 0）に改めてください。

VMQ-00052:　列 <列 >の概要を取得できません。
原因 :　オブジェクト・プロパティを表示中の表が削除されました。

処置 :　「リフレッシュ」ボタンをクリックして、「オブジェクト・プロパティ」ダイア
ログをリフレッシュしてください。

次の 2つのエラーは、番号が同じです。

VMQ-00053:　列 <列 >のデータ・ディクショナリ統計を取得できません。
原因 :　必要なデータ・ディクショナリ統計を持つ表が削除されました。

処置 :　現在のダイアログまたはウィザードを終了して、再試行してください。

VMQ-00053:　保存できる索引推奨事項の実装スクリプトはありません。
原因 :　保存しようとした実装スクリプトは、まだ生成されていません。

処置 :　推奨事項実装スクリプトを生成してから、それを保存してください。

VMQ-00054:　列%1の推定を取得できません
原因 :　SQL Tuning Wizardでデータ配布を計算中の表が削除されました。

処置 :　操作をキャンセルして、SQL Tuning Wizardを終了してから再起動してくださ
い。

VMQ-00055:　この操作を実行できません。ユーザー接続は接続されていません。
原因 :　データベース・サービスが接続されていない状態で、接続を必要とする操作が
試行されました。

処置 :　ナビゲータ・ツリーでノードを拡張して、データベース・サービスに接続して
ください。
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VMS-00001～～～～ VMS-00004:　重要なエラー・メッセージ　重要なエラー・メッセージ　重要なエラー・メッセージ　重要なエラー・メッセージ
VMS-00001:　空ドキュメントの作成に失敗しました。
原因 :　ドキュメントを作成できませんでした。

処置 :　パフォーマンス・パックを再インストールしてください。

VMS-00002:　OLEの初期化に失敗しました。OLEライブラリのバージョンを確認してくだ
さい。
原因 :　AfxOleInitシステム・コールに失敗しました。

処置 :　OLEライブラリのバージョンを確認してください。

VMS-00003:　パブリック・シノニム <名前 >にアクセスできません。これ以上続けられま
せん。「再試行」を押して再接続してください。
原因 :　存在していないか、ユーザーにアクセス許可がない可能性があるので、重要な
パブリック・シノニムにはアクセスできませんでした。

処置 :　システム管理者に依頼して、スクリプト CATALOG.SQLを実行してください。

VMS-00004:　パブリック・シノニムにアクセスできません。これ以上続けられません。「再
試行」を押して再接続してください。
原因 :　v$session、v$sesstatおよび v$statnameパブリック・シノニムにアクセスでき
ませんでした。シノニムが存在していないか、ユーザーにアクセス許可がない可能性が
あります。

処置 :　システム管理者に依頼して、スクリプト CATALOG.SQLを実行してください。
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VMS-01000～～～～ VMS-01016:　重要でないエラー・メッセージ　重要でないエラー・メッセージ　重要でないエラー・メッセージ　重要でないエラー・メッセージ
VMS-01000:　パブリック・シノニム V$OPEN_CURSORにアクセスできません。オープ
ン・カーソルを表示できません。
原因 :　v$open_cursorは存在しないか、またはユーザーに必要なアクセス許可があり
ません。

処置 :　システム管理者に依頼して、スクリプト CATALOG.SQLを実行してください。

VMS-01001:　パブリック・シノニム V$SQLTEXTにアクセスできません。EXPLAIN PLAN
を表示できません。
原因 :　v$sqltextは存在しないか、またはユーザーに必要なアクセス許可がありません。

処置 :　システム管理者に依頼して、スクリプト CATALOG.SQLを実行してください。

VMS-01002:　パブリック・シノニム V$LOCKにアクセスできません。ロック情報を表示で
きません。
原因 :　v$lockは存在しないか、またはユーザーに必要なアクセス許可がありません。

処置 :　システム管理者に依頼して、スクリプト CATALOG.SQLを実行してください。

VMS-01003:　パブリック・シノニム SYS.DBA_WAITERSにアクセスできません。ブロッ
ク化セッションを表示できません。
原因 :　シノニムが存在しないか、またはユーザーがシノニムへのアクセスに必要な許
可を持っていません。

処置 :　システム管理者に依頼して、スクリプト CATBLOG.SQLを実行してください。
そうすれば、ビュー DBA_WAITERSおよび DBA_LOCKSの列すべての選択権限が付与
されます。

VMS-01004:　表 SYS.PLAN_TABLEにアクセスできません。EXPLAIN PLANを表示できま
せん。
原因 :　sys.plan_tableは存在しないか、またはユーザーに必要なアクセス許可がありま
せん。

処置 :　システム管理者に依頼して、UTLXPLAN.SQLを実行し、この表の列すべてに
ついて SELECT、INSERTおよび DELETEの権限を自分に付与してください。

VMS-01005:　パブリック・シノニム DBA_OBJECTSにアクセスできません。ブロック化
セッションを表示できません。
原因 :　dba_objectsは存在しないか、またはユーザーに必要なアクセス許可がありませ
ん。

処置 :　システム管理者に依頼して、スクリプト CATALOG.SQLを実行してください。
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VMS-01006:　SYS.PLAN_TABLEにアクセスできません。EXPLAIN PLANを表示できませ
ん。
原因 :　sys.plan_tableは存在しないか、またはユーザーに必要なアクセス許可がありま
せん。

処置 :　システム管理者に依頼して、次の操作を実行してください。スクリプト
CATALOG.SQLおよび UTLXPLAN.SQLを実行します。DBA_WAITERSのすべての列
について SELECT権限を付与します。そして、SYS.PLAN_TABLEのすべての列につい
て SELECT、INSERTおよび DELETEの権限を付与します。

VMS-01007:　システムがタイマーの割当てに失敗しました。
原因 :　タイマーをシステムから取得できませんでした。

処置 :　タイマーを使用する他のアプリケーションをクローズしてみてください。

VMS-01008:　データベースへの接続に失敗しました。
原因 :　データベース・セッションをオープンできませんでした。

処置 :　別のユーザー名またはパスワード、接続文字列を指定してください。

VMS-01009:　ファイル topsess.optが見つかりません。
原因 :　オプション・ファイル topsess.optが見つかりませんでした。

処置 :　デフォルト・オプションを指定し、続行してください。すでに存在する場合、
Oracle TopSessionsはこのファイルを再作成します。

VMS-01010:　topsess.optファイルの読込みに問題があります。
原因 :　オプション・ファイル topsess.optを読み込めません。

処置 :　デフォルト・オプションを指定し、続行してください。すでに存在する場合、
Oracle TopSessionsはこのファイルを再作成します。

VMS-01011:　topsess.optファイルに書き込めませんでした。
原因 :　オプション・ファイル topsess.optファイルに書込みできません。

処置 :　このファイルは読込み専用か、またはディスク領域が足りません。

VMS-01012:　topsess.optファイルに変換できませんでした。
原因 :　オプション・ファイル topsess.optに変換できません。

処置 :　このファイルは読込み専用か、またはディスク領域が足りません。

VMS-01013:　これ以上処理できません。「再試行」を押して再接続してください。
原因 :　データベースに接続できません。

処置 :　「再試行」ボタンを押して、再接続してください。
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VMS-01014:　SYS.DBA_WAITERSおよび SYS.PLAN_TABLEがアクセス可能かどうか検
証できません。アクセス可能と仮定しています。
原因 :　SYS.DBA_WAITERSおよび SYS.PLAN_TABLEがアクセス可能かどうかを確認
できません。

処置 :　なし

VMS-01015:　パブリック・シノニム V$ROLLNAMEにアクセスできません。ロック情報を
表示できません。
原因 :　v$rollnameパブリック・シノニムにアクセスできません。存在していないか、
アクセス許可がない可能性があります。

処置 :　システム管理者に依頼して、スクリプト CATALOG.SQLを実行してください。

VMS-01016:　パブリック・シノニム AUDIT_ACTIONSにアクセスできません。セッショ
ン・コマンドを表示できません。
原因 :　audit_actionsパブリック・シノニムにアクセスできません。存在していないか、
アクセス許可がない可能性があります。

処置 :　システム管理者に依頼して、スクリプト CATALOG.SQLを実行してください。

VMS-02000～～～～ VMS-02009:　情報メッセージ　情報メッセージ　情報メッセージ　情報メッセージ
VMS-02000:　問合せによって行は戻されませんでした。
原因 :　問合せを実行しても、行が戻されませんでした。

処置 :　なし

VMS-02001:　使用可能なデータはありません。
原因 :　問合せでデータが戻されませんでした。

処置 :　なし

VMS-02002:　「名前」フィールドに入力する必要があります。
原因 :　「名前」フィールドの妥当性チェックに失敗しました。

処置 :　適切なフィールドに名前を入力してください。

VMS-02003:　「パスワード」フィールドに入力する必要があります。
原因 :　「パスワード」フィールドの妥当性チェックに失敗しました。

処置 :　適切なフィールドにパスワードを入力してください。

VMS-02004:　非 DMLコマンドの場合は、EXPLAIN PLANを実行できません。
原因 :　Explain plansは、SELECT、UPDATEおよび DELETEコマンドの場合のみ表示
できます。

処置 :　なし
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VMS-02005:　Oracle TopSessionsをクローズしますか。
原因 :　本当に TopSessionsアプリケーションをクローズするのかを確認しています。

処置 :　終了するには「はい」を、続行するには「いいえ」を押してください。

VMS-02006:　このセッションを切断すると、データは消えてしまいます。データベースを
切断しますか。
原因 :　本当にデータベース接続を変更するのかを確認しています。

処置 :　変更するには「はい」を押してください。

VMS-02007:　このセッションを削除しますか ?

原因 :　本当にこのセッションを中断するのかを確認しています。

処置 :　中断するには「はい」を押してください。

VMS-02008:　データベースに接続し、操作を再試行してください。
原因 :　データベースに接続されていません。

処置 :　データベースに接続し、操作を再試行してください。

VMS-02009:　セッション更新間隔を大きくして、適切な間隔にしてください。
原因 :　自動セッション・リフレッシュ間隔が短すぎます。

処置 :　セッション・リフレッシュ間隔を長く設定してください。
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Oracle Tablespace Manager メッセージメッセージメッセージメッセージ

VMT-00000～～～～ VMT-00999:　エラー・メッセージ　エラー・メッセージ　エラー・メッセージ　エラー・メッセージ
VMT-00401:　セグメントが選択されていません。セグメントを選択し、再試行してくださ
い。
原因 :　断片化を解消する表セグメントを最初に選択せずに、断片化の解消ジョブを開
始しました。

処置 :　セグメント・ページのセグメント・リストからセグメントを選択し、再試行し
てください。

VMT-00402:　ファイル <名前 >をオープンできません。
原因 :　おそらくサブディレクトリが存在しないため、出力ファイルがオープンできま
せんでした。

処置 :　サブディレクトリが存在し、指定されたファイルが書込み可能であることを確
認してください。

VMT-00403:　オートメーション・コールがエラーを返しました。<数字 コード :　メッセー
ジ >

原因 :　これはジョブの送信中に生成される一般的なジョブ制御エラーです。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VMT-00404:　ジョブを発行するには、Oracle Enterprise Managerコンソールが実行されて
いる必要があります。
原因 :　Oracle Enterprise Managerコンソールの起動前にジョブを発行しようとしまし
た。

処置 :　Oracle Enterprise Managerコンソールを起動し、そのジョブを再発行してくだ
さい。

VMT-00405:　内部エラー :　ジョブ・タスクから IDispatchが取得できません。
原因 :　ジョブ・タスクのディスパッチ・インタフェースは使用できません。
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処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VMT-00406:　ジョブを発行する前にサービス名を定義する必要があります。
原因 :　サービス名がログイン・ダイアログ・ボックスに定義されていません。

処置 :　データベースに再接続し、有効なサービス名を指定してください。

VMT-00407:　ジョブ名を入力してください。
原因 :　ジョブ名が入力されていないか、正しく入力されていません。

処置 :　ジョブ名を正しく入力してください。

VMT-00408:　正の整数を入力してください。
原因 :　入力する値は、正の整数でなければなりません。

処置 :　正の整数を入力してください。

VMT-00409:　非負整数を入力してください。
原因 :　入力する値は、非負整数でなければなりません。

処置 :　非負整数を入力してください。

VMT-00410:　1～ 99の整数値を入力してください。
原因 :　入力する値は、1～ 99の整数値でなければなりません。

処置 :　1～ 99の整数値を入力してください。

VMT-00411:　2から MAXTRANSまでの値を入力してください。
原因 :　入力する値は、2より大きくMAXTRANSより小さくなければなりません。

処置 :　2より大きくMAXTRANSより小さい値を入力してください。

VMT-00412:　2から MAXTRANSまでの値を入力してください。
原因 :　入力する値は、1より大きくMAXTRANSより小さくなければなりません。

処置 :　1より大きくMAXTRANSより小さい値を入力してください。

VMT-10000～～～～ VMT-10099:　情報メッセージ　情報メッセージ　情報メッセージ　情報メッセージ
VMT-10001:　DTB_nnnn
原因 :　このメッセージは、断片化解消ジョブ番号を示しています。「最適化」プロパ
ティ・シートの「継続」をクリックすると、このメッセージが表示されます。

処置 :　Oracle Enterprise Managerジョブ・システムを使用してこのジョブを実行に送
る際は、この番号を使用してください。

VMT-10016:　TSO_nnnn
原因 :　このメッセージは、断片化解消ジョブ番号を示しています。「最適化」プロパ
ティ・シートの「継続」をクリックすると、このメッセージが表示されます。
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処置 :　Oracle Enterprise Managerジョブ・システムを使用してこのジョブを実行に送
る際は、この番号を使用してください。

VMT-10017:　TSA_nnnn
原因 :　このメッセージは、Analyzerジョブ番号を示しています。

処置 :　Oracle Enterprise Managerジョブ・システムを使用してこのジョブを実行に送
る際は、この番号を使用してください。
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エージェント・ゲートウェイ・メッセージエージェント・ゲートウェイ・メッセージエージェント・ゲートウェイ・メッセージエージェント・ゲートウェイ・メッセージ

VNI-2000～～～～ VNI-4999のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VNI-2001:　待ち行列処理機能のエラー
原因 :　エージェントが、ジョブ・キュー・ファイルからのジョブ・データにアクセス
できませんでした。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-2002:　ファイル操作エラー
原因 :　エージェントが、次のいずれかのファイルにアクセスできませんでした。ジョ
ブ・キュー、ジョブ状態、ジョブ出力、ジョブ入力パラメータ・ファイル、ジョブ・ス
クリプト・ファイル。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-2003:　メモリー・マネージャ・エラー
原因 :　エージェントは、ジョブを完了するために必要なメモリを割り当てられません
でした。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-2006:　ジョブが見つかりません。
原因 :　エージェントは、指定されたジョブ IDを検出できませんでした。Oracle 
Management Serverリポジトリが、エージェントのキュー・ファイルと同期していない
可能性があります。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-2007:　Tclスクリプトが見つかりません
原因 :　エージェントは、ジョブを実行するために必要なスクリプトを検出できません
でした。発行されたジョブが、エージェント・マシンに常駐している Tclスクリプトを
参照しており、そのスクリプトが使用できない可能性があります。
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処置 :　ターゲット・マシンのエージェントが正しくインストールされていることを確
認してください。

VNI-2008:　必須入力が欠落しています
原因 :　ジョブのスクリプト・パラメータが欠落しています。

処置 :　必要なパラメータをすべて入力してジョブを発行してください。

VNI-2009:　ジョブ・タスク・パラメータの合計が長すぎます
原因 :　ジョブ・タスク・パラメータを合計した長さが長すぎます。

処置 :　次の制約を満たすように、パラメータを修正してください。

■ ユーザー名およびパスワード・パラメータの長さは、半角英数字で 30字未満

■ ターゲット名の長さは、半角英数字で 80字未満

■ スケジュール文字列の長さは、半角英数字で 256字未満

■ ジョブ引数の全体の長さは、半角英数字で 1024字未満

VNI-2010:　スケジュール・エラー
原因 :　発生しないはずのエラーが発生しました。

処置 :　「ジョブ」プロパティ・シート「スケジュール」ページの各パラメータをチェッ
クしてください。

VNI-2011:　入力ファイルの最大数を超えています
原因 :　ジョブに対する入力ファイルの数が 5を超えています。

処置 :　入力ファイルの数を 5以下にしてジョブを発行してください。

VNI-2012:　そのようなユーザーは存在しません
原因 :　エージェントは、指定されたジョブ IDに対するリポジトリを検出できませんで
した。Oracle Management Serverリポジトリが、エージェントのキュー・ファイルと同
期していない可能性があります。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-2013:　未処理の Tclが存在し、割込みはできません
原因 :　実行中のジョブは削除できません。

処置 :　ジョブの削除は、実行の完了後に行ってください。

VNI-2015:　認証エラー
原因 :　ターゲット・ノードについて設定された、オペレーティング・システムのユー
ザー設定リストが正しくありませんでした。エージェントは、この情報を検証および使
用してジョブを実行します。
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処置 :　「管理者作業環境」プロパティ・シートの「優先接続情報リスト」ページで、
ターゲット・ノードについて、オペレーティング・システムのユーザー設定リストを正
しく設定してください。

VNI-2016:　ジョブのフォークに失敗しました。
原因 :　エージェントは、ジョブを実行するためのオペレーティング・システム・プロ
セスを作成できませんでした。

処置 :　「管理者作業環境」プロパティ・シートの「優先接続情報リスト」ページで、
ターゲット・ノードについて、オペレーティング・システムのユーザー設定リストを正
しく設定してください。エージェントのマシンで実行中のプロセス数をチェックしてく
ださい。オペレーティング・システムによっては、プロセス数が制限されている場合が
あります。

VNI-3001:　待ち行列処理機能のエラー
原因 :　エージェントが、イベント登録キュー・ファイルからのイベント・データにア
クセスできませんでした。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-3002:　イベント・テストの登録に失敗しました。
原因 :　エージェントは、登録キュー・ファイルにアクセスできませんでした。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-3003:　メモリー・マネージャ・エラー
原因 :　登録またはイベント通知報告の際に、エージェントは必要なメモリーを割り当
てられませんでした。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-3004:　Tclエラー
原因 :　登録と、その後のスケジュール済み評価においてイベント Tclスクリプトを評価
した際に、エージェントが Tclスクリプト・エラーを検出しました。

処置 :　イベント・テスト・パラメータの設定が正しいこと、エージェントが正しくイ
ンストールされていることを確認してください。

VNI-3005:　イベントが一意ではありません。
原因 :　パラメータ値が等しい同一のイベント・テストを 2つ持つイベントが登録され
ているか、または Oracle Management Serverリポジトリがエージェントのキュー・
ファイルと同期していません。

処置 :　パラメータのセットを変えて、イベントを再登録してください。
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VNI-3006:　イベントが見つかりません
原因 :　エージェントは、指定されたイベント IDを検出できませんでした。Oracle 
Management Serverリポジトリが、エージェントのキュー・ファイルと同期していない
可能性があります。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-3007:　Tclスクリプトが見つかりません
原因 :　エージェントが、イベントのスクリプトを検出できませんでした。エージェン
ト・マシンに常駐するイベント Tclスクリプトが、誤って削除された可能性があります。

処置 :　インテリジェント・エージェントを再インストールし、システム上ですべての
イベント・ファイルが用意されていることを確認してください。これに失敗した場合
は、カスタマ・サポートに問い合せてください。

VNI-3008:　必須入力が欠落しています
原因 :　イベントを識別する所定のパラメータが欠落しています。

処置 :　指摘されたパラメータの値を入力してからイベントを登録してください。

VNI-3009:　最大文字列長を越えています。
原因 :　文字列の最大長を超えています。

処置 :　次の制約を満たすように、パラメータを修正してください。

■ イベント名の長さは、半角英数字で 80字未満

■ ターゲット名の長さは、半角英数字で 80字未満

■ イベント引数の全体の長さは、半角英数字で 80字以内

VNI-3011:　ユーザー表にユーザーが見つかりません
原因 :　Oracle Management Serverリポジトリが、エージェントのキュー・ファイルと
同期していません。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-3012:　修正ジョブ登録がすでに存在しています
原因 :　登録された 2つのイベントには、パラメータ値と頻度が等しく、修正フラグの
付いた同一のイベント・テストがあります。このイベントは同一のユーザーによって、
または 2人のユーザーによって登録されました。

処置 :　ジョブが一意になるように、パラメータ値を微修正してください。

VNI-3013:　修正要求が出されましたが、ジョブはスケジュールされていません
原因 :　ジョブとイベント・キューの状態が一致していません。エージェントの異常終
了が原因かもしれません。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。
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VNI-3014:　間隔が短かすぎます
原因 :　イベントの頻度パラメータが、30秒より小さくなっています。

処置 :　頻度パラメータを 30秒より大きく設定してください。

VNI-3015:　接続に失敗しました。
原因 :　ゲートウェイとエージェントの間の RPC接続が正しくないか、またはエージェ
ントが停止している可能性があります。

処置 :　エージェントを再起動してください。

VNI-4001:　ローカル・ホスト IPアドレスの解決に失敗しました
原因 :　エージェント・ゲートウェイは、そのマシンの TCP/IPホスト名を取得できま
せんでした。

処置 :　TCP/IP構成をチェックして、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-4002:　不明ゲートウェイの例外
原因 :　何らかの異常な状態によるエラーです。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-4009:　宛先に接続できませんでした。
原因 :　ゲートウェイとエージェントの間の RPC接続が正しくないか、またはエージェ
ントが停止しています。

処置 :　エージェントを再起動してください。エージェントがすでに起動している場合
は、停止してから再起動してください。

VNI-4016:　無効な修正ジョブ ID

原因 :　Oracle Management Serverリポジトリが、エージェントのキュー・ファイルと
同期していません。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-4017:　不正な vniコントローラの指示
原因 :　発行しようとするジョブまたはイベントのタスク従属構造が無効です。ジョブ
またはイベントは壊れている可能性があります。

処置 :　ジョブまたはイベントを削除し、再度作成してください。それでも問題が解決
しない場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-4018:　アダプタへの無効な入力
原因 :　発行しようとするジョブまたはイベントのタスク従属構造が無効です。ジョブ
またはイベントは壊れている可能性があります。

処置 :　ジョブまたはイベントを削除し、再度作成してください。それでも問題が解決
しない場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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VNI-2000～ VNI-4999のメッセージ
VNI-4019:　使用可能な接続スロットが空いていません
原因 :　ゲートウェイのエージェントへの RPC接続プールは、消耗しています。

処置 :　Oracle Management Serverの数を増やしてください。それでも問題が解決しな
い場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-4021:　認識されていないスケジュール詳細クラスがトークンにあります。
原因 :　ジョブのスケジュール・パラメータが正しくありません。

処置 :　「ジョブ」プロパティ・シート「スケジュール」ページの各パラメータをチェッ
クしてください。

VNI-4022:　V1のスケジュール文字列が正しくありません。
原因 :　ジョブのスケジュール・パラメータが正しくありません。

処置 :　正しいスケジュール文字列を設定してジョブを発行してください。

VNI-4023:　持続的な記憶領域（DB）操作に失敗しました
原因 :　ゲートウェイが、そのリポジトリ内のイベント状態を更新できませんでした。

処置 :　Oracle Management Serverのスキーマが格納されているリポジトリの状態を
チェックしてください。それでも問題が解決しない場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VNI-4025:　タスクから出力が返されませんでした
原因 :　発行したジョブは、出力をまったく持たないか、または実行中に壊れた可能性
があります。

処置 :　ジョブに出力がある場合は、ジョブ・スクリプトをチェックしてそれが正しい
ことを確認し、再発行してください。または、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-4026:　検出が失敗しました
原因 :　Oracle Management Serverを起動したユーザーが、Oracle Enterprise Manager
の一時ディレクトリへの書込み許可を持っていない可能性があります。ゲートウェイで
は、検索プロセスで一時ディレクトリを使用します。

処置 :　Oracle Management Serverを起動したユーザーに、Oracle Enterprise Manager
の一時ディレクトリへの書込み許可を付与してください。一時ディレクトリは、
$ORACLE_HOME/sysman/tempにあります。

VNI-4027:　同報通信タスクのための受信側パラメータは、このエージェントではサポート
されません
原因 :　「受信者」パラメータに非 NULL値を持つ配布ジョブが、エージェントに発行
されました。エージェントでは「受信者」フィールドはサポートされていません。

処置 :　エージェントに対しては、「受信者」フィールドに値を入力せずにジョブを発行
してください。
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VNI-2000～ VNI-4999のメッセージ
VNI-4028:　ゲートウェイ・レジストリへのアクセス中のエラー
原因 :　Oracle Management Serverのリポジトリへの接続が失われました。

処置 :　Oracle Management Serverのスキーマが格納されているリポジトリの状態を
チェックしてください。それでも問題が解決しない場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VNI-4029:　無効なタスク名 :　<タスク名 >

原因 :　ジョブ・タスクおよびイベント・テストを識別する際に、Oracle Management 
Serverまたはエージェント・ゲートウェイで、存在しないタスク名が内部的に使用され
ました。タスク名が NULLであるか、またはレジストリに保持されている有効タスクの
リスト内に見つかりませんでした。Oracle Management Server、エージェント・ゲート
ウェイ、またはインストールに問題があるためのエラーです。

処置 :　Oracle Enterprise Managerが正しくインストールされていることを確認してく
ださい。問題が解決しない場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-4030:　無効なタスク :　<タスク名 >

原因 :　タスクでは、oracle.sysman.emSDK.common.tasks.V1TestTranslatorインタ
フェースはインプリメントされません。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

NI-4031:　無効なリスナー名
原因 :　発行したリスナー・ジョブまたはリスナー・イベントについて、有効なリス
ナー名が生成されませんでした。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VNI-4032:　エージェントのロック中のエラー
原因 :　Oracle Management Serverリポジトリ表をロックする際にエラーが発生しまし
た。

処置 :　Oracle Management Serverのスキーマが格納されているリポジトリの状態を
チェックしてください。それでも問題が解決しない場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VNI-4033:　リポジトリへのアクセス中のエラー
原因 :　Oracle Management Serverリポジトリにアクセスできません。

処置 :　Oracle Management Serverのスキーマが格納されているリポジトリの状態を
チェックしてください。それでも問題が解決しない場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VNI-4034:　重複したイベント・テストは許可されません。重複したイベント・テストがあ
ります。
原因 :　発行されたイベントには、重複する 2つのイベント・テストがあります。

処置 :　イベントを編集して、重複するイベント・テストを削除してください。
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VNI-2000～ VNI-4999のメッセージ
VNI-4035:　イベント・テストは、同じターゲットに対し EMユーザーによってすでに登録
されています。
原因 :　類似のイベント・テストが、同じターゲットにすでに発行されています。

処置 :　すでに登録されているイベントを登録解除してから、新規のイベントを登録し
てください。

VNI-4036:　イベント・テストは、同じターゲットに対する同じパラメータ値で EMユー
ザーによってすでに登録されています。
原因 :　同じ引数を持つイベント・テストが、このターゲットにすでに発行されていま
す。

処置 :　すでに登録されているイベントを登録解除してから、新規のイベントを登録し
てください。
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この章では、次の接頭辞が付いたメッセージについて、考えられる原因とお薦めする解決方
法を説明します。

VTC-1000～～～～ VTC-1127:　一般的なコンソールのメッセージ　一般的なコンソールのメッセージ　一般的なコンソールのメッセージ　一般的なコンソールのメッセージ
VTC-1000:　管理者を編集する際にエラーが発生しました。
原因 :　管理者が存在しなくなったか、または Oracle Management Serverが使用できな
くなりました。

処置 :　「管理者の管理」ダイアログを閉じてから、再度オープンしてください。Oracle 
Management Serverが停止している場合は、再起動して、Oracle Management Server
（またはリポジトリを共有する別のサーバー）に再度ログインしてください。

VTC-1001:　この操作に必要なアクセス権限がありません
原因 :　実行しようとしたタスクに関しては、適切な権限を付与されていません。

処置 :　このタスクを実行するには、すべての権限を付与されて操作の所有者となるか、
またはスーパー管理者となる必要があります。

VTC-1002:　有効なユーザー名を入力してください
原因 :　ユーザー名が無効か、または入力されていません。

処置 :　有効なユーザー名を入力してください。

メッセージメッセージメッセージメッセージ 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

VTC-1000～ VTC-1127:　一般的なコンソールのメッセージ

VTCE-1232～ VTCE-1237:　イベント管理メッセージ

VTCV-1343～ VTCV-1344:　ユーザー管理コンポーネント・ メッセージ

VTCX-1337～ VTCX-1350:　ジョブおよびイベント管理 メッセージ
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VTC-1000～ VTC-1127:　一般的なコンソールのメッセージ
VTC-1003:　有効なパスワード名を入力してください
原因 :　パスワードが無効か、または入力されていません。

処置 :　有効なパスワードを入力してください。

VTC-1004:　パスワードの確認に失敗しました
原因 :　「パスワードの確認」フィールドのパスワードが、パスワードと異なります。

処置 :　両方に同じパスワードを入力してください。

VTC-1005:　<名前 >という名前の管理者はすでに存在します。一意の名前を選択してくだ
さい。
原因 :　指定した管理者名は、他の管理者によって使用されています。

処置 :　管理者に別の名前を指定してください。

VTC-1006:　管理者作成中のエラー
原因 :　「バンド外」の例外が発生しました。これらは、たとえば Oracle Management 
Serverの停止など、コンソールを超えた例外です。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTC-1007:　この管理者は、現在、Oracle Enterprise Managerにログインしています。アク
ティブな管理者は削除できません。
原因 :　まだシステムにログインしている管理者を削除しようとしました。

処置 :　削除を試行する前に、削除する管理者がシステムからログアウトしたことを確
認してください。

VTC-1008:　ティッカー・アプリケーションの起動に失敗しました
原因 :　イベント・ティッカーの起動中に、「バンド外」の例外が発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTC-1009:　行った変更はすべて失われます。続行しますか
原因 :　作成中のジョブまたはイベントの宛先を変更しました。宛先を変更すると、
行った変更がすべて失われます。

処置 :　初めから変更し直すには「OK」を、作業内容を保持するには「取消」をクリッ
クしてください。

VTC-1011:　ネットワーク・サービスを削除する際にエラーが発生しました。問題をすべて
検証し、解決してから、サービス削除を再試行してください。
原因 :　Oracle Enterprise Managerコンソールから、データベース、リスナー、ノード、
または検出されたその他のサービスを削除する際に、エラーが発生しました。エラーの
詳細は、このメッセージに付記されています。

処置 :　サービスの削除を再試行するなど、修正処理を行ってください。
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VTC-1000～ VTC-1127:　一般的なコンソールのメッセージ
VTC-1016:　ジョブまたはイベント・サブシステムへのアクセスを取り消せません。
原因 :　ジョブまたはイベント・サブシステムへのアクセスの取消しに失敗しました。

処置 :　失敗の詳細を検証して、修正処理を行ってください。

VTC-1017:　イベント・サブシステムへのアクセスは {0}によって取り消されました。
原因 :　このユーザーによるイベント・サブシステムへのアクセスを、スーパーユー
ザーが取り消しました。イベントを登録および表示する権限が取り消されています。

処置 :　適切と思われる場合、アクセスを取り消した管理者、または他のスーパーユー
ザーは、再度アクセス権を付与できます。必要であれば、これらのユーザーに問い合せ
て取消しを修正してください。

VTC-1018:　ジョブ・サブシステムへのアクセスは {0}によって取り消されました。
原因 :　このユーザーによるジョブ・サブシステムへのアクセスを、スーパーユーザー
が取り消しました。ジョブを発行および表示する権限が取り消されています。

処置 :　適切と思われる場合、アクセスを取り消した管理者、または他のスーパーユー
ザーは、再度アクセス権を付与できます。必要であれば、これらのユーザーに問い合せ
て取消しを修正してください。

VTC-1118:　何も選択されていません。適切な項目を選択してからコマンドを起動してくだ
さい。
原因 :　画面でリフレッシュが発生し、それ以前の選択はリフレッシュ・データのため
に失われました。

処置 :　データを再選択してください。

VTC-1119:　適切な項目を選択してからコマンドを起動してください。
原因 :　現在の選択内容が、選択したメニュー・オプションと対応していません。

処置 :　項目を選び直してから、再度メニューを選択してください。

VTC-1120:　このコマンドでは複数の項目を選択できません。項目を 1つだけ選択してくだ
さい。
原因 :　1項目しか選択できないコマンドを適用しようとしました。

処置 :　1項目だけ選択してから、このコマンドを適用してください。

VTC-1123:　グループ・オブジェクトを初期化できませんでした。
原因 :　コンソールで、表示するグループの初期化が試行されました。Oracle 
Management Serverまたはネットワークが停止しています。

処置 :　操作を再試行し、グーループ・ウィンドウをクローズしてから、再度オープン
してください。

VTC-1124:　グループ・オブジェクトを削除できませんでした。
原因 :　削除できないグループを削除しようとしました。
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VTCE-1232～ VTCE-1237:　イベント管理メッセージ
処置 :　オブジェクトを削除する適切な権限がありません。このタスクを実行するには、
すべての権限が必要です。また、削除しようとしたグループが存在しない可能性もあり
ます。

VTC-1125:　ノードを拡張できません。データベースが起動中の場合だけ、データベース管
理オブジェクトを表示するためにデータベース・ノードを拡張できます。
原因 :　ノード上のデータベースが停止しています。ノードには 1つのデータベースし
かないので、ノードを拡張してデータベース管理オブジェクトを表示することはできま
せん。

処置 :　データベースが起動していることを確認してから、操作を実行してください。

VTC-1126:　バックグラウンド・イメージ・ファイルが見つかりませんでした。
原因 :　グループの作成中に、フィールド・ボックスで指定された .gifファイルが見つ
からなかったか、またはファイル名の大文字小文字が正しくありませんでした。（バッ
クグラウンド・イメージ・ファイル名では、大文字小文字が区別されます。）

処置 :　バックグラウンド・イメージをすべて
$ORACLE_HOME/classes/oracle/sysman/resources/imagesのディレクトリに置き、
ファイル名を正しく指定してください。

VTC-1127:　権限が不十分なため、この操作を実行できません。
原因 :　オブジェクト削除の権限を含む「すべて」の権限を持たずに、操作を実行しよ
うとしました。

処置 :　このタスクを実行するためには、「すべて」の権限を取得してください。

VTCE-1232～～～～ VTCE-1237:　イベント管理メッセージ　イベント管理メッセージ　イベント管理メッセージ　イベント管理メッセージ
VTCE-1232:　「一般」ページ :　イベント名が未指定です。
原因 :　名前を割り当てずにイベントを発行しようとしました。

処置 :　名前を指定してからイベントを発行してください。

VTCE-1233:　「一般」ページ :　イベントにはターゲット・リストが必要です
原因 :　イベントが登録される先のターゲットを指定せずに、イベントを発行しようと
しました。

処置 :　1つ以上のターゲットをイベントに指定するか、またはイベントをイベント履歴
に保存してください。

VTCE-1234:　権限が不適切なため、要求された操作は実行できません
原因 :　実行しようとした操作に関して、適切な権限を付与されていません。

処置 :　コマンドに対する適切な権限を付与されていることを確認してください。
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VTCX-1337～ VTCX-1350:　ジョブおよびイベント管理 メッセージ
VTCE-1235:　この名前による操作はすでに登録済みです。同じ名前で別の操作は登録でき
ません。
原因 :　既存のオブジェクトと同じ名前でオブジェクトを登録しようとしました。
Oracle Enterprise Managerでは、複数のオブジェクトが同じ名前を持つことはできませ
ん。

処置 :　登録しようとするオブジェクトに、別の名前を指定してください。

VTCE-1236:　イベント頻度が 60秒～ 24時間の範囲外です。60秒以上または 24時間未満
に指定してください。
原因 :　作成しようとするイベントの頻度（システムがイベントの発生をテストする回
数）が、60秒未満または 24時間以上です。

処置 :　イベントの頻度は 60秒以上、24時間未満で指定してください。

VTCE-1237:　このイベントに関連付けられた修正ジョブは、もう有効ではありません。そ
の修正ジョブが存在しないか、またはその修正ジョブに関連付けられたターゲットが変
更されています。デフォルトをなしに設定してください。
原因 :　修正ジョブが無効なライブラリ・イベントを編集しようとしました。修正ジョ
ブが削除された（自分または他のユーザーによって）か、または修正ジョブを発行した
先のターゲットが変更されたために、修正ジョブは無効になっています。

処置 :　修正ジョブを変更してイベントを編集してください。

VTCV-1343～～～～ VTCV-1344:　ユーザー管理コンポーネント・　ユーザー管理コンポーネント・　ユーザー管理コンポーネント・　ユーザー管理コンポーネント・
メッセージメッセージメッセージメッセージ

VTCV-1343:　管理者情報の取出し中にエラーが発生しました
原因 :　Oracle Management Serverが停止しているか、または管理者が削除されました。

処置 :　操作を再試行してください。

VTCV-1344:　管理者 {0}が見つかりません。
原因 :　Oracle Management Serverが停止しているか、または管理者が削除されました。

処置 :　操作を再試行してください。

VTCX-1337～～～～ VTCX-1350:　ジョブおよびイベント管理　ジョブおよびイベント管理　ジョブおよびイベント管理　ジョブおよびイベント管理
メッセージメッセージメッセージメッセージ

VTCX-1337:　発行操作は、空の宛先リストや不完全なパラメータでは実行できません。か
わりにライブラリを保存してください。
原因 :　発行しようとするイベントは、宛先が指定されていないか、または必要なパラ
メータが指定されていません。
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VTCX-1337～ VTCX-1350:　ジョブおよびイベント管理 メッセージ
処置 :　宛先と、必要なすべてのパラメータが指定されているかどうか確認してくださ
い。

VTCX-1338:　操作が不完全です。編集しますか。
原因 :　ライブラリから、不完全な操作を発行しようとしました。

処置 :　ジョブまたはイベントに、必要項目をすべて指定してから発行してください。

VTCX-1339:　宛先が見つかりませんでした。宛先を見つけてからジョブまたはイベントを
作成してください。
原因 :　宛先のないジョブまたはイベントを発行しようとしました。

処置 :　少なくとも 1つのノードを指定してから、ジョブまたはイベントを発行してく
ださい。

VTCX-1340:　操作に失敗しました。オブジェクトが使用不能か、破壊されています。
原因 :　ジョブまたはイベントを編集または表示している際に、コンソールで再構成し
ようとしたジョブ・タスクまたはイベント・テストのデータが壊れています。

処置 :　インストールを確認してください。

VTCX-1341:　Oracle Management Serverは使用不能です。アプリケーションを再起動して
操作を再試行してください。
原因 :　Oracle Management Serverが停止しているか、または Oracle Management 
Serverとアプリケーションの間の接続に失敗しました。

処置 :　Oracle Management Serverおよびネットワークの状態を確認してください。

VTCX-1342:　ターゲット・タイプが無効です
原因 :　現在のジョブ /イベントまたはテスト /タスクに、無効なターゲット・タイプ
が指定されました。

処置 :　特定のジョブ /イベントまたはテスト /タスクは、特定タイプのターゲットに
しか発行できないため、適切なターゲット・タイプを選択する必要があります。

VTCX-1346:　発行操作は、空の宛先リストでは実行できません。かわりにライブラリを保
存してください。
原因 :　実行しようとした発行操作が不完全です。

処置 :　発行操作に完全な詳細を指定するか、またはライブラリに保存してください。

VTCX-1347:　発行操作は、不完全なタスクのパラメータでは実行できません。かわりにラ
イブラリを保存してください。
原因 :　発行しようとしたタスクが不完全です。

処置 :　タスクに完全な詳細を指定するか、またはライブラリに保存してください。
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VTCX-1348:　メモリー不足エラー :　現在のテキスト領域に出力を表示できません。出力が
大きすぎます。
原因 :　ジョブによって、出力が大きくなっています。コンソールのメモリー状態のた
めに、ジョブ出力はテキスト領域にロードできませんでした。

処置 :　なし

VTCX-1350:　最後の項目にアクセス中に回復不能なエラーが発生しました。このダイアロ
グを取り消して操作を再試行することをお薦めします。
原因 :　ジョブ /イベントの「パラメータ」ページでのタスク /テストの選択は変更さ
れましたが、現選択内容がありません。

処置 :　ダイアログをクローズして、操作を再試行してください。それでも問題が解決
しない場合は、カスタマ・サポートにご報告ください。
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Oracle Data Gatherer メッセージメッセージメッセージメッセージ

（クライアント層）（クライアント層）（クライアント層）（クライアント層）

VTD-0001～～～～ VTD-0094のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VTD-0001:　ファイルのトレース中にエラーが発生しました。
原因 :　トレース情報をファイルに書き込もうとした際に、Data Gathererクライアント
でエラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTD-0002:　トレース中のエラー :　<文字列 >
原因 :　トレース出力を生成しようとした際に、Data Gathererクライアントでエラーが
発生しました。発生した例外は、エラー・メッセージとあわせて表示されます。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTD-0003:　ローカル・ホスト取得中のエラー :　<文字列 >
原因 :　ローカル・ホスト名を識別しようとした際に、Data Gathererクライアントで指
定のエラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTD-0005:　Data Gathererへの接続に失敗しました。
原因 :　Data Gathererクライアントが、Data Gathererサーバーへの接続に失敗しまし
た。このエラーにはふつう、接続失敗の原因を示す補足のエラーが伴います。

処置 :　補足のエラーを確認してください。補足エラーの表示がない場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

VTD-0006:　Data Gathererからのデータ読込み中にエラーが発生しました。
原因 :　Data Gathererサーバーに接続されたソケットでの読込み操作中に、Data 
Gathererクライアントで例外が発生しました。このエラーにはふつう、失敗の原因を示
す補足のエラーが伴います。
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処置 :　補足のエラーを確認してください。補足エラーの表示がない場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

VTD-0023:　操作エラー ;　Data Gathererに接続されていません。
原因 :　Data Gathererクライアントが、Data Gathererサーバーへ要求を送信しようと
した際に、エラーが発生しました。このエラーにはふつう、失敗の原因を示す補足のエ
ラーが伴います。

処置 :　補足のエラーを確認してください。補足エラーの表示がない場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

VTD-0028:　接続できません。Data Gathererサーバーは他のクライアントにより使われて
います。
原因 :　Data Gathererサーバーへの接続を試行しましたが、サーバーは現在、1クライ
アントからの要求のみ処理しています。これは通常、Capacity Plannerクライアントが
接続を試行している場合に限られます。

処置 :　現在接続しているクライアントが接続を切断するまで待ってから、操作を再試
行してください。

VTD-0030:　Data Gathererの通信にエラーがあります。
原因 :　Data Gathererサーバーへ要求を送信しようとした際に、エラーが発生しまし
た。このエラーにはふつう、失敗の原因を示す補足のエラーが伴います。

処置 :　補足のエラーを確認してください。補足エラーの表示がない場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

VTD-0039:　指定したスキーマは Capacity Plannerデータベースではありません。
原因 :　Capacity Plannerデータベースへの接続を試行し、データベース接続には成功
しました。しかし接続したスキーマには、Capacity Plannerデータベースと特定できる
表がありません。これらの表は、収集されたデータの最初のロード時に、Data Gatherer
サーバーによって動的に作成されます。

処置 :　Loaderオプションで、指定したスキーマが履歴データベースのリポジトリであ
ると識別された場合は、Loaderが初めて実行されるのを待ってから、このデータにア
クセスを試行してください。

VTD-0044:　設定リスト取得中のエラー :　<文字列 >

原因 :　Oracle Enterprise Managerコンソールから、選択したターゲットのログイン設
定リストを取得しようとした際に、エラーが発生しました。

処置 :　詳細は、補足エラーを確認してください。

VTD-0046:　記録開始中のエラー :

原因 :　現在のグラフの記録を開始しようとしてエラーが発生しました。このエラーは
通常、関連する他のエラーを伴って表示されます。
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処置 :　関連エラーを確認してください。関連エラーが表示されない場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

VTD-0048:　プレイバックにファイルが指定されていません。
原因 :　記録されたグラフをプレイバックしようとした際に、その記録のバイナリ・
データを含むファイルが見つかりませんでした。

処置 :　この記録は再生できません。

VTD-0049:　プレイバック初期化中のエラー :　<文字列 >
原因 :　グラフの記録をプレイバックしようとして、エラーが発生しました。このエ
ラーには通常、関連する他のエラーが伴います。

処置 :　関連エラーを確認してください。他のエラー表示がない場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

VTD-0052:　プレイバック・ファイル <文字列 >をリセットできませんでした。
原因 :　プレイバック・ファイルのリセット操作が失敗しました。

処置 :　操作を再試行してください。

VTD-0053:　ヘルプ・ブック <文字列 >をオープンできません。
原因 :　このアプリケーションのオンライン・ヘルプ・ファイルにアクセスしようとし
て、エラーが発生しました。このエラーには、関連する他のエラーが伴います。

処置 :　関連エラーを確認してください。他のエラー表示がない場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

VTD-0054:　ヘルプ取得中のエラー
原因 :　オンライン・ヘルプを検索しようとしてエラーが発生しました。このエラーに
は、関連する他のエラーが伴います。

処置 :　関連エラーを確認してください。他のエラー表示がない場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

VTD-0055:　ヘルプを使用できません。ヘルプ・サブシステムを初期化できません。
原因 :　ヘルプのサブシステムを初期化しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTD-0057:　リポジトリ接続中のエラー。<文字列 >

原因 :　Oracle Enterprise Managerリポジトリまたは Oracle Management Server（ある
いは、その両方）への接続を試行した際に、エラーが発生しました。このエラーには、
関連する他のエラーが伴います。

処置 :　関連エラーを確認してください。他のエラー表示がない場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。
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VTD-0058:　リポジトリ・ベースの操作は使用不能です。
原因 :　Oracle Enterprise Managerリポジトリまたは Oracle Management Server（ある
いは、その両方）への接続を確立せずに、アプリケーションを起動しようとしました。
このモードの操作はサポートされていますが、リポジトリ・ベースの操作はできませ
ん。これには、ユーザー定義グラフや記録を保存する操作などがあります。

処置 :　なし

VTD-0059:　リポジトリの有効性検査ができません。
原因 :　ユーザーが接続したリポジトリが、有効な Oracle Enterprise Managerリポジト
リであること、およびアプリケーションのバージョンと互換性のあるバージョンである
ことを検証しようとした際に、エラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTD-0061:　エラー :　ログインに対する設定リストが指定されていません。
原因 :　リポジトリ・ログインのダイアログに、設定リストが何も指定されていません。

処置 :　設定リストを指定してください。

VTD-0073:　サービス・タイプ取得中のエラー :　<文字列 >

原因 :　Oracle Management Serverからサービスのリストを取得しようとして、エラー
が発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　他のエラーを確認してください。他のエラー表示がない場合は、カスタマ・サ
ポートに連絡してください。

VTD-0074:　Data Gatherer接続の待機中タイムアウトです。
原因 :　指定されたタイムアウト時間内に、Data Gathererサーバーへの接続を確立でき
ませんでした。

処置 :　Data Gathererが起動していることを確認して、操作を再試行してください。

VTD-0075:　サービス <文字列 >の Capacity Planner接続は、ホスト <文字列 >ではすでに
クライアント・ホスト <文字列 >によって使われています。
原因 :　Data Gathererサーバーへの接続を試行しましたが、他のクライアントがすで
に、履歴収集を設定するために Data Gathererへの接続を確立しています。

処置 :　他のクライアントが接続を切断するまで待ってから、接続を再試行してくださ
い。

VTD-0076:　サービス <文字列 >にメッセージを送信できません。サーバー・スレッドは切
断されています。<文字列 >
原因 :　Data Gathererサーバーに要求を送信しようとしましたが、Data Gathererサー
バーとの初期接続が失われています。

処置 :　操作を再試行してください。この場合、ターゲットとの接続を切断してから、
再接続する必要があるかもしれません。
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VTD-0077:　Data Gatherer要求 <文字列 >のエラー
原因 :　特定の Data Gatherer要求で、エラーが発生しました。このエラーには通常、他
のエラーが伴います。

処置 :　関連エラーを確認してください。他のエラー表示がない場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

VTD-0078:　サービス・ノード取得中のエラー :　<文字列 >

原因 :　Oracle Management Serverから、サービスが配置されるホストを取得しようと
した際に、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　関連エラーを確認してください。他のエラー表示がない場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

VTD-0079:　Data Gathererからの読込み中にタイムアウトが発生しました。サービス <文
字列 >への接続が失われました。
原因 :　要求に対して、タイムアウト時間内に応答がありませんでした。Data Gatherer
クライアントでは、Data Gathererが応答しないと判断して、そのサービスを切断しま
す。

処置 :　Data Gathererが起動、実行していることを検証してから、そのサービスの
Data Gathererに再接続して、操作を再試行してください。

VTD-0080:　Data Gathererからの応答読込み中にエラーが発生しました。サービス <文字
列 >への接続が失われました。
原因 :　Data Gathererからデータの読込みを試行中に、エラーが発生しました。Data 
Gathererクライアントは、そのサービスの Data Gathererとの接続を切断します。

処置 :　Data Gathererが起動、実行していることを検証してから、そのサービスの
Data Gathererに再接続して、操作を再試行してください。それでもエラーが解決しな
い場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTD-0082:　サービス取得中のエラー :　<文字列 >

原因 :　サービスのリストを取り出そうとしてエラーが発生しました。このエラーには
通常、他のエラーが伴います。

処置 :　関連エラーを確認してください。関連エラーの表示がない場合は、カスタマ・
サポートにご連絡ください。

VTD-0084:　項目 <文字列 >のヘルプは使えません。
原因 :　現在選択している項目には、使用できるオンライン・ヘルプがありません。

処置 :　なし。

VTD-0090:　サービス設定リストのクラス <文字列 >をロードできません。
原因 :　選択したサービスのログイン設定リストを取得する際に使用されるコードを検
索しようとして、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴いま
す。
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処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTD-0091:　ターゲット・アイコンとラベル表示のクラス <文字列 >をロードできません。
原因 :　選択したサービスのアイコンとラベルを取得する際に使用されるコードを検索
しようとして、エラーが発生しました。このエラーには通常、他のエラーが伴います。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTD-0093:　無効な管理サーバー設定リストです。
原因 :　Oracle Management Serverへのログイン時に指定されたログイン設定リストが
無効なため、ログインを完了できませんでした。

処置 :　Oracle Management Serverが起動しているかどうか、設定リストが正しいかど
うかを検証してください。

VTD-0094:　クライアント・プロパティ・ファイルからのキー <文字列 >の読込み中にエ
ラーが発生しました。
原因 :　クライアントのプロパティ・ファイル（vtdclient.properties）から読込みを試行
した際に、エラーが発生しました。このファイルは、ユーザーによって変更または削除
できません。

処置 :　プロパティ・ファイルがアクセス可能であり、変更されていないことを確認し
てください。
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Oracle Management Server メッセージメッセージメッセージメッセージ

（クライアント層）（クライアント層）（クライアント層）（クライアント層）

VTK-1000～～～～ VTK-1999のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VTK-1000:　管理サーバーに接続できません。Oracle Management Serverの正しい名前およ
び状態を入力したかどうかを検証してください。
原因 :　上に示した Oracle Management Serverへの接続に失敗しました。

処置 :　入力したホスト名が正しいことを確認し、Oracle Management Serverの状態を
検証してください。

VTK-1001:　管理サーバーのホスト名が正しくありません。正しいホスト名を入力したかど
うかを検証してください。
原因 :　管理サーバーのホスト名が正しく入力されていません。

処置 :　管理サーバーのホスト名を正しく入力したかどうかを検証してください。

VTK-1002:　接続先の Oracle Management Serverは、まだ初期化処理中です。完全に起動
するまで待ってから、再度ログインを試行してください。
原因 :　Oracle Management Serverの初期化が完了していないため、ログインに失敗し
ました。

処置 :　Oracle Management Serverが完全に起動するまで待ってから、再度ログインを
試行してください。

VTK-1004:　クライアント・レジストリ読込み中のクリティカルエラー。異常終了します。
原因 :　ClientConfig.プロパティ・ファイルが壊れています。

処置 :　ファイルを改名してから、ログイン・ダイアログを再起動してください。
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Oracle Performance Manager メッセージメッセージメッセージメッセージ

VTM-0001～～～～ VTM-2001のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VTM-0001:　警告 ! 接続した Data Gathererは不安定なバージョン <番号 >です。最新の
バージョンにアップグレードする必要があります。続行しますか。
原因 :　接続されている Data Gathererは、プリリリース・バージョンなので、使用しな
いでください。

処置 :　Data Gathererを更新してください。

VTM-0002:　グラフ表示中のエラー
原因 :　Data Gathererと対話して、現行のグラフを表示しようとした際に、エラーが発
生しました。

処置 :　同時に表示されるエラー・テキストに、エラーの詳細が表示されます。

VTM-0003:　データ項目が多すぎます。表示されたデータは完了していません。収集された
データ項目数を少なくするか、またはデータの損失を避けるためにグラフ・タイプを切
り替えてください。
原因 :　表示用に選択したデータ項目の数が、グラフ作成パッケージでサポートされて
いる数よりも多くなっています。

処置 :　グラフに組み込むデータ項目の選択数を減らしてください。

VTM-0004:　ログイン設定リスト取得中のエラー
原因 :　Oracle Enterprise Managerコンソールからデータベース・ログイン設定リスト
を取得しようとした際に、エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0005:　サーバー接続中のエラー
原因 :　選択したターゲットの Data Gathererへの接続を試行中に、エラーが発生しまし
た。
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処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0006:　この名前のサービスはすでに存在します。
原因 :　ナビゲータで新規のサービスを作成しようとしましたが、選択したターゲット・
タイプには、指定したサービス名がすでに存在しています。

処置 :　既存のサービスを使用するか、または一意の名前になるように新規のサービス
名を変更してください。

VTM-0007:　このサービス・タイプの収集カートリッジは使用できません
原因 :　選択したターゲットの収集データ・モジュールのリストを取得しようとしまし
たが、ターゲット・サーバー上の Data Gathererには、そのタイプ用に登録されたモ
ジュールがありません。

処置 :　なし。ターゲット・サーバー上では、このターゲット・タイプのデータ収集は
サポートされていません。

VTM-0008:　Oracle Performance Managerの致命的なエラー
原因 :　致命的で回復不能なエラーが発生しました。エラー・テキストに、問題の性質
が示されています。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0019:　ナビゲータ・ノード拡張中のエラー
原因 :　ナビゲータ内のフォルダの内容を取得しようとして、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが起動され、アクセス可能であることを確認してから、操作を再
試行してください。再び操作に失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連絡くださ
い。

VTM-0021:　通常のプレイバックを再開中のエラー
原因 :　プレイバックを再開し、記録ファイルからデータの読込みを続行した際に、エ
ラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0023:　ユーザー定義グラフ定義中のエラー
原因 :　ユーザー定義グラフの定義をリポジトリに保存しようとして、エラーが発生し
ました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。
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VTM-0028:　オブジェクト詳細の取得中のエラー
原因 :　ナビゲータ内のオブジェクトの定義を、Data Gatherから取得しようとして、エ
ラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが起動され、アクセス可能であることを確認してから、操作を再
試行してください。再び操作に失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連絡くださ
い。

VTM-0032:　グラフ記録中のエラー
原因 :　記録されているデータを、記録用のバイナリ・ファイルに書き込もうとして、
エラーが発生しました。記録は、このエラーが原因で壊れている可能性があります。

処置 :　記録の再生を試行できますが、削除しなければならない可能性があります。

VTM-0033:　記録停止中のエラー
原因 :　Data Gathererと対話して、アクティブな記録処理を停止しようとした際に、エ
ラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererへの接続が失われている場合、記録は終了しているので処置は不
要です。

VTM-0035:　グラフ選択中のエラー
原因 :　選択したグラフの定義を Data Gathererから取り出そうとして、エラーが発生し
ました。

処置 :　Data Gathererが起動され、アクセス可能であることを確認してから、操作を再
試行してください。再び操作に失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連絡くださ
い。

VTM-0036:　データ型が不明です。
原因 :　ユーザー定義スクリプト・コマンドの列のリストを取得中に、不明またはサ
ポートされないデータ型の列が検出されました。Oracle Performance Managerでサポー
トされているのは、数値、日付および VARCHAR列タイプのみです。

処置 :　なし

VTM-0038:　プレイバックをリセット中のエラー
原因 :　記録されたファイルのプレイバックを、ファイルの先頭にリセットしようとし
て、エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0042:　マウス・イベント処理中の内部エラー
原因 :　エラー・テキストに、問題の性質が示されています。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。
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VTM-0043:　表サイズ変更中の内部エラー
原因 :　エラー・テキストに、問題の性質が示されています。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0044:　内部エラー - NULLデータ行を受信しました。
原因 :　収集カートリッジから、無効なデータが戻されました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTM-0045:　リポジトリ記録削除中のエラー
原因 :　この記録のリポジトリ内のエントリを削除しようとして、エラーが発生しまし
た。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0046:　リポジトリからの記録取得中のエラー
原因 :　リポジトリから、記録されているグラフのヘッダーを読み込もうとして、エ
ラーが発生しました。リポジトリが使用不能か、または壊れている可能性があります。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0047:　リポジトリからの記録クラス取得中のエラー
原因 :　リポジトリから、記録されているグラフのヘッダーを読み込もうとして、エ
ラーが発生しました。リポジトリが使用不能か、または壊れている可能性があります。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0048:　データ収集開始中のエラー
原因 :　Data Gathererと対話して、要求されたデータの収集を開始しようとした際にエ
ラーが発生しました。Data Gathererがダウンしているか、またはData Gathererのホス
トへのネットワーク・パスがない可能性があります。

処置 :　Data Gathererが起動され、アクセス可能であることを確認してから、操作を再
試行してください。

VTM-0049:　収集間隔設定中のエラー
原因 :　既存の収集間隔を変更しようとしてエラーが発生しました。これは、Data 
Gathererがダウンしているか、またはアクセス不可の場合に発生する可能性がありま
す。

処置 :　Data Gathererが起動され、アクセス可能であることを確認してから、操作を再
試行してください。
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VTM-0050:　ドリルダウン・グラフ表示中のエラー
原因 :　現行のグラフから、選択したドリルダウンに変更しようとしてエラーが発生し
ました。これは、グラフ定義を取得しようとした、または Data Gathererで収集を開始
しようとした際のエラーが原因である可能性があります。

処置 :　Data Gathererが起動され、アクセス可能であることを確認してから、操作を再
試行してください。

VTM-0051:　新規データ処理中のエラー
原因 :　Data Gathererから受け取ったデータを処理中に、エラーが発生しました。デー
タが壊れているか、または解釈できません。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0052:　<グラフ名 >の不正データを受信しました。<データ項目 > = <値 >
原因 :　Data Gathererから受け取ったデータを処理中に、エラーが発生しました。デー
タが壊れているか、または解釈できません。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0053:　エラー - 不正なソート列
原因 :　収集カートリッジにより、ソートに使用する列が指定されましたが、この列は
現行の収集クラスで既知のデータ項目を参照しません。これは、収集カートリッジに関
連した内部エラーです。

処置 :　カートリッジのプロバイダにエラーを報告してください。

VTM-0055:　ヘルプ取得中のエラー
原因 :　Data Gathererサーバーから項目の詳細説明を取り出そうとして、エラーが発生
しました。

処置 :　Data Gathererが起動され、アクセス可能であることを確認してから、操作を再
試行してください。再び操作に失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連絡くださ
い。

VTM-0056:　プレイバックのエラー
原因 :　記録ファイルからバイナリ・プレイバック・データを読み込もうとして、エ
ラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0058:　非数値データには関数は適用できません
原因 :　数値以外の列に、数学関数を適用しようとしました。

処置 :　この関数を適用しないか、または数値列を選択してください。
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VTM-0059:　非数値データには演算は適用できません
原因 :　数値以外の列に、算術演算子を適用しようとしました。

処置 :　この演算子を適用しないか、または数値列を選択してください。

VTM-0060:　グラフ・フォント <フォント名 >、サイズ <フォント・サイズ >の作成中にエ
ラーが発生しました
原因 :　指定したフォントをグラフ作成パッケージにロードしようとして、内部エラー
が発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0061:　統計クラス <クラス名 >には関連付けられたデータ項目がありません。
原因 :　表示用に選択した収集クラスは、対応付けられた収集カートリッジ内にデータ
項目を保持するように定義されていません。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0062:　グラフ <グラフ名 >には関連付けられたデータ項目がありません。
原因 :　表示用に選択したグラフは、対応付けられた収集カートリッジ内にデータ項目
を保持するように定義されていません。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTM-0063:　Data Gathererへの接続が失われました。サービス <サービス名 >に再接続し
てください。
原因 :　Data Gathererサービスが停止した可能性があります。

処置 :　必要があれば Data Gathererサービスを再起動して、サービスに再接続してくだ
さい。

VTM-0066:　ユーザー定義グラフ削除中のエラー
原因 :　リポジトリからユーザー定義グラフを削除しようとした際に、エラーが発生し
ました。

処置 :　操作を再試行してください。それでも問題が解決しない場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

VTM-0067:　コマンド実行中のエラー
原因 :　ターゲット・サービスに対して、Kill Sessionなどグラフ固有のコマンドの実行
を要求したことによるエラーです。

処置 :　操作を再試行してください。それでも問題が解決しない場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。
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VTM-0068:　コマンドが正常に終了しました
原因 :　Kill Sessionなど、グラフ固有のコマンドが正常に完了しました。

処置 :　なし

VTM-0069:　コマンドが次の状態で終了しました
原因 :　Kill Sessionなど、グラフ固有のコマンドが完了しました。詳細は、補足の状態
テキストで示されます。

処置 :　コマンドが正常に終了せず、ターゲット・サービスで問題点の修正が必要であ
るということが、付随する状態テキストに表示された場合は、必要な修正を行ったうえ
で、コマンドを再実行してください。

VTM-0070:　サーバー・コマンド取得中のエラー
原因 :　ターゲット・サービスから、Kill Sessionなどグラフ固有のコマンドのリストを
要求した際に、エラーが発生しました。

処置 :　Data Gathererが実行中であることを確認し、必要であれば再接続してくださ
い。または、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTM-2000:　コマンドはタイムアウト間隔内で完了しませんでした。
原因 :　ターゲット・サービスに対して、Kill Sessionなどグラフ固有のコマンドの実行
が要求されました。指定したタイムアウト時間内にコマンドが完了しなかったため、コ
マンドが正常に終了したかどうかは不明です。コマンドの状態に関する追加の情報は、
取得されるつど表示されます。

処置 :　なし

VTM-2001:　このグラフは表としてのみ表示できます。数値でないデータが含まれていた
り、1つのデータ項目しかない場合もあります。
原因 :　現在表示されているグラフは、データが数値でないか、またはデータ項目を 1
つしか持たないユーザー定義グラフであるため、表としてしか表示できません。

処置 :　グラフとして表示する必要がある場合、数字でない項目があればグラフ定義か
ら数字以外のデータを削除してください。データ項目を 1つしか持たないユーザー定義
グラフの場合は、データ項目を追加してください。
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この章では、次の接頭辞が付いたメッセージについて、考えられる原因と解決方法を説明し
ます。

VTO-1000～～～～ VTO-4999:　　　　DBA Management Packの一般的なの一般的なの一般的なの一般的な
メッセージメッセージメッセージメッセージ

VTO-1000:　オブジェクトを初期化できません。
原因 :　「類似作成」されるオブジェクトが NULLです。

処置 :　操作を再試行してください。

VTO-1001:　サーバー・オブジェクトが正常に初期化できませんでした。必要な初期化レベ
ル :　{0}
原因 :　サーバー・オブジェクトの必要な初期化が、ある時点で失敗しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

メッセージメッセージメッセージメッセージ ページページページページ

VTO-1000～ VTO-4999:　DBA Management Packの一般的な メッセージ

VTOG-1000～ VTOG-1999:　Storage Managerメッセージ

17-1

17-4

VTOI-1000 ～ VTOI-1999:　Instance Managerメッセージ

VTOL-1000～ VTOL-1999のメッセージ

VTOR-1000～ VTOR-1999のメッセージ

VTOZ-3002～ VTOZ-9010:　Change Management Packメッセージ

17-4

17-4

17-4

17-5
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VTO-1002:　サーバー・オブジェクトをインスタンシエートできませんでした。
原因 :　サーバー・オブジェクトをインスタンス化する際に、CORBA例外、データベー
スでのエラー、またはサーバー側の Java例外が発生た可能性があります。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTO-1003:　予期せぬ内部エラーが発生しました。
原因 :　通常の状態では発生しないはずのエラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTO-2000:　この操作により、{0}ダイアログ・ボックスで処理中の作業は中断されます。
続行する前に変更を適用してもいいですか。
原因 :　ユーザーの試行した操作により、確定前の変更が中断されました。

処置 :　変更を適用して続行する場合は「はい」を、変更を適用せずに続行する場合は
「いいえ」を、操作を取り消す場合は「取消」をクリックしてください。

VTO-2001:　警告 ! 初期化エラーが発生しました。一部のデータが正しく表示されない場合
があります。
原因 :　VTOオブジェクトの初期化にエラーがありました。

処置 :　なし

VTO-2002:　警告 ! 初期化エラーが発生しました。一部のデータが正しく表示されない場合
があります。
原因 :　プロパティ・ページの初期化中にエラーが発生しました。

処置 :　エラー・メッセージの詳細で、例外をチェックしてください。

VTO-2003:　設定リストの設定が存在しないか、またはこのデータベースに対するユーザー
名またはパスワード、あるいはその両方が無効です。「優先接続情報リスト」設定で、
データベースの設定リストを設定してください。
原因 :　ユーザーが接続しようとしたこのデータベースには、設定リストが設定されて
いません。

処置 :　「優先接続情報リスト」設定で、データベースの設定リストを設定してくださ
い。

VTO-2004:　設定リストの設定が存在しないか、またはこのノードに対するユーザー名また
はパスワード、あるいはその両方が無効です。「優先接続情報リスト」設定で、ノード
の設定リストを設定してください。
原因 :　ユーザーが接続しようとしたこのノードには、設定リストが設定されていませ
ん。

処置 :　「優先接続情報リスト」設定で、ノードの設定リストを設定してください。
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VTO-2005:　設定リストの設定が存在しないか、またはこのデータベースおよびノードに対
するユーザー名またはパスワード、あるいはその両方が無効です。「優先接続情報リス
ト」設定で、データベースおよびノードの設定リストを設定してください。
原因 :　ユーザーが接続しようとしたこのデータベースおよびノードには、設定リスト
が設定されていません。

処置 :　「優先接続情報リスト」設定で、データベースおよびノードの設定リストを設定
してください。

VTO-2006:　ウィザードはコンテキストで起動しなければなりません。選択してからウィ
ザードを起動してください。
原因 :　ウィザードを起動したときに、データベース・オブジェクトが何も選択されて
いませんでした。

処置 :　データベース・オブジェクトを選択してから、ウィザードを起動してください。

VTO-2007:　Oracle Management Server（OMS）に接続している場合だけウィザードを起
動できます。OMSに接続してからウィザードを起動してください。
原因 :　Oracle Management Serverへ接続されていない状態で、ウィザードを起動しま
した。

処置 :　Oracle Management Serverに接続してからウィザードを起動してください。

VTO-2008:　優先接続情報リストを使ってターゲット・データベースに接続する際に、次の
エラーが発生しました。
原因 :　優先接続情報リストを使用して、ターゲット・データベースへの接続を確立で
きませんでした。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTO-4400:　データベースが見つかりません。アプリケーションを開始する前に、
Enterprise Managerコンソールを使用し、一つ以上のデータベースを検出してくださ
い。
原因 :　コンソールによって、データベースが検出されません。Oracle DBAアプリケー
ションでは、少なくとも 1つのデータベースが検出される必要があります。

処置 :　Enterprise Managerコンソールを使って、少なくとも 1つのデータベースを検
出してから、アプリケーションを起動してください。

VTO-4401:　ORACLEは使用できません。
原因 :　データベースに接続していないか、またはデータベースが停止しています。

処置 :　データベースへの接続をチェックし、データベースが起動していることを確認
してください。
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VTOG-1000～～～～ VTOG-1999:　　　　Storage Managerメッセージメッセージメッセージメッセージ
VTOG-1000:　オブジェクトが完全に初期化されていません。
原因 :　変更しようとするオブジェクトは、完全には初期化されていません。これはプ
ログラム・エラーです。

処置 :　プログラムの販売元にお問い合せください。

VTOI-1000 ～～～～ VTOI-1999:　　　　Instance Managerメッセージメッセージメッセージメッセージ
VTOI-1000:　StoredConfigの初期化に失敗しました。DBServerにより NULLが返されま
す。
原因 :　Oracle Management Serverで、格納された構成オブジェクトを処理できません
でした。

処置 :　Oracle Management Serverを再起動してください。

VTOL-1000～～～～ VTOL-1999のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VTOL-1000:　使用可能なデータベース接続はありません。
原因 :　データベースへの接続が確立していない、または失われました。

処置 :　アプリケーションがデータベースに接続されていることを確認してください。

VTOR-1000～～～～ VTOR-1999のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VTOR-1000:　このデータベースはこのリカバリ・カタログに登録されていません。'OK'を

押してリカバリ・カタログにターゲット・データベースを登録するか、または「キャン
セル」を押してデータベースの登録先リカバリ・カタログを選択します。
原因 :　データベースがこのリカバリ・カタログに登録されていません。

処置 :　メッセージに表示される指示に従ってください。

VTOR-1001:　リカバリ・カタログでは、ターゲット・データベースを一意に識別できませ
ん。ターゲット・データベースは 'マウント 'または 'オープン '状態ではないため、リ
カバリ・カタログには同じデータベース名を持つ複数のエントリがあります。マウント
またはオープンして、'OK'を押します。またはターゲット・データベースをマウントで
きない場合は、制御ファイルを回復し、ターゲット・データベースをマウントまたは
オープンしてから 'OK'を押します。
原因 :　リカバリ・カタログ内のターゲット・データベースを、一意に識別できません。

処置 :　メッセージに表示される指示に従ってください。
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VTOR-1002:　リカバリ・カタログはユーザーのスキーマに存在しません。リカバリ・カタ
ログが存在する別の位置を入力するか、このユーザーのスキーマにリカバリ・カタログ
を作成します。
原因 :　ユーザーのスキーマには、リカバリ・カタログがありません。

処置 :　メッセージに表示される指示に従ってください。

VTOR-1003:　リカバリ・カタログに対してログインが拒否されました。ユーザー名または
パスワードが正しくないか、またはユーザーがリカバリ・カタログに存在しません。
'OK'を押してリカバリ・カタログの設定リストに正しいユーザー名とパスワードを入力
するか、またはユーザーを作成してから（たとえば、Security Managerを使って）ユー
ザーのスキーマにリカバリ・カタログを作成してください。
原因 :　リカバリ・カタログへのログインが拒否されました。

処置 :　メッセージに表示される指示に従ってください。

VTOR-1004:　リカバリ・カタログに接続できません。リカバリ・カタログ・データベース
がオープンされていません。'キャンセル 'を押してから '適用 'または '作成 'を押して
リカバリ・カタログ・データベースをオープンするか、または 'OK'を押してリカバリ・
カタログの有効性検査を行わずにバックアップ構成を作成します。
原因 :　リカバリ・カタログ・データベースがオープンされていません。

処置 :　メッセージに表示される指示に従ってください。

VTOR-1005:　次のデータベースには、アクティブな定義済み計画がすでにあります :　
<データベース >。アクティブな定義済み計画をジョブ制御システムから削除し、新た
に作成しますか。
原因 :　データベースには、アクティブな定義済み計画がすでにあります。

処置 :　メッセージに表示される指示に従ってください。

VTOZ-3002～～～～ VTOZ-9010:　　　　Change Management Packメッセージメッセージメッセージメッセージ
VTOZ-3002:　<文字列 >のディレクティブ・エディタを起動できません。対応するオブ

ジェクトが計画のソース・データベースに存在しない可能性があります。
原因 :　ディレクティブ・エディタを起動しようとしてエラーが発生しました。対応す
るディレクティブ・オブジェクトが、計画のソース・データベース内に存在しない可能
性があります。

処置 :　対応するディレクティブ・オブジェクトが、計画のソース・データベース内に
存在していることを確認してください。

VTOZ-9010:　ファイルをオープンする際のエラー
原因 :　ファイルをオープンする際に、I/O例外が発生しました。

処置 :　エラー発生の原因を確定し、問題点を修正してください。
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VTP-0001～～～～ VTP-0110のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VTP-0001:　アプリケーション初期化中のエラー :　<文字列 >

原因 :　Oracle Capacity Plannerアプリケーションを正常に起動できませんでした。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0002:　分析名 <文字列 >はすでに使われています。一意の名前を指定してください。
原因 :　すでに使用中の名前で分析を保存しようとしました。

処置 :　一意の新しい名前を入力してください。

VTP-0003:　分析名チェック中のエラー :　<文字列 >
原因 :　分析名が一意かどうかを確認しているときに、Oracle Capacity Plannerによっ
て、障害が検出されました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0004:　グラフ名を空白にすることはできません。
原因 :　名前を指定しないで分析グラフを保存しようとしました。

処置 :　有効な一意の分析名を入力してください。

VTP-0006:　このサービスとクラスのデータは、すでにこのグラフに存在しています。この
選択内容を上書きしますか。
原因 :　分析に追加するデータが選択されましたが、選択したクラスのデータはすでに
その分析に含まれています。

処置 :　既存の選択内容を置換するには「はい」を、そのままにしておく場合は「いい
え」をクリックしてください。
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VTP-0007:　グラフ更新中のエラー :　<文字列 >
原因 :　履歴データベース内にある分析定義を更新しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0008:　警告、このグラフには表示できないデータが含まれています。
原因 :　分析グラフを表示しようとした際に、折れ線グラフでは表示できないデータ
（NULLまたは文字列データ）が検出されました。

処置 :　なし

VTP-0009:　外挿が再計算されました。
原因 :　データになんらかの変更があったため、外挿が再計算されたことを示す情報
メッセージです。

処置 :　なし

VTP-0010:　グラフ作成中のエラー :　<文字列 >
原因 :　履歴データベースに分析定義を挿入しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0011:　現在、50以上のデータ・セットがあります。グラフを表示する選択条件を少な
くしてください。
原因 :　分析に組み込むデータを選択しているときに、データ・セットの合計数または
分析グラフの行がグラフ作成パッケージの制限の 50を超えました。

処置 :　選択したデータ項目またはデータ・ソースの数を減らしてください。

VTP-0012:　このデータ・ソースと項目には除外はありません。
原因 :　行のデータ・ポイントの除外を表示しようとしましたが、存在しませんでした。

処置 :　なし

VTP-0014:　Data Gatherer接続中のエラー
原因 :　パフォーマンス・データの収集を管理する Data Gathererに接続しようとして、
エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0016:　SQL文が、JDBCでサポートされている 960文字の最大長を超えています。こ
の問合せを実行するデータ項目を選択解除して、選択基準を少なくしてください。
原因 :　分析グラフのデータを選択するために作成する SQL文は、全体の長さが最大で
960文字までです。
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処置 :　SQL文の全体のサイズが小さくなるように、データ項目またはデータ・ソース
の数を減らしてください。

VTP-0017:　データ選択中のエラー :　<文字列 >

原因 :　履歴データベースのデータを選択しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0021:　分析をコピー中に内部エラーが発生しました。
原因 :　履歴データベース内の定義済分析をコピーしようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0022:　分析作成中のエラー :　<文字列 >
原因 :　履歴データベースに分析定義を挿入しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0024:　分析クラスのコピー中に内部エラーが発生しました。
原因 :　履歴データベース内の定義済分析をコピーしようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0026:　分析取得中のエラー :　<文字列 >
原因 :　履歴データベースから分析定義をロードしようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0027:　分析ロード中のエラー :　<文字列 >
原因 :　履歴データベースから分析定義をロードしようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0028:　分析作成中のエラー :　<文字列 >
原因 :　履歴データベースに分析定義を挿入しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0029:　分析挿入中のエラー :　<文字列 >
原因 :　履歴データベースに分析定義を挿入しようとしてエラーが発生しました。
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処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0031:　分析の名前変更中のエラー :　<文字列 >
原因 :　履歴データベース内の分析定義の名前を変更しようとしてエラーが発生しまし
た。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0032:　分析の削除中のエラー :　<文字列 >

原因 :　履歴データベースから分析定義を削除しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0035:　クラスのデータが存在するかどうかを決定できません :　<文字列 >

原因 :　履歴データベースにアクセスして、指定した統計クラスのデータを分析にロー
ドしようとした際に、エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0036:　定義済み分析の解釈中のエラー :　（<文字列 >, <数値 >, <整数 >）
原因 :　履歴データベースから定義済分析を取り出し、ロードしようとした際に、エ
ラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0039:　クラス取得中のエラー :　<文字列 >
原因 :　Data Gathererから収集クラス・リストを取り出そうとしてエラーが発生しまし
た。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0041:　データ件数取得中のエラー :　<文字列 >

原因 :　現行の収集クラスのデータ行数を指定しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0043:　インスタンス取得中のエラー :　<文字列 >

原因 :　Data Gathererから、現行の収集クラスのデータ・ソース・リストを取り出そう
として、エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。
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VTP-0044:　データ項目ロード中のエラー :　<文字列 >
原因 :　現行の収集クラスに対し、Data Gathererから取り出したデータ項目リストを表
示しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0045:　リソース取得中のエラー :　<文字列 >

原因 :　Data Gathererから、現行の収集クラスのデータ項目リストを取り出そうとし
て、エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0046:　クラス取得中のエラー :　（<文字列 >, <数値 >, <整数 >）
原因 :　Data Gathererから現行の収集クラスの定義を取り出そうとしてエラーが発生し
ました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0047:　このクラスには親コンテキスト [（<文字列 >, <数値 >, <整数 >）, <文字列 >]
が必要です。収集は現在サポートされていません。
原因 :　収集のために選択したクラスには、親データ・ソースを指定する必要があり、
この構成は現在 Oracle Capacity Plannerではサポートされていません。

処置 :　なし。このクラスのデータ収集はできません。

VTP-0048:　収集オプションまたはロード・オプションが設定されていません。サービスを
選択してから、これらのオプションを設定してください。
原因 :　収集またはロード・オプションが未指定です。履歴データベースの位置が指定
されていません。

処置 :　ナビゲータでターゲット・サービスを選択して、履歴データベースの位置を指
定してください。

VTP-0059:　収集の終了中にエラーが発生しました。
原因 :　Data Gathererと対話して、現行クラスの収集を停止しようとした際に、エラー
が発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0060:　収集の開始中にエラーが発生しました。
原因 :　Data Gathererと対話して、現行クラスの収集を開始しようとした際に、エラー
が発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。
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VTP-0061:　履歴データベースに接続中のエラー :　<文字列 >
原因 :　履歴データベースに接続しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0064:　エラーが発生しました。外挿では日付に対して 0（ゼロ）以下の結果が作成さ
れます。
原因 :　外挿のターゲット値が、UNIXがリリースされた 1970年 1月 1日以前の日付に
なったため、表示できません。

処置 :　過去の日付にならないように別のターゲットを指定してください。

VTP-0065:　文字列 <文字列 >の時間へ外挿中にエラーが発生しました。傾きが 0です。
原因 :　現在の線に対して線形外挿を実行しようとしましたが、算出された傾きが 0で
す。そのため、この線は外挿の目的に使用できません。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0071:　サーバー時間取得中のエラー
原因 :　Data Gathererを実行中のホストからシステム時間を読み取ろうとして、エラー
が発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0074:　オプション送信中のエラー
原因 :　Data Gathererに収集およびロード・オプションを送信しようとしてエラーが発
生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0089:　ロード・オプションの取得中にエラーが発生しました。
原因 :　Data Gathererからロード・オプションを読み取ろうとしてエラーが発生しまし
た。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0090:　収集オプションの取得中にエラーが発生しました。
原因 :　Data Gathererから収集オプションを読み取ろうとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0091:　収集設定の取得中にエラーが発生しました。
原因 :　Data Gathererから収集設定を読み取ろうとしてエラーが発生しました。
18-6 Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル                              



VTP-0001～ VTP-0110のメッセージ
処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0093:　収集カートリッジ取得中のエラー :　<文字列 >

原因 :　Data Gathererから、現行のターゲットの収集カートリッジ・リストを取得しよ
うとして、エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0094:　クラス取得中のエラー :　<文字列 >

原因 :　Data Gathererから現行のターゲットの収集クラス・リストを取得しようとし
て、エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0096:　<文字列 >に接続中にエラーが発生しました。サーバー・ノードで Data 
Gathererが実行中であることを確認し、再接続してください。
原因 :　Data Gathererを実行中のホストに接続しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。再び失敗した場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTP-0104:　データ集計に使われるキー列を選択しなければなりません。
原因 :　ユーザー定義クラスを作成しようとしましたが、データ収集で使用するキー列
が選択されていません。履歴データベースでデータを集計する際には、キー列がデー
タ・ソースとして使用されます。

処置 :　キー列として使う列をクリックしてください。

VTP-0105:　コマンドが正常に終了しませんでした
原因 :　メニューまたはツールバーから関数を起動しようとしてエラーが発生しました。
このエラーは通常、関連するエラーと同時に表示されます。

処置 :　関連エラーを確認してください。関連エラーがない場合は、カスタマ・サポー
トにご連絡ください。

VTP-0106:　ツリー・ノード <文字列 >の内容のロード中のエラー :　<文字列 >
原因 :　ナビゲータ（ツリー）のエントリを拡張して、選択項目の属性をロードしよう
とした際に、エラーが発生しました。このエラーは通常、関連するエラーと同時に表示
されます。

処置 :　関連エラーを確認してください。関連エラーがない場合は、カスタマ・サポー
トにご連絡ください。
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VTP-0107:　入力したラベルが長すぎます。<文字列 >文字未満のラベルを入力してくださ
い
原因 :　ユーザー定義スクリプトで定義された列に入力したラベルが、許容される最大
長を超えています。

処置 :　許容最大長より短いラベルを入力してください。

VTP-0108:　入力したラベルは、他のデータ項目によって使用されています。一意のラベル
を入力してください。
原因 :　ユーザー定義スクリプトで定義された列に入力したラベルは、クラスの既存の
列ですでに使用されています。

処置 :　一意のラベルを入力してください。

VTP-0109:　データ項目が多すぎます。許可されている最大値（<文字列 >）を超えました。
原因 :　ユーザー定義スクリプト・クラスに、新規のデータ項目が追加されたため、ク
ラス内のデータ項目の総数が、Data Gathererローダーのサポートする数を超えていま
す。

処置 :　データ項目を削除するか、またはスクリプト・コマンド（問合せ）を変更して
列の数を少なくしてください。

VTP-0110:　履歴データの収集には、少なくとも 1つのデータ項目（データ・ソース以外）
を選択しなければなりません。
原因 :　1列しか持たないクラスで、ユーザー定義クラスを作成しようとしました。この
列がキー列として使われるため、結果的に、クラス内にはデータ項目がまったくないこ
とになります。

処置 :　収集するクラスに、他のデータ項目を少なくとも 1つ追加してください。
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VTW-1000～～～～ VTW-1999のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VTW-1000:　サービス名の書式が無効です。
原因 :　サービス名が、SQL Plusによって認識されません。

処置 :　サービス名が有効な tnsnameであることを確認してください。

VTW-1001:　エラーを解決してから再試行してください。
原因 :　指定した SQL Plusのパスまたはファイル名が正しくありません。

処置 :　ORACLE_HOME/sysman/config/dbapps.cfgの構成をチェックしてください。
セージ 19-1



VTW-1000～ VTW-1999のメッセージ
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メッセージ（クライアント層）メッセージ（クライアント層）メッセージ（クライアント層）メッセージ（クライアント層）

VTZ-0011～～～～ VTZ-9109のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VTZ-0011:　接続障害
原因 :　データベースに接続しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。まだ
エラーが発生する場合は、TNSNAMES.ORAファイルにデータベース・エントリがあ
るかどうか確認してください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

VTZ-0013:　<文字列 >へのセッション確立中のエラー
原因 :　データベースに接続しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。まだ
エラーが発生する場合は、TNSNAMES.ORAファイルにデータベース・エントリがあ
るかどうか確認してください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

VTZ-0014:　致命的なエラー :　<文字列 >の初期化に失敗しました。
原因 :　Change Management Packアプリケーションを起動しようとしてエラーが発生
しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-0016:　検出されたデータベース・サービスの取出し中にエラーが発生しました。
原因 :　検出されたデータベース・サービスを取り出そうとしてエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするリポジトリが起動していることを確認してください。まだエ
ラーが発生する場合は、TNSNAMES.ORAファイルにリポジトリ・エントリがあるか
どうか確認してください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポート
にご連絡ください。
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VTZ-0017:　<文字列 >のリポジトリ有効性検査が失敗しました。
原因 :　Change Management Packリポジトリの有効性検査を試行中に、エラーが発生
しました。

処置 :　リポジトリ上に、Oracle Change Managementリポジトリが作成されているこ
とを確認してください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートに
ご連絡ください。

VTZ-0026:　回復不能な例外
原因 :　Change Management Packリポジトリを更新しようとしてエラーが発生しまし
た。Change Management Packリポジトリへの接続が失われている可能性があります。

処置 :　Change Management Packリポジトリへの接続が失われていない場合は、カス
タマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-0027:　致命的なアプリケーション初期化エラーが発生しました
原因 :　Change Management Packアプリケーションを起動しようとしてエラーが発生
しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。まだ
エラーが発生する場合は、TNSNAMES.ORAファイルにデータベース・エントリがあ
るかどうか確認してください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

VTZ-0028:　致命的なエラー :　モジュールをロードできません。
原因 :　BridgeAppJRENative.DLLをロードしようとしてエラーが発生しました。

処置 :　Oracle Change Management Packが適切にインストールされていることを確認
してください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡く
ださい。

VTZ-1036:　サービス <文字列 >の優先接続情報リストが見つかりません。
原因 :　データベースに接続しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　Oracle Enterprise Managerコンソールで、このデータベースの優先接続情報リ
ストが設定されていることを確認してください。Oracle Enterprise Managerコンソール
でそれが設定されていない場合は、ログイン時のダイアログ・ボックスで必要な「優先
接続情報リスト」を入力してください。

VTZ-1041:　変更要求の削除中に予期しない例外が発生しました。
原因 :　変更要求を削除しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　ソース・データベースが起動していることを確認してください。ソース・デー
タベースが起動していても、なおエラーが発生する場合は、削除しようとする変更要求
が現在の計画に存在しない可能性があります。製品をクローズして、再度オープンして
ください。
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VTZ-7300:　ヘルプ・ファイルを検索できません。
原因 :　そのアプリケーションでは、ヘルプ・ファイルを見つけられませんでした。

処置 :　Oracle Change Management Packが適切にインストールされていることを確認
してください。

VTZ-7301:　オーディオ・エラー。オーディオをオフにしてください。
原因 :　オーディオ・ドライバに問題があるため、アプリケーションのオーディオ機能
は使用できません。

処置 :　このアプリケーションでは、オーディオをオフにしてください。

VTZ-7302:　オブジェクト・ビューアにより後で使用するデータベース・セッションを作成
できません。
原因 :　データベースに接続しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。まだ
エラーが発生する場合は、TNSNAMES.ORAファイルにデータベース・エントリがあ
るかどうか確認してください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

VTZ-7303:　アイドル・セッションを作成できません。
原因 :　データベースに接続しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。まだ
エラーが発生する場合は、TNSNAMES.ORAファイルにデータベース・エントリがあ
るかどうか確認してください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

VTZ-7304:　SQL例外または接続欠落例外。
原因 :　データベースに接続しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。まだ
エラーが発生する場合は、TNSNAMES.ORAファイルにデータベース・エントリがあ
るかどうか確認してください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

VTZ-7305:　選択されたデータベース・オブジェクトの識別中に SQL例外が発生しました :
　<文字列 >

原因 :　スコープ指定の際に要求したオブジェクトを識別しようとして、SQL例外が発
生しました。

処置 :　例外によって問合せが失敗した場合は、データベースが起動していることを確
認し、表が満杯になっていないか、または壊れていないかどうかを確認してください。
それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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VTZ-7306:　選択されたデータベース・オブジェクトの識別中に接続欠落の例外が発生しま
した :　<文字列 >
原因 :　選択したデータベース・オブジェクトを識別する際に、データベース接続が失
われました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。それ
でもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-7307:　有効範囲が指定されていません。
原因 :　内部エラーです。スコープ指定が存在しません。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-7308:　フェーズ 2の比較中に予期せぬエラーが発生しました。
原因 :　データベース・オブジェクト比較のフェーズ 2が進行中に、エラーが発生しま
した。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-7310:　予期せぬデータベース・オブジェクト・タイプ <文字列 > が <文字列 >の比較
中に見つかりました。
原因 :　データベース・オブジェクトの比較中に、予期せぬデータベース・タイプが見
つかりました。

処置 :　このオブジェクト・タイプは、DB Diffではサポートされていません。DB Diff
の比較では、このオブジェクト・タイプを使用しないでください。

VTZ-7311:　ベースラインからの読込み中に、予期せぬ非直列化例外が発生しました :　<文
字列 >
原因 :　ベースラインからの読込み中に、予期せぬ非直列化の例外が発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-7312:　<文字列 > の比較中に予期せぬエラーが発生しました :　<文字列 >
原因 :　データベース・オブジェクト比較中の、予期せぬエラーです。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-7313:　ベースライン・オブジェクト <文字列 >の初期化中にエラーが検出されまし
た。
原因 :　ベースライン・オブジェクトを初期化しようとした際に、エラーが検出されま
した。

処置 :　ベースライン・リストをリフレッシュして、ベースラインの比較を再試行して
ください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡くださ
い。

VTZ-7314:　SQL例外 :　<文字列 >

原因 :　ベースライン定義のロード中に、SQL例外のエラーが発生しました。
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処置 :　例外によって問合せが失敗した場合は、データベースが起動していることを確
認し、表が満杯になっていないか、または壊れていないかどうかを確認してください。
それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-7315:　接続欠落例外 :　<文字列 >
原因 :　データベースに接続しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。それ
でもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-7316:　ベースライン・オブジェクト <文字列 >の読込み中に予期せぬエラーが発生し
ました。
原因 :　リポジトリからベースライン・オブジェクトを読み込もうとした際に、予期せ
ぬエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。それ
でもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-7318:　<文字列 >のデータ構造体を作成中にエラーが発生しました。
原因 :　データベース・オブジェクトの初期化中に、予期せぬエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。それ
でもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-7319:　<文字列 >の表示オブジェクトを作成中に予期せぬエラーが発生しました。
原因 :　表示オブジェクトの作成中に、予期せぬエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。それ
でもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-7321:　DB Diffの初期化中に予期せぬエラーが検出されました。
原因 :　DB Diffを初期化しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。まだ
エラーが発生する場合は、TNSNAMES.ORAにデータベース・エントリがあることを
確認してください。それでもまだエラーが発生するようであれば、カスタマ・サポート
にご連絡ください。

VTZ-7322:　DB Diffの起動中に予期せぬエラーが検出されました。
原因 :　DB Diffを開始しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。まだ
エラーが発生する場合は、TNSNAMES.ORAにデータベース・エントリがあることを
確認してください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連
絡ください。

VTZ-7323:　状態 <文字列 >の状態アイコンを取出し中にエラーが発生しました。
原因 :　状態アイコンを取り出そうとして、エラーが発生しました。
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処置 :　この Change Management Packアプリケーションが適切にインストールされて
いることを確認してください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サ
ポートにご連絡ください。

VTZ-7324:　システム・エラー :　NULL値が NeedsComparisonに渡されました。
原因 :　内部エラーです。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-8005:　エグザンプラの作成に失敗
原因 :　新規のエグザンプラ・オブジェクトを作成しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　ソース・データベースまたはリポジトリ（あるいは、その両方）が起動してい
ることを確認してください。それでもまだ問題が発生する場合は、カスタマ・サポート
にご連絡ください。

VTZ-8006:　ディレクティブの作成に失敗
原因 :　新規のディレクティブ・オブジェクトを作成しようとしてエラーが発生しまし
た。

処置 :　ソース・データベースまたはリポジトリ（あるいは、その両方）が起動してい
ることを確認してください。それでもまだ問題が発生する場合は、カスタマ・サポート
にご連絡ください。

VTZ-8007:　ソース・データベースのセッションを確立できません。
原因 :　ソース・データベースへの接続を確立しようとして、エラーが発生しました。

処置 :　ソース・データベースが起動していることを確認してください。
TNSNAMES.ORAファイルに、ソース・データベースのエントリがあることも確認し
てください。それでもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡くだ
さい。

VTZ-8034:　データベースへの接続が失われました。
原因 :　データベースに接続しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。それ
でもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-8035:　データベースからの読込み中にエラーが発生しました。
原因 :　エグゼンプラまたはディレクティブ（あるいは、その両方）をデータベースか
ら読み込む際に、SQL例外のエラーが発生しました。

処置 :　例外によって問合せが失敗した場合は、データベースが起動していることを確
認し、表が壊れていないかどうかを確認してください。それでもまだエラーが発生する
場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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VTZ-9001:　オブジェクト初期化中に障害
原因 :　この操作の実行に必要なレベルの初期化が実行されていない場合に、この例外
が発生します。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-9005:　データベース接続中のエラー
原因 :　データベースに接続しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。それ
でもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-9010:　ベースライン初期化中のエラー
原因 :　この操作の実行に必要なレベルの初期化が実行されていない場合に、この例外
が発生します。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-9019:　削除に失敗しました :　ベースライン初期化中のエラー
原因 :　ベースラインを削除しようとしてエラーが発生しました この操作が失敗した原
因は、次の 2つの点が考えられます。1）データベースが停止している。2）この操作の
実行に必要な初期化が完了していない。

処置 :　データベースが起動していることを確認してください。それでもまだエラーが
発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-9020:　接続欠落
原因 :　ベースラインを削除しようとした際に、データベース接続が失われました。

処置 :　接続しようとするデータベースが起動していることを確認してください。それ
でもまだエラーが発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-9064:　ベースライン初期化中のエラー
原因 :　この操作の実行に必要なレベルの初期化が実行されていない場合に、この例外
が発生します。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-9079:　SQLテキスト取出し中にエラーが発生しました。SQLテキストを再作成してく
ださい。
原因 :　最後の変換が失敗したため、SQLテキストの取出し中にエラーが発生しました。

処置 :　新規の変換を開始して、テキストを再生成してください。

VTZ-9081:　宛先を初期化中のエラー
原因 :　この操作の実行に必要なレベルの初期化が実行されていない場合に、この例外
が発生します。宛先オブジェクトが適切に初期化されていません。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。
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VTZ-9092:　出力ファイルのオープン中のエラー
原因 :　何らかの I/O例外が発生したことを示しています。

処置 :　エラー発生の原因を確定し、問題点を修正してください。

VTZ-9105:　致命的な例外が発生しました
原因 :　何らかの I/O例外が発生したことを示しています。

処置 :　エラー発生の原因を確定し、問題点を修正してください。

VTZ-9108:　致命的なアプリケーション初期化エラーが発生しました
原因 :　DB Captureを開始しようとしてエラーが発生しました。

処置 :　カスタマ・サポートにご連絡ください。

VTZ-9109:　セッションのクローズ中のエラー
原因 :　オープンしているデータベース・セッションをクローズしようとした際に、エ
ラーが発生しました。

処置 :　データベースが起動していることを確認してください。それでもまだエラーが
発生する場合は、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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VXA-1000～～～～ VXA-2999のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VXA-1000:　Oracle Management Serverの起動中にエラーが発生しました。

omsconfig.propertiesファイルのブート・ホスト名を確認してください。
原因 :　ホストが見つかりません。

処置 :　omsconfig.propertiesファイル内の oem.BootHose属性は、値が “localhost”と
なっている必要があります。値を指定してから、Oracle Management Serverを再起動し
てください。

VXA-1002:　Oracle Management Serverのリポジトリの構成が不完全です。
原因 :　指定したリポジトリには、必要な表（主に、VDRレジストリ表）がありませ
ん。

処置 :　Oracle Configuration Assistant経由で指定されたリポジトリが有効であること
を確認してください。リポジトリが有効な場合は、Configuration Assistantを再実行し
て、ユーザーを追加し直してください。リポジトリが無効な場合は Configuration 
Assistantを再実行し、構成を編集して Oracle Management Serverのリポジトリを指定
するか、現在のリポジトリを削除してそれを再作成するか、またはリポジトリを新規作
成してください。

VXA-1003:　管理者ログイン設定リストが無効です。
原因 :　ユーザーが、自分自身を Oracle Management Serverに認証するために指定した
設定リストが、正しくありません。

処置 :　ユーザー名およびパスワードを再指定し、再度ログインを試行してください。

VXA-2023:　Oracle Management Serverはすでにこのマシンで起動されています。異常終
了します。
原因 :　Oracle Management Serverはすでに実行中です。

処置 :　Oracle Management Serverが実行中かどうかを調べ、また Oracle Management 
Server BootPort（omsconfig.propertiesファイルで指定）を他のアプリケーションで使
用中かどうか確認してください。
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Naming Service メッセージメッセージメッセージメッセージ

VXN-1000～～～～ VXN-1999のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
VXN-1000:　oem.BootHostは、ブートスラップ・ホストの IPアドレスでなければなりませ
ん。
原因 :　Oracle Management Serverを実行中のホスト名が無効のようです。

処置 :　Oracle Configuration Assistantを実行して、Oracle Management Serverの構成
情報が有効であることを確認してください。

VXN-1001:　oem.BootPortは有効な数値でなければなりません。
原因 :　Oracle Management Serverに接続しているポート番号が無効のようです。

処置 :　Oracle Configuration Assistantを実行して、Oracle Management Serverの構成
情報が有効であることを確認してください。

VXN-1002:　ブート・サービスは、ポート <ポート >にバインドできません。ソケットが占
有されている可能性があります。
原因 :　おそらく他のアプリケーション（またはこのアプリケーションの他のインスタ
ンス）が、そのソケットで実行中のため、ブート・サービスはブートストラップ・ソ
ケットにバインドできませんでした。

処置 :　Task Managerを実行して、このアプリケーションの他のインスタンスが実行中
でないことを確認してください。

VXN-1003:　サーバー・ソケットを作成できません。
原因 :　サーバー側ソケットを作成できませんでした。

処置 :　Task Managerを実行して、このアプリケーションの他のインスタンスが実行中
でないことを確認してください。

VXN-1004:　oem.Boothostプロパティが欠落しています。
原因 :　必要な構成エントリが足りません。
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処置 :　Oracle Configuration Assistantを実行して、Oracle Management Serverが正し
く構成されていることを確認してください。

VXN-1005:　oem.BootPortプロパティが欠落しています。
原因 :　必要な構成エントリが足りません。

処置 :　Oracle Configuration Assistantを実行して、Oracle Management Server が正し
く構成されていることを確認してください。

VXN-1006:　プロパティ oem.BootHostにアクセス中にセキュリティ例外が発生しました。
このようなアプレット・パラメータは見つかりませんでした。
原因 :　セキュリティ違反が発生しました。アプレットからシステム属性にアクセスし
ようとしています。（Webサーバー上の CGIスクリプトが壊れていない限り、このエ
ラーは発生しません。）

処置 :　Oracle Enterprise Managerをシン・クライアントで（ブラウザから）実行して
いる場合は、システム管理者に問い合せてください。そうでない場合は、Oracle 
Configuration Assistantを実行して、Oracle Management Server が正しく構成されてい
ることを確認してください。

VXN-1007:　命名サービスが見つかりませんでした。
原因 :　Oracle Management Serverが見つかりません。

処置 :　Oracle Management Serverが実行中であることを確認してください。

VXN-1008:　命名サービス永続ファイルの読込み中に、回復不能なエラーが発生しました。
原因 :　命名サービス永続ファイルの読込み中に、エラーが発生しました。

処置 :　次の手順を実行してください。

1. Oracle Enterprise Managerのすべてのアプリケーションを停止します。

2. Oracle Management Serverをシャット・ダウンします。

3. $ORACLE_HOME/sysman/system/CosNaming.storeのファイルを削除します。

4. Oracle Management Serverを再起動します。
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Oracle Expert サービス・メッセージサービス・メッセージサービス・メッセージサービス・メッセージ

XP-21000～～～～ XP-21999のメッセージのメッセージのメッセージのメッセージ
XP-21000:　行番号またはその付近のトークン ' 名前 ' があいまいです。次の項目のうち、1
つを指定してください :　<名前 >
原因 :　解析された SQLテキストに、ワークロードまたはスキーマ・データの収集また
は編集中に導入された無効な構文があります。

処置 :　SQLテキストを修正し、操作を再試行してください。

XP-21001:　値は <数値 >以上でなければなりません。
原因 :　下限より小さい数値が入力されました。

処置 :　指定された下限以上の値を入力してください。

XP-21002:　値は <数値 >以下でなければなりません。
原因 :　上限より大きい数値が入力されました。

処置 :　指定された上限以下の値を入力してください。

XP-21003:　Cランタイム・エラー :　<エラー >
原因 :　Cプログラム言語のコールに失敗しました。補足の ERRORテキストは、失敗
の詳細情報を示しています。これらのエラー型は通常、インストールの問題か、または
仮想メモリーなどオペレーティング・システム設定の問題のどちらかを示します。

処置 :　表示された追加情報を使用して、問題の原因を判断してください。

XP-21004:　一時ファイルまたはログ・ファイルを作成できません。
原因 :　ファイルの作成を試行中にエラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。

XP-21005:　<名前 >にはそれに依存するものがあるため削除できません。
原因 :　従属オブジェクトを削除せずにオブジェクトを削除しようとしました。
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処置 :　最初にオブジェクトの従属オブジェクトを削除してから、操作を再実行してく
ださい。

XP-21006:　オブジェクト IDなしでルールをインスタンス化することはできません。
原因 :　対応するオブジェクト /オーナーなしにルールのコピーを作成しようとしまし
た。これは予期しないシステム・エラーです。

処置 :　EMリポジトリの XP_USER_RULE表の中身も含めて、バグ・レポートをまと
めてカスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21007:　オブジェクト IDによる基本ルールを挿入することはできません。
原因 :　デフォルト・ルールをロードしようとして、対応するオブジェクト /オーナー
なしにルール作成が試行されました。これは予期しないシステム・エラーです。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスまたはクライアントでのイ
ンストール上の問題を示しています。オペレーティング・システム、EMバージョン、
およびリポジトリのデータベース・バージョンを指定し、バグ・レポートをまとめてカ
スタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21008:　オブジェクト IDなしでルールを削除することはできません。
原因 :　対応するオブジェクト /オーナーを持たないルールのコピーを削除しようとし
ました。これは予期しないシステム・エラーです。

処置 :　EMリポジトリの XP_USER_RULE表の中身も含めて、バグ・レポートをまと
めてカスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21009:　オブジェクト IDによる基本ルールを削除することはできません。
原因 :　Oracle Expertサービス・リポジトリからデフォルト・ルールを消去しようと
し、対応するオブジェクト /オーナーのないルールが見つかりました。これは予期しな
いシステム・エラーです。

処置 :　Oracal Expertサービス・リポジトリの XP_USER_RULE表の中身も含めて、バ
グ・レポートをまとめてカスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21010:　コレクションが異常終了しました。
原因 :　進行中にコレクションを取り消しました。

処置 :　なし

XP-21011:　現行の操作が <名前 >に対してキャンセルされました。
原因 :　進行中に操作を取り消しました。セッションは、メイン・アプリケーションま
たは依存操作のどちらかを表しています。

処置 :　なし
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XP-21012:　データベース・エラーが発生しました :　<エラー >
原因 :　Oracle Expertサービス・リポジトリまたはターゲットの調整可能データベース
へのアクセス試行中に、Oracleサーバー・エラーが発生しました。詳細の Oracleサー
バー・エラー・メッセージは、ERRORテキストに表示されます。

処置 :　エラーが、インスタンスが起動されていないなどの環境問題を示す場合は、問
題を修正してください。

XP-21013:　行が削除されませんでした。:　<名前 >

原因 :　削除を指定した行が見つかりませんでした。

処置 :　なし

XP-21014:　データベースが起動されていません。:　<エラー >
原因 :　インスタンスが起動していないデータベースにアクセスしようとしました。
ERRORメッセージに、Oracleサーバー・エラー・メッセージからの補足詳細が表示さ
れます。

処置 :　インスタンスを起動してください。

XP-21015:　無効な接続文字列が、データベースへの接続に使われました :　<名前 >

原因 :　データベースに接続しようとしましたが、有効なログイン設定リストを指定し
ませんでした。

処置 :　有効なログイン設定リストを指定してください。

XP-21016:　データベース・エラーが発生しました :　<エラー ><エラー >

原因 :　Oracle Expertサービス・リポジトリまたはターゲットの調整可能データベース
へのアクセス試行中に、サーバー・エラーが発生しました。詳細の Oracleサーバー・
エラー・メッセージは、ERRORテキストに表示されます。

処置 :　エラーが、インスタンスが起動されていないなどの環境問題を示す場合は、問
題を修正してください。

XP-21017:　列 <名前 >で次のリターン・コードが生成されました :　<コード・エラー >
原因 :　データベースの特定の列へアクセス中に、ローレベル・データのアクセス /OCI
エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システムおよび Oracle Expertサービスのバー
ジョン、リポジトリのデータベース・バージョン、報告されたエラー・メッセージのリ
ターン・コード、失敗が発生した列の定義をまとめて、カスタマ・サポートにご連絡く
ださい。

XP-21018:　戻り変数の数が、選択リストの項目数を超えています。
原因 :　データ・アクセス・レイヤーで内部論理エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システムおよび Oracle Expertサービスのバー
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ジョン、リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操
作をまとめて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21019:　選択リストのすべての項目を格納するための十分な戻り変数がありません。
原因 :　データ・アクセス・レイヤーで内部論理エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システムおよび Oracle Expertサービスのバー
ジョン、リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操
作をまとめて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21020:　データ型が不一致のため、入力データを変換できません。
原因 :　非数値文字を含む値を、数値フィールドに入力しました。

処置 :　数値文字のみを入力してください。

XP-21021:　デバイスがいっぱいです。
原因 :　空き領域がないディスクにデータを書き込もうとしました。

処置 :　デバイスに使用可能な空白を作るか、またはプログラム /ファイルを別のデバ
イスに移動してください。

XP-21022:　入力ファイル・ストリームの終わりに達しました。
原因 :　レコード・カーソルで行の戻しがありませんでした。

処置 :　なし

XP-21023:　ファイルの末尾に達しました。
原因 :　ファイル読込みがファイルの終わりを示しました。

処置 :　なし

XP-21024:　Oracle Trace収集クラス <名前 >は無効です。
原因 :　廃止された、またはサポートされないデータ項目を含む Oracle Traceコレク
ションを収集しようとしました。

処置 :　Oracle Traceのバージョン必要事項 /従属オブジェクトに関するリリースノー
トを参照してください。現行の構成がサポートされていることが確かな場合は、オペ
レーティング・システム、EMバージョン、リポジトリのデータベース・バージョン、
報告されたエラー・メッセージのリターン・コード、および追加情報を含めて出力中に
生成された可能性のあるログ・ファイルをまとめて、カスタマ・サポートにご連絡くだ
さい。

XP-21025:　製品は予期しないエラーのため終了しました。
原因 :　The Oracle Expertサービス・サブシステム（ワークベンチ）で、重大なシステ
ム・エラーが発生しました。

処置 :　操作を再試行してください。環境に影響する原因の排除を試行してください。
現行の環境に問題がないことが確かな場合は、オペレーティング・システム、Oracle 
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Expertサービスのバージョン、リポジトリのデータベース・バージョン、および失敗の
際に進行していた操作をまとめて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21026:　致命的なエラーのため、終了中です。
原因 :　重大なエラー状態が発生したため、Oracle Expertサービスは現在のセッション
を継続できません。

処置 :　操作を再試行してください。環境に影響する原因の排除を試行してください。
現行の環境に問題がないことが確かな場合は、オペレーティング・システム、Oracle 
Expertサービスのバージョン、リポジトリのデータベース・バージョン、および失敗の
際に進行していた操作をまとめて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21027:　この機能は実装されていません。
原因 :　現行のバージョンでは使用不可能な特徴 /機能に、Oracle Expertサービスでア
クセスしようとしました。

処置 :　このエラー・メッセージが表示された経過をまとめて、カスタマ・サポートに
ご連絡ください。

XP-21028:　ファイル <名前 > はすでにオープンしています。
原因 :　別のユーザーまたはプロセスによってすでにオープンしているファイルに書き
込もうとしました。

処置 :　ファイルが使用中でないことを確認して、操作を再試行してください。

XP-21029:　ファイル <名前 >は見つかりませんでした。
原因 :　存在しないファイルにアクセスしようとしました。

処置 :　要求したファイルが存在することを確認して、操作を再試行してください。
ファイルが存在しない場合は、Oracle Enterprise Managerを再インストールし、ファイ
ルがインストールされていることを確認してください。

XP-21030:　ファイル <名前 >はアクセスに対して保護されています。
原因 :　権限またはセキュリティの問題のためにアクセスできないファイルを、オープ
ンしようとしました。

処置 :　ファイルのアクセス問題を解決して、操作を再試行してください。

XP-21032:　リポジトリは、<名前 ><数値 >と互換性がないためアクセスできません。
原因 :　アクセスされているリポジトリを作成した製品のバージョンと互換性のない
バージョンの Enterprise Managerを実行しようとしました。

処置 :　リポジトリを削除して、Enterprise Managerを再実行してください。

XP-21033:　<名前 >は不完全のマークが付いています。
原因 :　コレクションが割り込まれた、または取り消された結果、Oracle Expertサービ
ス・リポジトリで不完全なオブジェクトが見つかりました。

処置 :　このオブジェクトを削除してください。
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XP-21034:　Oracle数値を整数に変換中に、オーバーフローが発生しました。
原因 :　データ・アクセス・レイヤーで論理エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21035:　日付 /時間 <日付 >は無効です。
原因 :　日付 /時間を指定した形式が正しくありません。

処置 :　有効な日付 /時間文字列を入力してください。

XP-21036:　環境デバイス <名前 >の位置が見つかりません。
原因 :　ファイルに物理位置を指定せずに、Oracle Expertサービス・リポジトリで論理
デバイスを作成しました。Oracle Expertサービスでは、物理位置を指定する必要があり
ます。

処置 :　論理デバイスに位置を指定してください。

XP-21037:　トークン '名前 'は有効な数値ではありません。
原因 :　Oracle Expertサービスの解析機能は、数値でない入力ファイルにトークンを見
つけました。

処置 :　ファイルを修正して、操作を再試行してください。

XP-21038:　トークン '名前 'は有効な整数ではありません。
原因 :　Oracle Expertサービスの解析機能は、整数でない入力ファイルにトークンを見
つけました。

処置 :　ファイルを修正して、操作を再試行してください。

XP-21039:　その操作は無効です。
原因 :　特定の操作を試行中にシステム・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21040:　引用した文字列名 <名前 >に、印刷できない文字が含まれています。
原因 :　SQLテキストで見つかったリテラル・テキストには、印刷できない文字があり
ます。Oracle Expertサービスはこのテキスト項目を表示または印刷できません。

処置 :　なし
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XP-21041:　Oracle Expert Servicesのリポジトリは、このスキーマ用に作成されていませ
ん。
原因 :　Oracle Expertサービス・リポジトリに接続しようとしましたが、指定されたロ
グイン設定リストを使用してアクセスしたスキーマは、Oracle Expertサービス・リポジ
トリではありません。

処置 :　使用するログイン・アカウントが、Oracle Expertサービス・リポジトリのス
キーマを確実に含む、または持つようにしてください。

XP-21042:　<名前 >には有効性検査ができないエンティティが含まれています。
原因 :　Oracle Expertサービスで収集されたオブジェクトは、Oracleリポジトリで位置
確認できなかった外部エンティティへの参照を含んでいます。

処置 :　収集するオブジェクトにより参照された項目を収集してください。

XP-21043:　データベースには、有効性検査ができないエンティティが含まれています。
原因 :　Oracle Expertサービスで収集されたオブジェクトは、Oracleリポジトリで位置
確認できなかった外部エンティティへの参照を含んでいます。

処置 :　収集するオブジェクトにより参照された項目を収集してください。

XP-21044:　命名テンプレート <名前 >には無効な文字が含まれています。
原因 :　指定した命名テンプレートは、テンプレートを使用して組み立てたオブジェク
ト名で使用できなかった文字を含んでいます。

処置 :　無効な文字を削除してください。

XP-21045:　タイプ <名前 >は無効です。
原因 :　不明なグループ化と対応するインスタンス・パラメータが見つかりました。こ
れは予期しないシステム・エラーです。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21046:　<名前 >は有効性検査ができないエラーです。
原因 :　Oracle Expertサービスで収集されたオブジェクトは、Oracle Expertサービス・
リポジトリで位置確認できなかった外部エンティティへの参照を含んでいます。

処置 :　収集するオブジェクトにより参照された項目を収集してください。

XP-21047:　ファイル <名前 >の行番号 <番号 >は、<数値 >文字より長くなっています。
原因 :　Oracle Expertサービスがインポート・ファイル（SQLまたは XDL）で検出した
テキストは、このメッセージで示される最大許容バッファの長さよりも長くなっていま
す。

処置 :　長い行をブレークして短い行に分けてください。
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XP-21048:　メッセージが見つかりませんでした。
原因 :　Oracle Expertサービスが、エラー・メッセージを検出できませんでした。これ
は予期しないシステム・エラーです。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。製品の再インストールを試行してください。問題が修正されない場合
は、オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、リポジトリの
データベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまとめて、カスタ
マ・サポートにご連絡ください。

XP-21049:　表 <名前 >が Oracle Traceデータベース内で見つかりませんでした。
原因 :　Oracle Expertサービスは、ワークロード・コレクションに確認された Oracle 
Traceデータベースで、要求された表を検索できませんでした。

処置 :　Oracle Traceのバージョン必要事項 /従属オブジェクトに関するリリースノー
トを参照してください。現行の構成がサポートされていることが確かな場合は、オペ
レーティング・システム、EMバージョン、リポジトリのデータベース・バージョン、
報告されたエラー・メッセージのリターン・コード、および追加情報を含めて出力中に
生成された可能性のあるログ・ファイルをまとめて、カスタマ・サポートにご連絡くだ
さい。

XP-21050:　リポジトリ用の情報が検出されません。
原因 :　スキーマへの接続中に、不完全な Oracle Expertサービス・スキーマが検出され
ました。

処置 :　Management Packを再インストールし、DOSウィンドウから次のコマンドを発
行して、Oracle Expertサービス・リポジトリを再作成してください。
VOBSH -c "repos user/ repos password" -o DROP -p " Oracle Expert"

XP-21051:　Oracle Trace収集情報が見つかりません。
原因 :　Oracle Traceデータベースにはコレクションがありませんでした。そのため
Oracle Expertサービスでデータが収集されません。

処置 :　なし

XP-21053:　<名前 >が見つかりませんでした。
原因 :　Oracle Expertサービス・レポジトリから、存在しないオブジェクトを選択しよ
うとしました。

処置 :　なし

XP-21054:　設計 <名前 >に無効なデバイス名が含まれています。
原因 :　入力したファイル名には、無効なディスク名またはデバイス名があります。

処置 :　デバイスの参照を修正して、操作を再試行してください。
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XP-21055:　データベース <名前 >は、Oracle Trace収集ではありません。
原因 :　データベース接続文字列がワークロード・コレクションに指定されており、ア
クセスしたスキーマには Traceデータがありませんでした。

処置 :　Oracle Traceデータベースを指定してください。

XP-21056:　Oracle数値の変換中に内部エラーが発生しました。
原因 :　データ・アクセス・レイヤーで論理エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21057:　マシン形式数値を Oracle数値に変換中にオーバーフローが発生しました。
原因 :　データ・アクセス・レイヤーで論理エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21058:　<名前 >はすでに存在します。
原因 :　同じタイプの既存オブジェクトの名前を使用して、Oracle Expertサービス・リ
ポジトリでオブジェクトを作成しようとしました。

処置 :　一意の名前を入力するか、または既存のオブジェクトを Oracle Expertサービ
ス・リポジトリから削除してください。

XP-21059:　値 '数値 'は <名前 >の <数値 >から <数値 >までの範囲に入っていません。
原因 :　特定の属性に指定された数値が、その属性に要求される範囲内の値ではありま
せん。

処置 :　要求される範囲内で数値を指定してください。

XP-21060:　値が <数値 >から <数値 >までの範囲に入っていません。
原因 :　特定の属性に指定された数値が、その属性に要求される範囲内の値ではありま
せん。

処置 :　要求される範囲内で数値を指定してください。

XP-21061:　<数値 >の最小値より小さい値です。
原因 :　数値属性に、必要最小値より小さい値が入力されました。

処置 :　必要最小値より大きい値を入力してください。

XP-21062:　<数値 >の最大値より大きい値です。
処置 :　数値属性に、必要最大値より大きい値が入力されました。
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処置 :　必要最大値より小さい値を入力してください。

XP-21063:　SQL解析機能のスタック・オーバーフローが発生しました。
原因 :　Oracle Expertサービス SQL解析機能で、重大なエラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21064:　'名前 'が行 <番号 >、列 <番号 >またはその付近で見つかりました。次の項目
のうち、1つを指定してください :　<名前 >
原因 :　ワークロードまたはスキーマ・データの収集中、または編集中に解析された
SQLテキストに、無効な構文があります。

処置 :　SQLテキストを修正し、操作を再試行してください。

XP-21065:　<名前 >は行 <番号 >での範囲を超えています。
原因 :　XDLファイルからワークロードを収集する際に、Oracle Expertサービスで許可
される範囲外のワークロード重要度または頻度が見つかりました。

処置 :　無効な値を変更して許可される範囲内にし、操作を再試行してください。

XP-21066:　行 <番号 >またはその近くで、文の予期しない終わりに到達しました。
原因 :　SQL文または XDL文の解析中に、まだデータがあるにもかかわらず、Oracle 
Expertサービスが文の終わり（通常は「;」）を検出しました。

処置 :　文を訂正して、操作を再試行してください。

XP-21067:　ビュー要求 <名前 >は、変更または削除できません。
原因 :　ビューの結果存在する要求（SQL文）を変更または削除しようとしました。

処置 :　実際のビューを削除して、この文を削除してください。

XP-21068:　Oracle Expert Servicesリポジトリへの既存のデータベース接続がすでに存在し
ます。
原因 :　現行のセッションで 2回以上、Oracle Expertサービス・リポジトリに接続しよ
うとしました。

処置 :　前のセッションを中断してからこの操作を続行してください。

XP-21069:　リポジトリ・データベースへの既存の接続はありません。
原因 :　これまでに接続されていないチューン可能データベースで、データにアクセス
しようとしました。これは予期しないシステム・エラーです。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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XP-21070:　スキーマ '名前 'にオブジェクトを作成しようとしていますが、スキーマ '名前 '
の収集中です。
原因 :　現在収集されているスキーマで、オブジェクトを作成しようとしました。

処置 :　収集の完了まで待つか、または収集を取り消してこの操作を再試行してくださ
い。

XP-21071:　スキーマ '名前 'にオブジェクトを作成しようとしていますが、スキーマ '名前 '
の収集中です。
原因 :　スキーマ収集オプション・ページで、スキーマ名をスキーマ・コレクションに
指定しましたが、別名のスキーマがスキーマ統計ファイルで見つかりました。

処置 :　指定したスキーマ名にこの統計が使用される場合、ファイルを編集して名前を
変更してください。

XP-21072:　<名前 >はすでに <名前 >に存在しています。
原因 :　既存の子オブジェクトと同じ名前を使用して、子オブジェクトを作成しようと
しました。

処置 :　一意の名前を入力してください。

XP-21073:　<名前 >の検索中に <名前 >が見つかりませんでした。
原因 :　Oracle Expertサービスは、SQL文内で外部参照を解決できませんでした。外部
参照は有効なワークロード要求か、または Oracle Expertサービス・リポジトリ内の
DDL文のどちらかである必要があります。

処置 :　参照したエンティティがすべて収集されていることを確認し、オブジェクトの
有効性検査を再度行ってください。

XP-21074:　危険な文字列操作を行おうとしました。<名前 >

原因 :　これは Oracle Expertサービスの内部エラーです。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21075:　無効な操作です。文字列はロックされています。<名前 >
原因 :　これは Oracle Expertサービスの内部エラーです。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21076:　文字列の割当て範囲を超えています。
原因 :　文字列またはバッファ管理サブシステムで、論理エラーが発生しました。
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処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21077:　OCIエラーが発生しました。<メッセージ >
原因 :　ルーチン・コール中に、Oracleコール・インタフェース（OCI）エラーが発生
しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21078:　文字列に不均衡な引用が含まれています。
原因 :　入力ファイルで見つかった文字列には開始または終了引用符がありません。

処置 :　問題を修正して、操作を再試行してください。

XP-21079:　内部バッファへのアクセス中に、仮想メモリー・エラーが発生しました。
原因 :　文字列またはバッファ管理サブシステムで、論理エラーが発生しました。

処置 :　このエラーは構成問題、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインス
トール上の問題を示しています。最初に、オペレーティング・システム上で仮想メモ
リーの設定を増やしてください。これで問題が解決しない場合、オペレーティング・シ
ステム、Oracle Expertサービスのバージョン、リポジトリのデータベース・バージョ
ン、失敗が発生した際に実行していた操作をまとめて、カスタマ・サポートにご連絡く
ださい。

XP-21080:　無効な操作です。内部バッファはロックされています。
原因 :　文字列またはバッファ管理サブシステムで、論理エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21081:　無効な操作です。内部バッファはロックされていません。
原因 :　文字列またはバッファ管理サブシステムで、論理エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21082:　内部バッファが切り捨てられました。
原因 :　文字列またはバッファ管理サブシステムで、論理エラーが発生しました。
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処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21084:　ターゲット・データベースへの既存の接続がすでに存在します。
原因 :　現行のセッションで 2回以上、ターゲットのチューン可能データベースに接続
しようとしました。

処置 :　前のセッションを中断してからこの操作を続行してください。

XP-21085:　ターゲット・データベースへの既存の接続はありません。
原因 :　これまでに接続されていないチューン可能データベースで、データにアクセス
しようとしました。これは予期しないシステム・エラーです。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21086:　その <名前 >は、名前テンプレート <名前 >の範囲に入っていません。
原因 :　ルールで指定されたテンプレートは、許容される最長の名前よりも長い名前を
生成します。

処置 :　許容限度より短い名前を生成するように、テンプレートを変更してください。

XP-21087:　文字列 '名前 'に、<数値 >より多い文字が有ります。
原因 :　許容最大サイズより長いテキスト値が指定されました。

処置 :　テキスト値を短くしてください。

XP-21088:　文字列クラス・バッファではより大きい戻りバッファが必要です。
原因 :　これは Oracle Expertサービスの内部エラーです。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21089:　この操作は、このバージョンではサポートされていません。
原因 :　SQLファイルからのスキーマ収集中に、CREATE TABLE文を解析した際、サ
ポートされない SQL断片部分が見つかりました。

処置 :　無効な断片部分を削除して、操作を再試行してください。

XP-21090:　引用されている文字列 <名前 >は終了していません。
原因 :　解析された文字列で、終了のクローズ引用符がない引用リテラルが見つかりま
した。
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処置 :　クローズ引用符を文字列に追加して、操作を再試行してください。

XP-21091:　仮想メモリーを割り当てられません。
原因 :　Oracle Expertサービスを実行中のプラットフォームで、メモリーが不十分で
す。

処置 :　メモリー容量を増やしてください。

XP-21092:　ワークロード・アプリケーション '名前 'には無効な要求が含まれています。
原因 :　ワークロード収集中、Oracle Expertサービス・リポジトリで見つからなかった
項目への外部参照を持つ要求（SQL文）と共にアプリケーションが見つかりました。

処置 :　ワークロードで参照されるオブジェクト（通常はスキーマ）を収集してから、
ワークロードの有効性検査を行ってください。

XP-21093:　期間収集を開始できません。最後のエラー・コード = <エラー番号 >
原因 :　インスタンス期間収集を開始しようとしましたが、失敗しました。

処置 :　最後のエラー・コードは、MS-Windowsエラーを示します。このエラーを解決
して、操作を再試行してください。

XP-21094:　内部日付書式は、'月 /日 /年 時間 :分 :秒 'である必要があります。
原因 :　入力文字列を内部日付に変換しようとしましたが、失敗しました。入力文字列
が必須の日付マスクに一致しませんでした。

処置 :　指定した日付マスクに一致する日付を入力してください。

XP-21095:　必要なデータ・フィールドすべてを読み込めませんでした。
原因 :　入力文字列が日付変換に指定されましたが、日付の要素をすべては含んでいま
せんでした。

処置 :　‘月 /日 /年 /時間 /分 /秒 ’のすべての要素を含む日付を入力してください。

XP-21096:　リソース DLLをロードできません :　<名前 >
原因 :　システムが、指定のリソース DDLをロードできませんでした。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。最初に、現行の Performance Packをアンインストールしてから
Performance Packを再インストールしてください。これで問題が解決しない場合は、オ
ペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、リポジトリのデータ
ベース・バージョン、見つからない DLL名をまとめて、カスタマ・サポートにご連絡
ください。

XP-21097:　アクセス違反 :　<数字 >への読取りアクセスを実行しようとしました。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
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リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21098:　アクセス違反 :　無効なアドレスへの書込みアクセス を実行しようとしました。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21099:　範囲外の配列要素にアクセスしようとしました。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21100:　ブレークポイントが発生しました。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21101:　不整列データ型のアクセスです。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21102:　浮動小数点演算のオペランドが正しくありません。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21103:　浮動小数点数を 0で除算しました。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
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リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21104:　浮動小数点演算の結果は、小数で正確に表現できません。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21105:　浮動小数点の例外です。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21106:　浮動小数点の指数がオーバーフローしました。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21107:　スタック・オーバーフロー /浮動小数点演算です。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21108:　浮動小数点アンダーフロー。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21109:　無効な指示を実行しようとしました。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
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リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21110:　アクセス不可能なページです。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21111:　整数を 0で除算しました。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21112:　整数演算によりオーバーフローが発生しました。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21113:　例外ハンドラから、例外ディスパッチャに無効な配置が戻されました。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21114:　致命的な例外が発生した後に、実行を継続しようとしています。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21115:　現行のマシン・モードでは操作できない命令を実行しようとしています。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
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リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21116:　トレース検出またはその他の単独命令機構から、命令を 1つ実行したという信
号が発信されました。
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21117:　スタック・オーバーフロー
原因 :　Cランタイム・ライブラリ・エラーが発生しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21118:　不明な /処理できない例外です。
原因 :　Oracle Expertサービスの例外処理メカニズムが不明な例外型を捕捉しました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21119:　アプリケーションの初期化に失敗しました :　<エラー >

原因 :　Oracle Expertサービスが起動できませんでした。問題の性質についての補足情
報は、ERRORテキストに表示されます。

処置 :　問題を修正して、操作を再試行してください。最初に Oracle Installerからイン
ストール解除して、Performance Packを再インストールしてください。これで問題が解
決しない場合は、オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、アプリケーションが報告した追加のエラー・
メッセージをまとめて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21120:　「ユーザー名」または「パスワード」、「サービス名」、データベースの「リンク
名」のいずれかを入力できます。
原因 :　インスタンスの作成中に、リンク名と、接続文字列の一部を両方入力しようと
しました。

処置 :　接続文字列またはリンク名のどちらかを指定してください。両方の指定はでき
ません。
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XP-21121:　ルールの所有者が見つかりませんでした。
原因 :　指定されたルールの所有者オブジェクトを、Oracle Expertサービスがリポジト
リ内で検索しようとしましたが、それは見つかりませんでした。内部エラーです。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21122:　ユーザー・ルール <名前 >が見つかりませんでした。
原因 :　指定されたルールを、Oracle Expertサービスがリポジトリ内で検索しようとし
ましたが、それは見つかりませんでした。内部エラーです。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21123:　次の列の処理中、表 <表名 >のカーディナリティ走査の操作に失敗しました :
　column_name_list
原因 :　スキーマ表の統計を収集する際、おそらく内部サーバー限度のために、Oracle 
Expertサービスのカーディナリティ走査に失敗しました。通常のカーディナリティ走査
では、小さいセグメントで走査を実行するため、エラー・メッセージにリスト表示され
ない他の表の列は、正常に走査を完了したはずです。

処置 :　無効な列のカーディナリティ値を手動で設定してください。

XP-21124:　リポジトリの作成または最後のアップグレードが <名前 >の新しいバージョン
（バージョン <数値 >）で行われたため、<名前 >の現行のバージョン（バージョン
<数値 >）では使用できません。
原因 :　現在使用されている Oracle Expertサービスのバージョンと互換性のないリポジ
トリにアクセスしようとしました。

処置 :　（1）Expertの現行のバージョンを使用して、互換性のないリポジトリを削除し、
再インストールしてください。または（2）互換性のないリポジトリを作成または最後
にアップグレードした Oracle Expertサービスのバージョンを再インストールしてくだ
さい。

XP-21125:　メモリーの割当てに失敗しました。
原因 :　Oracle Expertを実行中のプラットフォームで、メモリーが不十分です。

処置 :　メモリー容量を増やしてください。
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XP-21126:　操作を完了できません。SMPサービス名 <名前 >とファイルで指定されたイン
スタンス名 <名前 >が一致しません。正しいサービスでセッションを作成するか、また
はファイル内の「Instance Export」セクションにある NAME ISおよび SERVICE 
NAME ISの値を変更してください。
原因 :　このチューニング・セッションに対応するインスタンス名が、このセッション
を作成したサービス（データベース）名と一致しません。操作を完了できません。

処置 :　チューニング・セッションを作成、またはファイルからインスタンス・データ
を収集するために、ファイル・オプションから「作成」を使用する場合、ファイルで指
定するインスタンスは、セッションが作成される同じサービスを参照する必要がありま
す。正しいサービスでセッションを作成するか、またはセッションが作成されるサービ
スを参照するように、ファイルを変更してください。

XP-21127:　リポジトリの有効性検査操作に失敗しました。
原因 :　リポジトリへ接続する際には、有効性検査プロセスによって、ユーザーのリポ
ジトリの存在と互換性が検証されます。操作に失敗した場合は、別のリポジトリを選択
するか、またはリポジトリへの接続を再試行してください。このメッセージの前に、追
加のメッセージがあります。

処置 :　別のリポジトリを選択するか、または操作を再試行してください。

XP-21128:　名前 '名前 'と合致するリポジトリ・コンポーネントが見つかりませんでした。
原因 :　リポジトリ・マネージャのコーラーが、リポジトリ・ドライバ・スクリプトに
実際は存在しない製品名またはグループ名をパスした場合のみ、この問題が発生しま
す。

処置 :　正しい製品またはグループ名を決定し、リポジトリ・マネージャのコールを変
更してください。

XP-21129:　'名前 '用のリポジトリの有効性検査スクリプトがないか、または正しいステー
タスを戻すのに失敗しました。
原因 :　リポジトリ有効性検査スクリプトがないか、または無効な場合にのみ、この問
題が発生します。

処置 :　スクリプトを確認し、操作を再試行してください。

XP-21130:　リポジトリ・バージョンが <名前 >に対して無効です。
原因 :　アップグレード・スクリプトの指定中に、無効なバージョンを入力しました。2
つのバージョンは、現行のリポジトリ・バージョンと、アップグレード・スクリプト実
行後のリポジトリ・バージョンに相当します。2つのバージョンは同じではなく、また
どちらも空であってはなりません。

処置 :　リポジトリ・マネージャ・スクリプトを編集し、問題を修正してください。

XP-21131:　<名前 >のアップグレードを試みていますが、バージョン <バージョン >に対
応するアクション・スクリプトが見つかりません。
原因 :　リポジトリ・マネージャは、アップグレード・スクリプトで処理できない特定
のリポジトリ・バージョンを検出しました。
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処置 :　リポジトリ・マネージャ制御スクリプトを編集して、指定したバージョンを処
理できる必要なコンポーネントを追加してください。

XP-21132:　エクスポート中に、エラーまたは警告が発生しました。
原因 :　エクスポート中に、何らかの警告またはエラーが検出されました。エクスポー
ト・ファイルが不完全か、または使用不可能であることを示しています。

処置 :　エラー・メッセージおよびエクスポート .XDLファイルを調べて、ファイルが有
効で問題が深刻でないことを確実にしてください。

XP-21133:　値を指定する必要があります。
原因 :　指定した属性に、空の文字列が指定されました。Oracle Expertサービスでは、
文字列の指定が必要です。

処置 :　有効な文字列を指定してください。

XP-21134:　操作は異常終了しました。
原因 :　操作が完了しましたが、正常終了ではありません。操作中に何かに失敗したか、
またはユーザーが操作を取り消したためです。

処置 :　問題を修正して、再試行してください。

XP-21135:　データベースへの接続が失われました。
原因 :　データベースへの Oracle Expertサービスの接続が失われました。データベース
が停止している、または再起動している可能性があります。

処置 :　Oracle Expertサービスを終了して、データベースが実行していることを検証
し、再起動してください。

XP-21136:　レジストリ変数 '名前 'が、次のいずれかの位置で見つかりませんでした :　
location_1   location_2   location_3   productは終了します。
原因 :　Windowsレジストリに、必要なレジストリ変数が見つかりませんでした。レジ
ストリ・ファイルがインストーラで正しくロードされなかったか、または値が手動で削
除されています。

処置 :　現行の製品を再インストールして、レジストリ・エントリの再ロードをしてく
ださい。

XP-21137:　エクスポートする環境オブジェクトが見つかりませんでした。
原因 :　Oracle Expertサービス・リポジトリの環境をエクスポートしようとしました
が、現在環境オブジェクトは存在しません。

処置 :　環境オブジェクトを作成してからエクスポートを試行してください。

XP-21138:　<名前 >の有効性検査中に <名前 >があいまいです（行 <行番号 >、列 <列番
号 >）。
原因 :　指定した SQLエンティティの有効性検査中に、Oracle Expertサービスが複数の
参照を検出しました。
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処置 :　SQL文が正しく作成されていることを確認し、オブジェクトの有効性検査を再
試行してください。

XP-21139:　<名前 >の有効性検査中に <名前 >が見つかりませんでした（行 <行番号 >、
列 <列番号 >）。
原因 :　Oracle Expertサービスは、SQL文内で外部参照を解決できませんでした。外部
参照は有効な SQLエンティティである必要があります。

処置 :　参照されるエンティティがすべて収集されていること、あるいは要求された有
効範囲内にあることを確認し、オブジェクトの有効性検査を再度行ってください。

XP-21140:　参照される SQLエンティティが、ルーチン <名前 >に見つかりませんでした。
原因 :　Oracle Expertサービスは、エクスパート・サブシステム・エンジンで参照され
た、指定の SQLエンティティ・クラス・オブジェクトを検出できませんでした。

処置 :　これはコーディング・エラーです。

XP-21141:　操作は正常に終了しました。
原因 :　操作は正常に完了しました。

処置 :　なし

XP-21142:　指定した収集名の収集は、Trace Formattedデータベース内にありません。収
集名は大文字小文字を区別することに注意してください。
原因 :　指定された名前を持つ収集は、Oracle Trace Formattedデータベースに存在しま
せん。

処置 :　収集名の綴りと大文字・小文字をチェックしてください。

XP-21143:　コマンド '名前 'の実行に失敗しました。
原因 :　Oracle Expertは、別のプロセスでコマンドを実行しようとした際にエラーを受
け取りました。

処置 :　コマンドが正しいことと、システム・リソースが十分であることを確認してく
ださい。

XP-21144:　ターゲット・データベース内で、<名前 >が見つかりませんでした。
原因 :　ターゲット・データベースから、存在しないオブジェクトを選択しようとしま
した。

処置 :　なし

XP-21145:　無効な OCIハンドルが検出されました。
原因 :　OCIルーチン・コール中に無効な OCIハンドルがアクセスされました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。
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XP-21146:　要求されたスレッドが見つかりませんでした。
原因 :　無効なスレッドがアクセスされました。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21147:　要求されたスレッドは、現在アクティブです。
原因 :　要求されたスレッドは、まだ実行中です。

処置 :　これは、論理エラー、または Oracle Expertサービスでのインストール上の問題
を示しています。オペレーティング・システム、Oracle Expertサービスのバージョン、
リポジトリのデータベース・バージョン、失敗が発生した際に実行していた操作をまと
めて、カスタマ・サポートにご連絡ください。

XP-21148:　リポジトリ・ユーザー・アカウントは、いずれかのプロシージャを実行するシ
ステム権限を必要とします。
原因 :　リポジトリのユーザー・アカウントには、Execute Any Procedureのシステム権
限が付与されていません。

処置 :　DBMS_LOCKパッケージにアクセスした際の問題を示すエラーです。リポジト
リ・ユーザー・アカウントに必要な権限を与えてください。

XP-21149:　Oracle Management Serverとの接続に失敗しました。
原因 :　アプリケーションが、Oracle Management Serverと通信できません。

処置 :　Oracle Management Serverとの通信に伴う問題を示すエラーです。サーバーが
稼働していること、クライアントの構成にサーバーへのアクセス権があることを確認
し、ログイン・ボックスでユーザー名、パスワード、管理サーバー名が正しく入力され
ているかどうかをチェックしてください。

XP-21150:　Enterprise Manager GetRepLogonInfo SDK呼出しに失敗しました。
原因 :　アプリケーションが、Oracle Management Serverと通信できません。

処置 :　Oracle Management Serverとの通信に伴う問題を示すエラーです。サーバーが
稼働していること、クライアントの構成にサーバーへのアクセス権があることを確認
し、ログイン・ボックスでユーザー名、パスワード、管理サーバー名が正しく入力され
ているかどうかをチェックしてください。

XP-21151:　Enterprise Manager GetObjectList SDK呼出しに失敗しました。
原因 :　アプリケーションが、Oracle Management Serverと通信できません。

処置 :　Oracle Management Serverとの通信に伴う問題を示すエラーです。サーバーが
稼働していること、クライアントの構成にサーバーへのアクセス権があることを確認
し、ログイン・ボックスでユーザー名、パスワード、管理サーバー名が正しく入力され
ているかどうかをチェックしてください。
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XP-21152:　Enterprise Manager GetPreferredCredentials SDK呼出しに失敗しました。
原因 :　アプリケーションが、Oracle Management Serverと通信できません。

処置 :　Oracle Management Serverとの通信に伴う問題を示すエラーです。サーバーが
稼働していること、クライアントの構成にサーバーへのアクセス権があることを確認
し、ログイン・ボックスでユーザー名、パスワード、管理サーバー名が正しく入力され
ているかどうかをチェックしてください。

XP-21153:　<>リポジトリの移行に失敗しました。エラー情報の詳細はファイル <>を参照
してください。
原因 :　製品のログ・ファイルに、製品固有の原因が見つかりました。

処置 :　リリース 1.xのリポジトリからリリース 2.0のリポジトリへ製品を移行する際の
一般的な問題を示すエラーです。具体的なエラーの詳細は、製品のログ・ファイルを参
照してください。

XP-21154:　SQL解析機能のスタック・オーバーフローが発生しました。
原因 :　SQL文が、Oracle Expertの解析機能を超えて複雑であることを示しています。

処置 :　デフォルトでは、この状態は Oracle Expertによって解析機能の構文エラーと判
断されるため、この文はスキップされます。解析機能のスタック・オーバーフローは、
今後のリリースで解決される予定です。
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